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「──キミさ」




　透き通るような声が鼓こ膜まくを震わせる。

　少年は、凛りんとした瞳ひとみを見つめていた。

　体内で胸の鼓こ動どうが力強くリズムを刻んでいる。




　そこに居たのは、セーラー服を着た少女だった。




　ふわりとなびく、スカート。

　廃はい墟きよの中、舞い上がった粉ふん塵じんが夕日に照らされてキラキラと輝いていた。

　なにもかもが日常とかけ離れたこの空間で、なによりも非日常なものがあった。




　少女の右腕の先に、白く巨大な塊かたまりが纏まとわりついている。

　それはまるで、少女自身の腕が片方だけ巨大化したようでもあった。

　壁は崩れ、外から吹き込む風が、肩より少し上まで伸びた少女の紺色の髪をサラサラと揺らし、にわかに発光している蛍光イエローの血が頬ほおに付いた顔と、華きや奢しやな体型の輪りん郭かくを浮かび上がらせていた。




　──綺き麗れいだと、思った。




　息の吸い方を忘れる程、その少女に見とれていた。

　何かを言いたかったが、まるでしゃべり方を忘れたように口を少しだけ開閉することしかできなかった。




「──それって、オンガク？」

「……え？」




　それが、最初の出会い。

　ハルトの心の中に、たった一つの感情が芽生えた、その瞬間だった。



















「えー、今日は『オンガク』の性質について解説していきたいと思います」

　理科室。白衣を着た年輩の男性教師が話をしている。

「オンガクは知ってのとおり、扱い次第で様々な形状に変化させることができ、浮遊も可能という未知の物体です。では、なぜ未知なのか。えー、誰か、オンガクを持ってる人で、手伝ってくれる子ー？」

　一番前に座っていた男子生徒が、手を上げた。

「じゃあ、君。教卓にオンガクを置いて」

「はーい」

　男子生徒は立ち上がり、教卓の前に立ち、オレンジ色のネクタイを外した。

　その直後、オレンジのネクタイは形状をぐにぐにと変えて、ボウリング玉大の歪いびつな球体となり、一つ目を見開いた。

「はい、ありがとう。じゃあ、注目」

　先生は、カッターナイフを取り出し、教卓の上のオンガクの、その目に、水平にカッターナイフを置き、刃を滑らせた。




　──その瞬間、吹き出す、火花。




　オンガクの目から飛び出したのは血ではなく、橙だいだい色いろをした目映まばゆい火花だった。教卓に近かった生徒は思わず両手で身を守る。

　カッターで切ったにもかかわらず、オンガクの目には傷一つ付いておらず、先生が持つカッターナイフの刃の方が、赤色に熱を帯びていた。

「えー、ご覧のとおり、オンガクは傷つきません、壊せません。もちろんどの部位であっても傷一つ付けることができません。さらにレントゲンを撮っても真っ黒に映り、内部構造も分かりません。そのため、世界中で研究が進められているものの、これといった成果を出せないのです」

　先生は「はい、ありがとう」と、男子生徒にオンガクを返した。得意げに席に戻る男子生徒は、隣の席のクラスメイトに肘ひじで突つつかれながら着席する。

「そして、今やオンガクは世界中で目にすることができます。このクラスにも彼の他ほかに何人か、オンガクを持っている生徒がいますね」

　席に着いている生徒を見回す先生。

　クラスの視線が、一人の少年へと集まる。

　窓側、後ろから二番目の席。象ぞう牙げ色のヘッドフォンをした少年が、視線を気にしない振りをして窓の外を眺ながめている。

「オンガク。それは人の耳から生まれる、一つ目の物体です。アポロ11号が月面着陸を成功させた１９６９年に初めて人から発生したといわれています。特に君たちのような思春期の少年少女から多く発生し、触ふれると一定のリズムと音を感じることから、オンガクと呼ばれるようになりました」

　先生が解説をしている中、後方の席でコソコソとおしゃべりをしている生徒。

「……なぁ、あの話、ほんと？」

「どの話？」

「あいつの……ハルトのオンガクだよ。中学の時、犬を食ったとか聞いたんだけど」

「犬なの？　おれはクラスメイトの指食いちぎったとか聞いたよ？」

「うげ、マジかよ。というか、なんで食いちぎれるの？」

「噂うわさだし、見たことないけど、あるらしいよ？　──『口』が」

「マジで？　つーか、じゃあさ最近噂の『人食いオンガク』だったりして……」

　ハルトは耳が良い。

　だから、全部聞こえている。

　だから、聞こえない振りをする。

　そうするのが何も問題が起きなくていい。

　黙っていれば、誰も傷つかないし、何も変わらずに過ごせる。

　だけど、全部聞こえている。

　聞こえているんだ。





　　　＊






　授業の終わりを告げるチャイムが鳴る。

　四限目が終わり、今から一時間の昼休みだ。

　教室の後方にある自分の棚に教科書をしまい、授業前に買っておいたクリームパンをリュックサックから取り出し、ハルトは教室を出て行く。

　ふと、自分を見てクラスの女子が馬鹿にする素振りで笑っていた気がしたが、気にしない。気にしても意味はない。いつものことだ。




　昼休みの廊下はいつも騒そう然ぜんとしている。

　売店の前はもはや戦争、バーゲンセールのようだ。

　ハルトの手にはすでにクリームパンが握にぎられている。

　いつも登校したときに先に売店で買っているから、この争そう奪だつ戦とは全くの無関係だ。

　その時、ハルトの横を、スッと何かが過よぎり、売店の会計口で団だん子ごになっている生徒たちの頭上に向かった。

　オンガクだ。

　薄っぺらい、ヒラメのような、薄紫色のそのオンガクは、底面にある一つ目で陳列しているパンに狙ねらいを付けて素早くダイブし、三つ入りのサンドイッチをゲット。

　店員の手元にお金を落とし素早く戦場から離脱していった。

　戻った先には男子生徒のグループ。

　その内一人の男子生徒がサンドイッチを受け取っている。

　ずるいぞー！　なんて周りに言われながらも、得意げにそのグループは去っていった。

　ハルトはその光景を横目で見つつ、一人、階段を上り屋上を目指す。




　第一校舎の三階。その端にある外階段を上る。

　最上階の、窓のない金属の扉を開け、外へ。

　目の前に広がっているのは、プールの底みたいに鮮やかな水色の床。

　中央に、薄汚れた象ぞう牙げ色の給水タンクがある屋上。

　ハルトにとって唯一の居場所、自分だけのテリトリー。

　今日は天気が良い。照り返しも眩まぶしい。

　ここは、校舎の果て。昼休みの喧けん噪そうも、ここまで来ると聞こえない。

　好奇の目に曝さらされることも、後ろ指の気配も感じない。一番落ち着ける場所だ。

　床に寝転がり、クリームパンを頬ほお張ばるハルト。

　心なしか、甘い物を口にして、気分が少し和やわらいだ気がする。

　ふと、誰かが屋上の扉を開ける音がした。

　しかしハルトは動じることなく、クリームパンを頬張っている。それが誰か、分かっていたからだ。

　ハルトの顔を覗のぞく赤い髪の少女、炸さく裂さくサクラン。

「今日もクリームパン？　いい加減飽きない？」

「……美う味まいんだよ」

「そりゃ、美味いんだけどさっ」

　中等部の制服を着たサクランは、寝転がっているハルトの隣にあぐらをかいて座り、持ってきたお弁当袋の紐ひもを解ほどき始める。

　目の前にサクランの白い太ももが見える。

「……サクランさぁ、行儀悪いよ」

「寝転がって食べている君に言われたくないなー」

「……」

　ハルトは上体を起こしながら、サクランの隣に座り直す。

「ほら見て！　今日のお弁当！」

　サクランはふたを取って意い気き揚よう々ようとハルトにお弁当の中身を見せる。

「うお、カツ丼どんだ！」

　半熟の卵に包まれたトンカツに、ちゃんとミツバまで乗せてあって、美お味いしそうだ。

「すご、作ったの？」

「うん、昨日の晩ご飯がトンカツだったから。ちょっと食べる？」

「……ありがとう、でも大丈夫、あんま食欲なくてさ」

　ハルトの様子を窺うかがい、察するサクラン。

「今日オンガクの授業だった？」

「……うん、高校にもなって何でオンガクの授業があるんだよ……もう何度も習ったし」




　ハルトは、クリームパンを一口齧かじり、飲み込んだ。

「……サクラン、『人食いオンガク』って知ってる？」

「何それ、怖い話？」

「オンガクの都市伝説だよ」

「いる訳ないよ。オンガクが人を食べるなんて、ありっこないし」

「本当にそう思ってる？」

「……誰かに何か言われたの？」

「……皆言ってんだよ。僕のオンガクがそうじゃないかって」

「なにそれ、ひどい」

「何言われても仕方ないよ。普通じゃないから、僕のオンガク」

「ハルトのオンガクはそんなのじゃないよ！　みんなに見せればいいじゃん」

「見せたらそれこそ噂うわさなんかじゃなくなるよ。ヘッドフォンしとかないと勝手に出てきて動き回るし……言う事聞かないし」

「でも、いつまでも隠してる訳にはいかないでしょ？」

「そうだけど……」

　煮え切らない感じで、もそもそとクリームパンを食べるハルト。

「もう……」

　サクランは小さな溜ため息を吐つき、その後、カツ丼を口に掻かき込こむように食べ始める。

「その食べ方やめた方が良いって……」

「私は！　お弁当が丼どんぶりの時はこうやって食べるのが一番美味しいと思ってるの！　だからいいの！」

「何で怒ってるの？」

「怒ってません！」

　ふん！　とハルトに背を向けて、再び弁当を掻かき込こむサクラン。しかし喉のどに詰まり、必死に飲み物を求める。ほらーと言いながら、慌ててハルトはサクランの水筒を手に取り渡した。




　食事が終わった後、屋上の床に寝転がり、二人で空を見上げていた。

　雲がゆっくりと動いている。

「……ねぇ、久しぶりに見せてよオンガク」

「え……いやだよ」

「なんで？」

「……なんででも」

「最近見せてくれないじゃん」

「やだってば……ヤダ」

「ケチ」

「しつこい」

　隙すきをみて、ハルトのヘッドフォンを無む理り矢や理り奪って、その場から逃げるサクラン。

「あー！　返せ！」

　右手で右耳を塞ふさぎながら、立ち上がってサクランを追いかけるハルト。

「やーだっ！　見せてくれないと返さないっ」

　給水タンクの周りをぐるぐる追いかけっこするサクランとハルト。

　追いつこうにも追いつけず堂どう々どう巡めぐりになり、ハルトは根負けした。

「もう！　……分かったよ！　ちょっとだけだぞ？」

「ん」

「笑うなよ……？」

「ん」

　渋しぶ々しぶ手を離し、耳に入った水を落とすように、右耳を地面に向けて、左の側頭部を手で叩たたくハルト。

　すると。




　──ズルリ。




　一つ目の、真っ白い粘土のような柔らかい物体……ハルトのオンガクが、右耳の奥から、粘ねばり気けのある雫しずくが垂れるように落ち、地面でバウンドする。バスケットボール大に膨れ上がったそれは、四角い体をした一つ目のダンゴムシのような形状へと変化した。

「わぁ……」

　モゾモゾと動いているオンガクを、キラキラとした目で見ているサクラン。

　ハルトのオンガクは、体から出ている四本の脚あしでハルトの足下からズボンを登り、背中を通り右肩へと辿たどり着き、あくびをするように『口』を開いた。

　その口は、体の正面から側面に大きく裂さけ、口内に人のような歯が綺き麗れいに並んでいた。

　舌は無く、奥に喉のどのような穴がある。

　オンガクに近づくサクラン。

　オンガクをまじまじと、観察するような眼まな差ざしで見ている。

「前よりも大きくなったね、オンガクも成長するの？」

「よく分かんないけど……」

　ハルトのオンガクが生まれたのは中学の頃。

　その頃と比べると確かに、少し大きくなっているように思えた。

「私のこと、覚えてるかな？」

「生き物じゃないんだから、記憶とか無いだろ」

「ハルトのオンガクは生き物っぽいじゃん。触っていい？」

「……いいけど……」

　ハルトのオンガクへと右の手の平を差し出すサクラン。

「おいで、おいで」

　差し出されたその手を、じっと凝ぎよう視ししているハルトのオンガク。

　すると、ピョンッとサクランの手へと飛び乗った。

「あはは、ちゃんと覚えててくれてるんじゃない？」

「怖くないの？」

「大丈夫だよ」

　呆あきれたように笑うサクラン。

「だって、ハルトのオンガクじゃん」

　サクランは、とても楽しそうに、嬉うれしそうにハルトのオンガクと戯たわむれている。

「やっぱりさ！　ハルトのオンガクは凄すごいと思うんだ！」

「気持ち悪いだけだって」

「私はそう思わないってば」

　サクランは、オンガクを抱きかかえて、ハルトを見つめた。

「他ほかの人とは違うものを持ってるんだもん。それって、ハルトだけのものだし、真ま似ねできたりするものじゃないよ？」

「オンガク持ってるったって……何かできる訳でもないし」

「そんなの分かんないじゃん！　ハルトは、まだ知らないだけだって」

　オンガクをハルトに両手で手渡すサクラン。

　そして、それを両手で受け取るハルト。

「知らない……って、何を？」

「それは私にも分かりません」

「なんだよそれ」

　サクランはハルトのオンガクを指差して続けた。

「でも、オンガクはハルトのことを知りたがってるんじゃないかな？」

　一つ目で、オンガクはハルトのことを見つめていた。

「は？」

　オンガクの大きな目の中にハルトが映る。

「オンガクは、ハルトを待ってるよ？　きっと」

「やめろよ。そういう、なんかドラマチックな感じ出すの」

　首根っこを掴つかむようにオンガクを持ち、耳の奥に押し込んでヘッドフォンを着ける。

　サクランはボソリとつぶやく。

「ハルトはさぁ……」

「え？」

「……ううん。やっぱなんでもない！　……っと、次、体育だから先に教室戻るね」

「あ、うん」

　手を振りながら屋上を出て行くサクラン。




「あ」




　ドアが閉まる音とほぼ同時に、

　微かすかな、耳鳴り。

　ふと、視線を感じ、振り返り向かいの校舎の屋上を見るハルト。

　そこには、黒い靄もやのような塊かたまりが揺らいでいた。

「……？」

　ハルトは瞬まばたきをして再び屋上を見る。

　しかし異常な物は何も無く、校舎越しに見える山の景色と、真っ青な空が広がっているだけだった。

　気が付けば、耳鳴りも止やんでいた。




　そんな気がした。





　　　＊






　二十三時四十分。

　ハルトの部屋の床には、漫画と教科書がごっちゃになって散乱している。

　壁には、有名なオンガクのポスターがいくつも貼はられ、本棚には、オンガクのフィギュアと、数種類のオンガク雑誌が並んでいる。

　ベッドに俯うつぶせに倒れ込むハルト。

　ヘッドフォンを外し、右耳からオンガクを引っ張り出す。

　ハルトの右手に捕とらわれ、ワシワシと四本の脚あしを動かし、もがいているオンガク。

　起き上がり、ベッドの上にあぐらをかくハルト。

　両手でオンガクを持つと、何かを訴えかけるようにこちらを見つめ返してくる。

　オンガクは目を見開いたままブルッと震えると、体から金属質のプラグが先端に付いた、へその緒のようなケーブル状の器官を出してきた。

　ハルトは金属質の部分を指で摘つまみ、怪け訝げんな顔をして見つめる。

「オンガクを……知るか」

　オンガクは、個人差はあれど、持ち主の意思である程度自由に動かすことができる。

　そして『ある方法』で、オンガクを『変形』させることも可能だということが分かっている。

『ミクスチュア』

　オンガク内部から突出してくる、通称『プラグ』と呼ばれるその器官を持ち主の耳に突き刺すことで、オンガクを変形させ操作することが可能になる。

　しかし、オンガクとの人体接続にはどんな影響があるのか不明であり、また人体損そん傷しようや癒ゆ着ちやくといった事故も報告されている。

　禁止はされていないものの、非常にリスキーなため、一般的には誰もミクスチュアを行おうとはしない。

　その危険性をもろともせずオンガクを突き刺し、ミクスチュアを可能にした人のことを、俗に『アーチスト』と呼ぶ。

　自在にオンガクを操ることのできる『アーチスト』という存在は、オンガクを持つティーンエイジにとって憧あこがれ。それはハルトにとっても同義で、夢であり、羨せん望ぼうであり、自分には到とう底てい超えられない境界線、その先の存在だった。




　ハルトは、ゴクリと唾つばを飲み込み、プラグを握にぎった右手を、右耳へと運ぶ。

　鼻息を荒くして、落ち着かせようとするハルト。

「僕のオンガクだって……」

　オンガクが体を反らし、見開き、血走った目でハルトを睨にらみつける。

　オンガクの目に映る、自分の姿。

「くそっ……！」

　ハルトは、オンガクから目を逸そらし、ベッドにプラグを投げ捨てた。

　プラグに引っ張られ、ペチャッと音を立てて転がったオンガクは、シュルシュルと体内にケーブル状の器官を巻き取っていった。

　ハルトはその様子を見終わると、オンガクを掴つかみ取り、無む理り矢や理りに右耳へと押し込む。

　そして、すぐにヘッドフォンをしてベッドに顔を埋うずめた。





　　　＊






　三時五十三分。

　真夜中、暗雲。

　暗くら闇やみを、貨物列車のライトが切り裂さいていく。

　静まり返った空気を揺らす、車輪の軋あつ轢れき。

　その金属音に紛れ込む、悲鳴に似た鳴き声。

　一瞬、ライトに照らされた、不定形の、何か。

　その不定形は、息を荒らげながら暗闇の中、線路を疾走している。

　対向列車が迫り、不定形は飛び上がりそれを避よけた。

　再び地面へと着地し、疾走する不定形。

　その進行方向、人影がトンネルの前に佇たたずんでいた。

　いや、待ち構えていた。

　人影を前にして、急停止した不定形。

　暗雲が裂け、人影と不定形の輪りん郭かくが暗闇に浮かび上がった。

　セーラー服、そしてスカート。短い髪。

　──おそらく、少女。

　少女の前で止まった不定形の姿は、黒い靄もやで包まれた四本足の、何かだった。

　少女は、右腕に光るブレスレットから、ケーブル状のものを引き出し、自分の耳の方へと運んだ。

　不定形は体を震わせ始め、再び疾走。少女へと突進して行った。

　少女はその突進に動じず、右耳へとケーブルを近づける。

　縮まっていく不定形と少女の距離。

　少女は、そのケーブルの先端を自分の右耳へと突き刺した。

　それと同時に、不定形は飛びかかり、

「ねぇえええぇええぇええぇえええぇえええええぇええぇええ！！！！！！！」

　奇声をあげながら、少女へ緑色に光る爪つめを振り下ろした──。





　　　＊






「──！」

　何かが聞こえた気がして、ハルトは目を覚ました。

　部屋の壁に掛けられたアナログ時計は、午前四時を指している。

　ハルトが目を覚ますと同時に、いつのまにか耳から出て机に寝転がっていたオンガクも目を開き、ハルトとオンガクは視線を交わした。




　変な時間に目が覚めてしまったので喉のどの渇きが気になり、オンガクを肩に乗せて家の近くの自販機へとハルトはやってきた。

　ガコンッ。

　自販機から落ちる缶コーラの音が、路地に響く。

　途切れかけの街灯、それに群がる走光性の羽虫たち。

　暗くら闇やみが住宅街の路地の輪りん郭かくを溶かし、覆おおい被かぶさっている。

　ハルトはコーラを一口飲み、渇いた喉に流し込んだあと、ブロック塀に腰掛け、コーラを横に置いて座った。

　その一連の流れを、ハルトの肩に乗ったオンガクが凝ぎよう視ししていた。

　オンガクに話し掛けるハルト。

「飲みたいの？」

　ハルトを見るが、オンガクは答えない。

「……何か言いたくて『口』があるんじゃないの？」

　オンガクは瞬まばたきもせず、ハルトの目を凝視している。

　コーラを飲もうとハルトは手を伸ばしたが、指先が当たり、コーラの缶は地面へと落ちていった。

　──その時。




「あ……」




　グッと、どこかに引っ張られるような、体の中身を持っていかれるような。

　耳鳴り。

　でも何か、違う。

　甲高いような、低周波のような粘ねばり気けのあるビープ音は、頭の中で次第にボリュームを増していく。鼓こ膜まくを不鮮明な違和感がすり抜け、得体の知れない感覚が三半規管に充じゆう満まんしていく。

　おそろしく、時間の流れが遅く感じた。

　コーラの缶は中身の黒い液体を垂れ流しながら、今もゆっくりと地面へと降下している。




『声』が聞こえた。




　同時に、何かの視線を感じるハルト。

　コーラの缶が、地面に落ちる寸前の、光景。

　ハルトは視線の方へと、顔を上げる。

　途切れかけの街灯のその向こう、足下だけ照らされている『何か』が赤く光る一つの目でこちらを見ていた。

　目が合った、気がした。

　何かが居た、気がした。

　でも、気がした、だけだった。




　カンッ……！




　地面と衝しよう突とつした缶の音が路地の静せい寂じやくを打ち消す。

　そのまま、歩道の端へと転がっていくコーラの缶。

　やっぱりそこには何も居なくて、途切れかけの街灯が不規則に明滅を繰り返し、微かすかにカチカチと、奥歯を鳴らすような音を立てているだけだった。

　耳鳴りも、止やんでいた。

「……あ、コーラ」

　ハルトは、なんとなくの気味悪さよりも、飲みかけだったコーラが消失したことへの苛いら立だちを感じていた。

「あーあ……」

　ハルトはコーラの缶を拾い、自販機の横のゴミ箱へと投げ捨てた。





　　　＊






　翌日。昼休み。

　学校の屋上の青い床にハルトは寝転がっていた。

「……」

「わっ!!!」

「ぅわっ！　……びっくりしたぁ……」

　ウトウトとしていると、サクランがいきなり大声を出して、仰あお向むけになっているハルトの顔を覗のぞき込んできた。

「あはは、びっくりさせたんだからびっくりしてもらわないと！　よい……せっ、っと！」

「痛っ!?」

「あいたっ……ごめーん」

　サクランはハルトの隣に寝転がる。その勢いでハルトの頭にサクランの頭がぶつかった。

「寝転がるっていいよね」

「制服汚れるけどね」

「そんなの気にしてたら、子供心を失ってしまうよ。今度、夜にココへ来て星を見よう」

「そーだね」

「何？　その言い方！　つまんないなぁ」

「どーせ、オンガクもろくに扱えないつまらない高校生男子だよ、僕は」

　その言葉を聞くと、サクランはスッと起き上がって言った。

「……ほんとつまんない」

「え？」

「今のハルト、オンガク関係無しにつまんないよ！」

「またお説教？　勘弁してよ……」

　むくりと起き上がり、サクランに背中を向けるハルト。

「僕には、オンガクを持つ資格なんてないんだよ。きっと神様が間違えて僕にオンガクをくれたんだよ」

「オンガクを持つのに資格なんていらないじゃん」

「でも……」

　小さく丸まるハルトの体。

　サクランはすくっと立ち上がり、スカートの裾すそをパンパンと叩たたくと、ハルトに向いて仁王立ちをした。

「……よし、行こう！」

「は？　行くってどこに？」

　ハルトは怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「子供心を無くし、つまらない人間になりそうなときに行くべき場所へ」

「……よく言えるな、そーいうドラマチックなこと……」

「さっきハルトが言った『神様の間違い』だって相当ドラマチックだと思うけど？」

　悪戯いたずらっぽくサクランは笑う。

「……」

　それに対して、ハルトは何も言い返す事ができず、少し赤面した顔を俯うつむけるのだった。





　　　＊






　人間ほどの大きさのスピーカーが、葡ぶ萄どうのように幾つも並んだ、巨大な放送塔。

　その天辺てつぺん。左腕に包帯を巻いたセーラー服の少女が、ガーゴイルの彫刻のように佇たたずみ町を見下ろしていた。その包帯には、少し血が滲にじんでいる。

　右腕の、青白いブレスレットから伸びたケーブルが、少女の耳の奥へと繋つながっていた。

　少女の脳内へと通信。

　頭の中に、子供のような声が響く。

『反応しました！　そこから北西の山やま間あいへ二十キロ地点』

「了解」

『その方向に向かえば、詳細に位置を特定できると思います、だけど……』

「けど？」

『波長が、この前のやつと若干違うんです、別のタイプかもしれないです。あと、これから先は共鳴範囲外になるので……気をつけてください』

「……分かった」

　声との通信を終え、向かう方向を見み据すえた。

　少女は、放送塔の天辺から飛び降り、姿を消した。





　　　＊






　郊外にある山の中。鬱うつ蒼そうとした木々よりも高くそびえ立った巨大な放送塔が、何かの始まりを告げるかのように、けたたましい音で夕方五時の『通りゃんせ』を咆ほう哮こうしている。

　真っ赤な空の下、道路の隅や木々と草木の隙すき間まにこびり付いている紫色の夕影。

　錆さび付いた緑色のフェンスに囲まれた、巨大な団地の廃はい墟きよ群の入り口。その前にサクランとハルトは自転車を停とめ、遠くに見える団地を眺ながめていた。

「こんな所あったんだ……」

「さぁ、冒険の始まりだよ！」

　目の前のフェンスに飛びつき登り始めるサクラン。パンツが見えそう。

　ハルトは顔を赤らめて視線を逸そらすと、少し遅れてフェンスを登り始めた。

　高さ的に十階はあるだろう塗装の剥はがれた団地の死し骸がいが、十数棟の列を成し同じ方向を向いて沈黙していた。

　フェンスを乗り越えた二人は、砕くだけたコンクリートの道を歩き、一番近い団地の入り口へと向かった。

　静せい寂じやくの中に、二人の足音だけが聞こえている。

「何の団地だったんだろうね」

「工場の寮の跡地みたいだけど……」




　薄暗い、一階の廊下。

　扉のない鉄骨剥むき出しの何もない部屋が、真っすぐにずっと続いている。

　廊下は、向かいの団地の合間から所々差し込む夕日に照らされ、埃ほこりがキラキラと舞い輝いていた。

　紫と黄金のハイライト。二色の光が織りなすコントラストの道を進むサクランとハルト。部分的に差し込む夕日が、陰の中を歩いている二人の髪の輪りん郭かくを、時折、眩まぶしく浮かび上がらせた。

「……サクラン。呪のろわれても知らないよ？」

「残念！　私全っ然、霊感ないもん。でも夕方だと、流石さすがに迫力あるね」

「前にも来たことあんの？」

「あるよ？」

「……お前、変わってないな。羨うらやましいよ」

「小学校の頃は、ハルトの方が私を連れ回してたのにさ。よく冒険とか言って色んなところを探検してたじゃん」

「……なんで今でもこんなことしてんの？」

「なんかさ、ワクワクしない？　知らない場所って」

「知らない場所なら他ほかにもあるのに。一人旅とかしないの？」

「旅行とか観光じゃダメなんだよ、私は冒険がしたいの」

「何が違うの？」

「そうだなぁ……うーん、なんだろうね？」

「分かんないのかよ」

「なんで好きなのかって、好きなことに対して考える？　考えるだけ意味ないし、考える必要がないから、好きなことなんじゃないの？」

「……そういうもの、か」

「ふふ、なんちゃってね、なんで好きなのかは、自分でなんとなく分かってるつもり」

「サクランの廃はい墟きよ論？」

「あはは、なにそれ？　そんな力説するほどのものじゃないよ。それに、たぶん、廃はい墟きよそのものが好きなんじゃないんだよ。怖いから夜とか来たくないし。廃墟好き、っていうのからは少しズレてるのかも……。あ、階段だっ！　屋上目指そうよ！」

　空白の部屋と部屋の間に細い通路があり、その先に階段があった。

　二人はその細い通路を通り、上を目指し階段を上り始めた。

「なんかさぁ、廃墟って、神隠しとかに遭いそうじゃない？」

「なんだよ、やっぱり心霊目当てじゃん」

「それとは違うんだってば！　……神隠しっていうよりも、踏み込んじゃうっていうか。廃墟っていうこの区切られた空間がもう、別の世界みたいだなぁって。何か、起こりそうだなって。だから、好きなんだと思う。見慣れない、非日常の景色の中で、何か新しいことを見つけられるんじゃないかって。今までと違うことが起きるんじゃないかって、そういう期待をしてるんだと思う」

　サクランの歩みが止まる。

「──きっと、主人公になりたいのかも」

「……主人公？」

　ほんのちょっとの沈黙のあと、サクランは再び階段を上り始めた。

「私は普通だから。オンガク持ってないし、特技がある訳じゃないし。誰かに、何か伝えられるような、そういうこと、ないから」

　階段を上り詰めた二人の前に、赤く錆さびた金属の扉が現れた。

　そんなことはないだろ、と声を掛けようとしたが、サクランが扉の取手に手を掛け響いた金属音で、その言葉を飲み込んでしまった。

「あ、開きそう……だけど、ちょっと重い。ハルトも手伝って」

「うん」

　ハルトはサクランの隣に来て、一緒に扉を押す。

　二人で力を込めて押すと、金属が擦こすれる音と共に、扉が少しずつ開き隙すき間まから光が差し込んできた。

「もうちょっと……！」

　ギギギという音と共に扉が開き、眩まぶしい夕日が、扉を開いた二人を出迎えた。




　学校の屋上よりも遥はるかに広い、草と苔こけが生えひび割れたコンクリートの床。

　扉を抜け、屋上の中央へと歩いていく二人。

　先ほど開いた扉の部屋の上には、球状の給水タンクが設置してある。

　群ぐん青じよう色の空の地平線に沈んでいく夕日を二人は眺ながめた。

「ダンジョン攻略だね！」

「ラスボスもモンスターもいなかったじゃん、これじゃ冒険じゃないよ」

「敵を倒すことは、勇者にとってのイニシエーションであって、足りない経験値を積ませるイベントでしかないんだよ」

「つまり？」

「ハルトには、必要ないってこと」

「なんで？」

「それは、勇者が自分で気づかないといけないんだよ。だから、賢者としての私の役割はここまで。さぁ帰ろっ、真っ暗くら闇やみを帰りたくないし」

「は？　どゆこと？」

　夕日を背にして、サクランは階段の入り口へと歩き出した。

「行きはよいよい、帰りはこーわいっ、こわいながらも……あれ？」

　急にサクランは、前方を向いたまま立ち止まった。

「どうした？　とーりゃんせ、とーりゃんせ、でしょ？」

　返事がない。

「サクラン……？」

　サクランは、ゆっくりと腕を上げ、階段の入り口の上を指差した。

「そこに」

「え？」

「──なんかいるよ？」

　ハルトは、サクランの視線の先、階段の入り口の上にある給水タンクを見上げた。




『それ』を、見てはいけなかった。




　でも、見てしまった。

　サクランは、給水タンクを見上げたままハルトに聞いた。

「あれ、なに……？」

　ゆらゆらと炎のように揺れる黒い靄もやが、給水タンクの側面に立ち昇っているように見えた。

　よく見るとそれは、立ち昇っているのではなく、窓に張り付いたヤモリのように、そこに『居た』。

　それは、三本の緑色の爪つめが生えた腕と足、長い尻尾しつぽを生やした、大きめの車くらいはある黒い不定形のトカゲのような塊かたまりだった。

「なんだあれ……!?」

　そして、頭のような部分の中央に、一つの『目』が見開かれたあと。




　──音が消えた。




　ハルトは、無音に包まれた。

　サクランは頭を締め付けるように必死に両腕で耳を塞ふさいでいる。

　これは、無音なんかじゃない。

　耳鳴り……？

　そう理解すると同時に、サクランはその場に倒れ込んだ。

「サ……！　サクラン!!!」

　耳鳴りはさらに強さを増す。

　頭の髄まで掻かき回し、次第に身動きができなくなっていく。

「くっ……ああああああああっ……!!!」

　ハルトが耐えられず膝ひざをついたその時、ヘッドフォンを吹き飛ばし、ハルトの右耳からオンガクが飛び出した。

　ハルトのオンガクは飛び跳ねながら給水タンクの不定形に向かって飛びかかり、不定形の目に噛かみついた。

　不定形は、どこからか音を発した。

「ねぇええええぇぇえええええええええ！！！！！！！！」

　同時に、耳鳴りは止まり、不定形は頭部に食らいついたオンガクを振り払おうと暴れ出した。

「くそっ……！　なんだあれ!?」

　給水タンクから落ち、屋上の床のコンクリートを砕くだきながらハルトとの方へと転がってくる不定形。

「え!?　ちょっ、ちょっと待って……！」

　サクランを両腕で抱かかえ、慌ててその場から離れる。

　直後、さっきまでいた場所を不定形が砕き、転がりながら通り過ぎて行った。

「あぶねっ……！　サクラン！　起きてっ!!!」

　少し離れたところにある室外機の陰へとサクランを引きずって行き、ハルトは肩を揺すって名前を呼ぶ。

「サクラン！　おいっ！　サクラン！」

　首に手の平を添え、頸けい動どう脈みやくで脈を調べるハルト。

「気絶してるだけだよな……！」

　室外機の後ろから顔を出し、ハルトは不定形の様子を窺うかがう。

　ハルトのオンガクは目に食らいついたままで、不定形は打ち上げられた魚のようにオンガクを剥はがそうと暴れ回っている。

　四よつん這ばいになり、頭を地面へと叩たたき付けながらめちゃくちゃに振り回す不定形。

　ハルトのオンガクは頭部から振り払われ、屋上の外側へと飛んでいく。

「あっ……！」

　ハルトは室外機の陰から飛び出し、オンガクが飛ばされた方向へと全力で走りだした。

　放物線を描き、オンガクは屋上の縁ふちにある錆さびた金かな網あみの向こう側へと落ちていく。

　金網に飛びつき必死によじ登るハルト。

「間にッ合え……！」

　その最上部で、落下していくオンガクに手を伸ばし、ギリギリで掴つかみ取った。

「……っぶねぇ……！　って。あ……」

　オンガクを振り払った不定形が、一つ目をハルトの方へと向けていた。




　やばい。

　でも、僕がどうにかしないと、このままじゃサクランも危ない……。

　サクランから注意を逸そらさないと……！




　意を決して金網の上から屋上に飛び降り、大声で叫んだ。

「こ、こっちだ化け物!!!　こっち来いこのやろう！！！！」

　直後、ハルトに向かって不定形は奇声を上げながら、もの凄すごい勢いで突進してきた。

「ねえええぇええぇえぇぇええぇぇぇぇぇえぇええ！！！！！！」

「うわぁっあ！　き、来たっ！！！！！！！」

　ハルトは階段の入り口へとオンガクを抱かかえたまま走り出し、階段を下り始めた。

　不定形は壁ごとドアを吹き飛ばし、階段の細い通路に無む理り矢や理り体をねじ込みハルトを追いかけ始める。

　階段を飛ぶように階下へと下りていくハルト。

　すぐ背後に階段を下りてくる音が迫っている。




　止まったら追いつかれる……！

　もっと走らないと……！

　でも、どこに向かえばいい？

　どこまで逃げればいい？

　……っていうか逃げ切れるの!?




　ハルトは息を切らしながら、脇に抱えたオンガクに話し掛ける。

「どうしたらいい!?　なぁ！　おいっ！　どうしたらいいんだよ!?」

　オンガクは何も答えない。

「うあッ……！」

　足がもつれ、ハルトは階段を踏み外し転倒する。

　ハルトの体は放ほうり出され、地面と激突した。

「痛ッ！！！！！！！」

　全身に激痛が走り、エレベーターホールがある階で踞うずくまるハルト。

　すぐに不定形はハルトに追いつき、踏み外した段差の上から一つ目を覗のぞかせ、ハルトを捕らえようと片腕を伸ばす。

「くそッ……！」

　不定形の腕の先から突き出た三本の緑色の爪つめが、床のコンクリートを削りながらハルトへと近づく。

　立ち上がることができず、不定形から離れようとハルトはズルズルと後ろへと下がっていく。

　しかし突然、ハルトの体がガクンと地面へと沈み込んだ。

「なん……!?」

　ハルトの背後には、地面が無くなっていた。

「うっああぁあああああぁああああああ！！！！！」

　そこにあったのは、半開きになったエレベーターのドアの下に続く、巨大な縦穴。

　底の見えない闇やみへと落下していくハルト。

　その時、さらに下の階のエレベーターのドアが左右にこじ開けられ、ドアの向こうから、白く光る巨大な『何か』が出現した。

　それは、落下するハルトの体を白い五本の突起で掴つかみ取った。

「──え!?」

　そのままハルトの体をその突起で包み込む白い『何か』。

　包まれた空間の中でハルトが見たものは。

「うわぁああ!!!」




　巨大な『目』。




　真っ白の壁に埋うめ込まれたような一つの目玉が、ハルトを見ていた。

「な、ななななんなんだよこれ!!!」

　ハルトを掴んだ白い『何か』は、縦穴の外の空間へと引き込み、ハルトを解放し床の上に下ろした。

　慌てて後ずさるハルト。

　一つ目の白い『何か』は、ハルトを見つめ、宙に浮いたまま動かない。

　ハルトは呼吸を落ち着かせながら、真っ暗くら闇やみの中で浮かび上がる、その全容を目の当たりにした。

「これ……『手』……!?」

　一つ目が中央にある平たい面から突き出た、五本の指のような突起。

　手首の部分から先は甲かつ冑ちゆうのような形状をした物体が、蛍のように淡あわく光りながら暗闇の中に浮遊していた。

　呆ぼう然ぜんと、その巨大な手をハルトは見つめていた。

　しかし、それも束つかの間ま。

　エレベーターの縦穴を伝い、不定形がハルトの背後に姿を現し、ハルトを見み据すえた。

「ねぇええ……」

「あ……く、くそ……！」

　逃げようとしても、激痛で体が動かない。

「ねぇええぇええぇぇええええぇぇえええぇえええ！！！！！」

　不定形の腕が迫り、ハルトはオンガクを抱きかかえたまま思わず目を瞑つぶった。

「うわぁあああ……！」




　ゴォンンンンンンンン！！！！




　鈍にぶく、重い音が、空間に響いた。

　残響が静まったあと、ハルトが目にした光景は──。

「え……？」

　不定形の伸ばされた右手が、しゃがみ込んだハルトの真上で止まっていた。

　暗闇の中で対たい峙じしている巨大な白い手の一つ目と、黒く揺らぐ体に見開かれた一つ目。

　白い手はまたすぐに間合いを取ると、握にぎり拳こぶしを作り不定形の頭部を殴りつけた。

　不定形の頭部が床にめり込みコンクリートを粉砕する。

「うわぁっ!?」

　火花が不定形の頭部と握り拳の接触部分から円形に飛び散り、重たい金属がぶつかったような衝撃音がこだまする。

　不定形は、腕を槍やりのように伸ばし白い手に向けて放った。

　不定形の腕を、甲で弾はじき飛ばす白い手。

　火花を散らして弾かれた不定形の腕は壁を突き破り、暗闇の空間に光線状の夕日が差し込む。

「な、なんなんだよこれ!?　!?」

　光が部屋の中の鉄骨の柱を浮かび上がらせ、ハルトはその鉄骨の方に這はって移動する。

　白い手が瞬時に不定形の背面に移動したあと、床にめり込んだ不定形の頭部が空中に持ち上がった。

　見開かれた不定形の瞼まぶたの中へと、白い手は五本の指を突っ込み、目玉を掴つかむ。

　零ゼロ距離で見つめ合う、二つの一つ目。

　白い手が、不定形の目玉を黒い巨きよ躯くから掴み出していくと、ペンキのような蛍光イエローの血ち飛沫しぶきが瞼の隙すき間まから噴き出した。

「ねぇえええええぇええええぇぇえぇぇええええ！！！！！」

　奇声を発しながら暴れ回る不定形。

　白い手は、目玉と繋つながった視神経のような組織をブチブチと引き千ち切ぎりながら、目玉を完全に引きずり出したあと。




　──握にぎり潰つぶした。




「えええええ!!!　……えええぇぇえぇぇ……！！！！！！」

　発光する大量の蛍光イエローが、五本の指の間から飛散した。

「え……ぇぇ……え……ぁ」

　目玉を潰された不定形は断末魔のような声を発した後、ビクつきながら動かなくなった。

　ハルトは鉄柱の陰に隠れ、オンガクを抱きかかえてしゃがみ込んだまま、その一部始終を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　不定形によって壊された壁がさらに崩れ、白い手を逆光に光が差し、暗くら闇やみだった部屋の中を浮かび上がらせていく。

　二階分の高さの天井と、それを支える鉄骨の柱がいくつも並んだ、コンクリートが剥むき出しになった広い空間。

　ハルトの目に映り込んだのは、部屋の構造と、眩まぶしい夕日。

　そして。




　セーラー服を着た、少女の姿だった。




「──キミさ」




　静せい寂じやくを打ち破る、透き通るような声。

　少女は、先ほどまで黒く揺らいでいた不定形の背面に佇たたずんでいる。

　それを見てハルトは理解した。

　白い手が戦っていたのではなく、目の前にいる少女が、あの不定形と戦っていたのだと。




「……は」

　息の吸い方を忘れる程、その少女に見とれていた。

「──それって、オンガク？」

「……え？」

　ハルトのオンガクを、巨大な手で指差す少女。

「その抱っこしてるやつ。オンガクだよね？」

「え？　あ、あ、うん……！」

　少女はハルトの方へと歩み寄ってきた。

　同い年くらいだろうか、凛りんとした顔立ちの少女は、目の前に来てしゃがみ込む。




「かわいいね、この子」




　そう言いながら少女は微笑ほほえみ、ハルトのオンガクを撫なでる。

「へ……？」

　胸がさらに強く高鳴ったのを、ハルトは感じた。

　少女は立ち上がり、細い左手をハルトに差し伸べた。

「立てる？」

「あ……ああ、ありがとう。痛っ……！」

　ハルトは少女の左手を掴つかみ、鉄骨にもたれ掛かりながら、どうにか立ち上がる。

「大丈夫？」

「痛いけど、なんとか……。あの……！　ありがとう……、助けてくれて」

「お礼なんていいよ。でも、助けられてよかった」

「あの……！　さ、さっきの……あの怪物は……なんなんですか……？」

「……あれは、最近噂うわさになってる『人食いオンガク』ってやつ。オンガクを持ってる人を襲うの」

「『人食いオンガク』って……それは……都市伝説でしょ？」

「伝説だって、元は事実だったりするからね」

「そんな……こいつら……もしかしてまだいるの？」

「いるよ、オンガクと同じで世界中に。だから私たちがいる」

「私……たち？」

「うん。私は『対悪性オンガク対策組織ピークメーター』所属、鉄てつ風かぜナツキ。キミは？」

「僕は……衝しよう動どうハルト」

「衝動くん。こいつらと『目が合った』心当たりとかない？　あと、ちょっと事務的なことを聞きたいんだけど……どうしてここに？」

「……え、えっと……探検に……って、あっ!!!」

「どうしたの？」

「あの！　もう一人！　屋上に一緒に来た子が……！」

　そこまで言って、ハルトは動かなくなったはずの不定形の異様に気づいた。

「あ、あれ……！」

　ナツキの背後で、体をボコボコと膨らませている不定形。

「う、動いてるっ!?　!?」

　ナツキが振り返ると同時に、体から新しい目を見開き、不定形は二人を捉とらえた。

　ナツキはすぐにオンガクの腕を構え、戦闘態勢をとった。

「まさか……！　『目』は……潰つぶしたのに……!!!」

　不定形の背面から、先端に金属質のプラグが付いた黒い触手が無数に飛び出す。

　それはナツキのオンガクの右腕を突き刺し絡みつくと、部屋の奥の鉄骨にナツキの体ごと叩たたき付けた。

「くあっ……！」

「鉄てつ風かぜさんっ！」

「だ、めっ……！　逃げて!!!」

　人食いオンガクの目が、ギョロリと見下すように、ハルトを見み据すえた。

　その視線と目が合った瞬間。

「痛っ!?」

　ハルトの視界に、真っすぐ飛び込んできた黒い線。

　人食いオンガクの背中から一本の黒い線が、ハルトの方に真っすぐ伸びている。

　黒い線の先端を目で辿たどるハルト。

「……あ」

　その黒い線、一本の触手は、ハルトの横腹を貫つらぬいていた。

　左手で触って確認すると、自分の横腹に、半径十センチ程の半円の空白があることが分かった。

　脳が理解した直後、破損した内臓の破片が真っ赤な血液と共にボトボトと垂れ落ちた。

「！！！！！！！！！！！！」

「!?　衝動くんっ！」

　声も出せずその場に崩れ落ち、血ち溜だまりの中へと倒れ込む。

　その血溜まりの中、ハルトのオンガクが起き上がり、人食いオンガクに飛びかかった。

　しかし、人食いオンガクの目に噛かみ付く瞬間、尻尾しつぽで叩たたかれ、部屋の隅へと飛ばされ動かなくなる。

　吹き飛ばしたハルトのオンガクを無視し、右腕を触手で貫つらぬかれ、鉄骨にぶら下がっているナツキへと近づく人食いオンガク。

　ナツキの体を掴つかみ、オンガクの右腕を無む理り矢や理り引っ張り始める。

「あああああああああ！！！！！！！」




　飛ばされたオンガクに焦点を合わせようとするハルト。

　あれ？　何であんな遠くに転がってるんだ？

　ハルトの思いに反応するように、グググッと起き上がりハルトを見るオンガク。

　なんだよ……見んなよ……お前の目に映ると、僕はどうしていいか分からなくなんだよ……心が苦しくなるんだよ。

　──お前は何を思って僕を見るんだ。




　ナツキの絶叫が聞こえる。

　鉄てつ風かぜ、さん……？

　ハルトの手が少し動く。

　オンガクの目がピンクと黄緑色に交互に回り始める。ハルトを吸い込むように。

　オンガクへと手を伸ばすハルト。

　お前……何が言いたいんだ？　何を、呼んで欲しいんだ？

　ハルトの手が地面を引っ掻かく。

「くっ……!!」

　人食いオンガクは黒く揺らぐ体の中心から、巨大な『口』を出現させた。

　そして、その口を大きく開き、捕らえたナツキに食らいつこうとした、寸前。

　──その動きが、止まった。

　ナツキもすぐ、その異変に気づいた。

「な、に……？」

　人食いオンガクは目玉だけを背面へと移動させた。

「この『オン圧あつ』……まさか」

　そこには、オンガクを左手に掴み、立ち上がったハルトの後ろ姿があった。

「……知らなかった……。オンガクに、名前なんてあるんだ。それが、おまえの名前なんだな……」

　左手に乗せた自分のオンガクに話し掛けるハルト。

　ハルトのオンガクが淡あわく発光を始め、ハルトを中心に虹色の波は紋もんが広がった。

　触手に貫つらぬかれた横腹が、急速に再生し傷が完全に塞ふさがっていく。

　人食いオンガクの方へ振り返るハルト。

　ハルトの鼻からは、蛍光イエローの鼻血が一筋垂れ──




　右耳には、オンガクから伸びたケーブルとプラグが突き刺さっていた。




　ハルトは、蛍光イエローの鼻血を右手で拭ぬぐい、人食いオンガクを鋭く見み据すえた。

「叫んでやる……！」

　胸が高鳴っていた。

　オンガクが脈動していた。

　本能が、全細胞が、どうすればいいのか分かっていた。

　オンガクを乗せた左手を前に出し、ハルトは、その名前を呼んだ。




「『バレットリグレット』!!!」




　その言葉に呼応して、バレットリグレットはハルトの左手から浮かび上がり、一瞬で膜のように広がったあと、ハルトの顔面から後頭部に向かって覆おおい被かぶさった。

　ハルトの頭部は粘土のように変化したバレットリグレットに包まれ、ボコボコと捏こねられながら原型を変えていく。

　歪いびつに、異い形ぎように形作られ、それは四角形に近づき始めた。

　その無防備な状態を狙ねらって、人食いオンガクは触手を放った。

「衝しよう動どうくん!!!」

　寸前で、ハルトの頭部は一つ目を見開く。

　右手で触手を弾はじき、吹き飛んだ触手は天井へと突き刺さった。

　前方の中央に開いた一つ目、後方へと長く伸びた長方形の、白い頭部。

　バレットリグレットは、ハルトの頭と一体化していた。

　背中を丸め、前傾姿勢になるハルトの体が震え始める。

　そして、顔面の中央から、側面にかけて、ゆっくりと。

　封印を解くように。

　全すべてを断ち切るように。

『それ』は、出現した。

　蒸気機関の煙のような熱い吐息を吐き出し、猛獣の威い嚇かくの如ごとく唸うなり声ごえを上げながら。




　頭部を大きく裂さいた、それは。




『口』。




　その口が、大きく開き、そして。




　咆ほう哮こう。




「ギィイイィイイイイイイイイアアァアァアァアアァァアアアアァアアァァアアァアァアァアアァァアアアアァ！！！！！！！！！！！！！！！！」




　響き渡るハルトの絶叫。

　剥むき出しの歯。

　異い形ぎようと化したハルトは人食いオンガクに向かって走り始めた。

　人食いオンガクは触手を数本出現させて、向かって来るハルトへ向けて放つ。

　ハルトは全すべての触手をほんの少しの動きでいなし、一気に間合いを詰め、ナツキの方へと回り込む。

「……衝しよう動どうくん……！」

　ナツキを捕らえていた触手を噛かみ千ち切ぎると、すぐさま人食いオンガクに体当たりし、壁を破壊しながら人食いオンガクもろとも階下へと落下していった。

　触手から解放され、床へと着地し、よろめくナツキ。




「あれは……！」




　団地と団地の間の広場に落下していく、ハルトと人食いオンガク。

　地面と激突し、地じ響ひびきが鳴り、噴ふん煙えんがコンクリートの破片と共に舞い上がった。

　噴煙の中から黒い尻尾しつぽが現れ、横から叩たたき、人食いオンガクにしがみついていたハルトは噴煙の外へと吹き飛ばされた。

　地面をスライドしながら、体勢を立て直すハルト。

「アアアァアアァアウウウウゥ……!!!」

　噴煙の中から飛び出した人食いオンガクは、体の中から長方形状の黒い刃を出現させ、ハルトめがけて一直線に放った。

　それを避よけ空中に飛び上がるハルト。

　刃は追尾ミサイルのように飛び上がった方向へと向きを変え、ハルトを追う。

　空中での刃の弾幕を、身を翻ひるがえし避けながら、地面へと着地。

　すぐに横へと跳ね、刃の追撃を躱かわした。

　勢いを殺せず地面に突き刺さった刃が噴ふん煙えんを上げる。

　その噴煙の中から一直線にハルトに向かって飛び出した刃。

　すれすれで、いなし、両腕で刃を掴つかむハルト。

　軋きしむレールのような接触音と共にオレンジ色の火花が散る。

「アアアアアアアアアア！！！！」

　完全に刃の動きを止め、勢いをつけて刃を引っ張り、人食いオンガクの巨きよ躯くを空中へと放ほうり上げ、１８０度反対側の地面へと叩たたき付けた。

　衝撃で地面が潰つぶれ、そこにめり込む人食いオンガクの巨体。

　ハルトは黒い刃を両腕で粉砕し、間髪入れずに人食いオンガクへと走り出した。

　人食いオンガクは上体を起こし、触手を今度は槍やりのように変形し、ハルトに放つ。

　ハルトの顔面を触手がかすり、左ひだり頬ほおを抉えぐられる。

　ピンク色の肉質が露あらわになり、バレットリグレットの歯が剥むき出しになった。

　ハルトは構わず、さらに速度を上げ、空高く飛び上がり、急降下しながら人食いオンガクの目を殴りつけた。

　人食いオンガクの眼球の表面はひび割れ、蛍光イエローの体液が噴き出す。

　瞼まぶたを両手で左右に開き、一つ目を覗のぞき込むハルト。

　歯を食いしばったハルトの頭部がガクガクと震えだした。

　そして、ハルトの後頭部が突然引き裂さかれ、頭の中から金属質の塊かたまりが飛び出した。

　鈍にぶい金属の可動音と共に出現したそれは、リボルバー式回転銃の弾倉。

　開口するハルト。

　口はさらに裂け、蛍光イエローの体液が口内から飛び散る。

　喉のどの奥から、巨大な金属の筒が飛び出した。

　そこから現れたのは──




　Ｍ５００リボルバー。その銃身。

　鈍く、しかし鋭く輝く、存在の象徴。




　その銃口が、人食いオンガクの目に突き立てられた。

　銃口の奥が光り始め、重たい音を発し弾倉が回転する。




「これが、僕の『オンガク』だ!!!」




　火花を上げて撃鉄が跳ね上がる。




　──ズガアアアアアンンンンンッッッ！！！！！！！




　撃ち出されるプラグ型の弾丸。

　人食いオンガクの目にめり込み、貫かん通つう。

　一つ目が位置していたその一点に、人食いオンガクの体は渦うずを巻いて捩ねじれるように収束し、目映まばゆい閃せん光こうと共に、爆発。

　団地全体に轟とどろく地じ響ひびき、ハルトを中心に地面はクレーターのように沈み、そして。

　──不定形は掻かき消えた。




　爆煙と粉ふん塵じんが舞い、熱で空気が揺らぐクレーターの中心に、口から蒸気を吐き出しながらハルトは佇たたずんでいた。

　口から突き出ていた銃身はいつの間にか消えている。

　ハルトは、爆発に抉えぐられ赤熱しているクレーターの側面を登り、外へと歩きだした。

　ハルトと不定形の戦いの一部始終を見届けていたナツキが、ハルトの下へと駆け寄って来る。

　ナツキは、クレーターの中から姿を現したハルトを見つけ叫んだ。

「衝しよう動どうくん！」

　名前を呼ばれ、ゆっくりと振り返り、ハルトは一つ目でナツキを見た。

「て、鉄てつ風かぜ……さん」

　ナツキはハルトに近寄り、オンガクと一体化したハルトの顔を、両手で触ふれた。

「……アンプリファー……」

　そうナツキが呟つぶやいた直後、ハルトの頭部から、ズルリと軟体動物のようにオンガクが離れ地面に落ち、ハルトの頭部と顔は、元の状態へと戻った。

「アンプ……？　リ……」

　そう言いかけて、ハルトはナツキの胸の中に倒れ込み、意識を失った。

　ナツキは、ゆっくりとハルトを降ろし、地面に寝かせた。

　ハルトの横に転がり、ピクピクと四本足を震わせているバレットリグレットを見つめているナツキ。

　突然、遠くからナツキを呼ぶ男子の声が飛んできた。

「ナツキ!!!」

　ナツキの方へ、金髪の短い髪、黒ぶち眼鏡をした男子が走ってくる。

「デジタくん……」

「馬鹿野郎！」

「ごめん……」

　デジタと呼ばれた男子は、溜ため息を一つ吐ついた。

「ったく！　また一人で戦いやがって……。『ムオン』は？　殺やったのか？」

　ハルトに目を向けるナツキ。

「……この子が」

　デジタは地面に仰あお向むけに寝かされているハルトを見た。

「こいつが？　……まさかこいつ『オーバーチュア』したのか？」

「うん、それもかなり変わったオンガクを持ってる」

「……どうするんだ？」

　倒れているハルトの胸ポケットから、生徒手帳を取り出し、中を見るナツキ。

　ハルトの名前、高校名が書かれている。

「！」

　ハルトのポケットに手帳を戻し、立ち上がるナツキ。




「──大丈夫。たぶん、すぐにまた会えるから」



















「……ト…………ッ！」




　誰かが、叫んでいる。

　僕を、呼んでいる。

　知ってる声だ。




「ハルト……！　ねぇ！　……聞こえる!?」




　そうだ。

　サクランの声だ。

　真っ黒な世界が次第に明るくなり、ぼやけたサクランの顔が浮かび上がってきた。

　目を、ゆっくりと開くハルト。

「あれ？　サクラ……ン？」

「ハルト!!!」

　サクランは仰あお向むけに倒れたハルトの横に座って、ハルトの顔を覗のぞき込んでいた。

　ハルトは両手を地面について上体をガバッと起こした。

「サクラン！　大丈夫!?」

　サクランの両肩を掴つかみ、ハルトはサクランの目を見つめた。

「だ、大丈夫だよ……？」

「そ、そうか……よかったぁ……」

　でも、なんで心配したんだっけ？

「もう！　私こそ心配したよ！　屋上……入り口壊れてて、ハルトのヘッドフォンだけ残ってて……。ねぇ、何があったの？」

「何って……」

　あれ？　何だっけ。

　どうして、ここにいるんだっけ。




　陽ひが沈んで、辺りは真っ暗だ。森の中なのか？

　違う、ここは廃はい墟きよだ。

　サクランに誘われて、廃墟に探検に来て、団地に入って、それで。

　何かと、何かが。

　僕の頭が。

　そうだ、頭。

　オンガクを繋つないだんだ。

　生まれて、初めて。

「僕の……！」

　ハルトは、自分の顔を両手で触って確認した。

「どうしたのハルト……？」

「あの、僕のオンガクは……」

「大丈夫、ここにいるよ、ハルトの横にいたから」

　サクランが差し出した手の上には、いつもの形の、一つ目の四本足のオンガクがいた。




「あとこれ、ヘッドフォン……」

「あ、ありがとう……」

　ハルトはヘッドフォンとオンガクを受け取ると、ぼそりとつぶやいた。

「何か、うまく、思い出せない……」

「私も、団地に入ってからの記憶が曖あい昧まいで、気づいたら倒れてて……。やっぱり、爆発の所せ為いかな」

「え……爆発……って？」

「ほら、後ろ……」

　ハルトは振り返った。

　そこには、円形に大きく抉えぐれた地面。

　まだ熱を帯びているのか、所々から煙が上がっていた。

「古いガス管とかが爆発したのかも……。覚えてないけど、私たち、爆発で吹っ飛ばされたのかもね。あはは……」




　違う。

　何か、違う。

　爆発じゃない。

　何かと、怪物……？

　そうだ、怪物。

　僕は、あれと戦った。

　戦って、あれを、倒した……？

　倒したんだ。

　撃ち抜いたんだ。

　口から吐き出した、銃で。

　この爆発の痕あとを作ったのは、僕だ。

　助けるために。

　そうだ。

　女の子だった。

　僕のオンガクに触ふれてくれた。

　──鉄てつ風かぜ、ナツキさん、だ。




　ハルトは、辺りを見回した。

「どうしたの？」

「て、鉄風さんは!?」

「え……？」

「あの！　えーと女の子！　いなかった!?」

「い、いないよ……？　ハルト頭でも打った……？」

「頭……？」

　自分のオンガクを両手で掴つかみ、目を見つめるハルト。

「バレットリグレット……」

　オンガクもハルトを凝ぎよう視しする。

「大丈夫……？　ホントに怪け我がしてない？　制服ボロボロだし……って！　ちょっと！」

　サクランはハルトの下腹部を見て叫んだ。

「え!?　なに!?」

「お腹なか！　めっちゃ破れてるよ!?」

「あ！　ちょっ……！」

　思い出した。

　僕のお腹は怪物に抉えぐられて、中身が出ちゃったんだった。

「見ちゃだめだっ……！」

　ハルトの制服をめくり上げ、横腹を見るサクラン。

「……？」

　サクランの反応がない。相当、酷ひどいのだろうか？

　ハルトは、恐る恐るサクランに聞いた。

「ど、どうなってる……？」

「……どうもなってない。服が破れてるだけ……かすり傷もない」

「……え？」

　ハルトは自分の横腹を触ってみた。

　サクランの言ったとおり、横腹にはちゃんと、肉があった。

　触って確認しても、違和感や異常はない。痛みも、全くない。

「どうして……」

　その様子を、サクランは心配そうに見つめていた。

「どこか痛む？　制服ボロボロだからどこか怪け我がしてるかもしれないし、病院行ってちゃんと検査してもらおうよ!?」

「だ、大丈夫だよ、どこも、痛くない……。むしろ病院はまずいよ！　『廃はい墟きよに入って事故に遭いました』なんて言ったら、親と学校にも連絡されちゃうよ」

「……でも……！」

「本当に大丈夫だって！」

　何な故ぜだか分からないけど、全身の怪我は癒いえているのが分かった。

「それよりも……ここを早く離れよう。また……」

　あの怪物が。

「また？」

「いや、なんでもない。行こう」

　ハルトがバレットリグレットを手の平に乗せると、バレットリグレットは腕をよじ上り、巣に隠れるように右耳の奥へと入っていった。
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　二十二時二十二分。

　オレンジの街灯が、寂さびれた遊具を照らしている夜の公園。

　遠くで、サイレンの音が鳴っている。

　爆発の音か光かを見聞きした近隣の人が通報したのだろう、廃墟から戻る途中ですれ違った消防車とパトカーのサイレンだ。

　僕らはあの後、サイレンの音が近づいてくるのが分かって、慌てて自転車を飛ばし、家の近くの公園まで逃げてきた。

　公園の隅の方にある、ローラー式の滑り台の脇に停とめられた二台の自転車。

　その近くにあるベンチにサクランは座っていた。

　ハルトは自転車のかごから紺色の学生鞄かばんを取り出したあと、ベンチに向かった。

　サクランは、ハルトに尋ねた。

「……怪しまれなかったかなぁ？」

「怪しまれてたら、今頃、なんか聞かれてるよ」

　破れていたズボンからハーフパンツに着替え終わったハルトは、上半身裸で、ベンチに置いた学校鞄かばんから体操服の上着を取り出した。

「制服、なんて言い訳するの？」

　体操服の上着を着ながら、サクランの隣に座るハルト。

「『ふざけてたら濡ぬれて、乾かそうと思ったら乾かなくて、学校にサクランとずっと居た』って言う」

「……だいじょうぶかな？」

「もう一着あるから、どうにか誤ご摩ま化かす」

　サクランは両手を太ももの下に敷いて、俯うつむく。

「ごめんね……」

「なんで謝るの？」

「だって……私が無む理り矢や理り、誘ったのが悪かったし」

「サクランは悪くないって……怪け我がもしてないし、無事で良かったよ」

　ハルトは、深く溜ため息を吐ついた。

「本当……サクランを、守れて良かったよ」

「守る？」

「あ……いや！　えっと……」




　怪物と戦った、なんて。

　覚えてないのなら、言っても信じてもらえないだろう。




「……なんでもない」

「ん？」

「とにかく、帰ろう。これ以上遅くなるとまずい」

「……うん」

　ハルトが先に鞄を掴つかんで立ち上がり、自転車の籠かごに投げ入れたあと、サクランも立ち上がり、二人で公園の出口の方へ自転車を押しながら向かった。

「じゃあね……サクラン、気をつけて」

「珍しい」

「え？」

「心配してくれんの？」

「……うん、なんで？」

「別に？　ハルトも、気をつけてね、じゃあまた明日！」

　手を振って、ハルトとは反対方向に別れるサクラン。

　ハルトは遠くなっていくサクランの後ろ姿を、しばらくの間見つめていた。
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　数棟並んでいる五階建ての団地。その最上階、自分の家の玄関の前に立つハルト。

　なるべく、平常を装よそおって、いつもどおりに。

　何かバレてる訳じゃないんだから、いつもどおりに。

　玄関の扉を開けるハルト。

「ただいまー……」

「あ、お兄ちゃんおかえりー」

　目の前に、髪をバスタオルで拭ふいているＴシャツ姿にパンツ一丁の妹がいる。ちょうどお風ふ呂ろ場ばから出て来た所のようだ。

「あ……バンビ。ただいま」

　妹のバンビは、ハルトの体操服を見て、案の定質問してきた。

「……なんで体操服？」

「え……あ、が、学校に居てさ」

「ふーん」

　バンビは髪を拭きながら、興味なさそうに居間へと向かった。

　居間の方から、母の声がする。

「おかえりー、遅かったねぇ？」

　ハルトは靴を脱いで玄関を上がった。

「が、学校に居てさぁ……」

「サクランちゃんも？」

「え……そ、そうだけど、なんで……？」

　先に、サクランの名前を言われて、思わず身構えてしまう。

「サクランちゃん家ちから電話があって、帰りが遅いからお邪魔してないかって」

「あ、ああ、一緒に居たよ？　さっき別れたからもう帰ってると思う」

「ならいいけど」

　廊下から、居間に入るハルト。

　テレビを見て、ハルトは固まった。

『廃はい墟きよで爆発事故か』の見出しで、ニュースが流れている。

　テレビに釘くぎ付づけになっているハルトの右耳から、バレットリグレットが這はい出てきて、テレビに目を向けた。

「危ないねぇ……。アンタが遅いから、サクランちゃんと見に行ったのかと思ったよ」

「ま、まさかー。い、行ってないよ……」

「遅くなるならちゃんと連絡しなさい──」

　振り返り、ハルトを見る母。

「……アンタなんで体操服なの？　制服は？」

　ハルトは気まずそうに言った。

「あのー、ふざけてて濡ぬれちゃって、乾くかなと思って干してたんだけど、乾かなくって……仕方ないから体操服で、で、今まで」

「学校におったん？」

「う、うん」

「持って帰ってくりゃ良かったのに」

「明日には乾いてるだろうから、いいかなと思って」

「……ふーん、明日ちゃんと持って帰ってきなさいよ」

「は、はい」

「ご飯は？　食べる？」

「食べる」

　食卓テーブルのおかずを電子レンジに入れる母。

　ハルトは、テレビに映っている自分が空けた地面のクレーターを、バレットリグレットとしばらく眺ながめていた。

　テーブルの上にあったリモコンを手に取るバンビ。

「チャンネル変えるよー、ドラマが始まっちまうぜー」

「あ、うん……」
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　ハルトはベッドに倒れ込んだ。

　体操着は脱ぎ、すでに部屋着に着替えている。

　仰あお向むけで、部屋の蛍光灯を見つめる。

　バレットリグレットはもぞもぞと右耳から這はい出し、ハルトの顔の横で猫のように丸くなった。

　ハルトはバレットリグレットを両手で掴つかみ上げ、蛍光灯に翳かざすように持ち上げる。

「……僕の、オンガク……」

『ミクスチュア』して、僕は『アーチスト』と呼ばれる存在になった。

　……の、だろうか。

　でも、オンガクの名前を知った。

　オンガクが僕の頭と、くっ付いた。

『くっ付く』なんて、なんだそりゃ。

『変形』できるだけじゃないの？

　怪け我がだって、あんな酷ひどい傷だったのに、消えてた。

『ミクスチュア』したから？

　人食いオンガク、一つ目の怪物。

　見知らぬ少女。

　鉄てつ風かぜナツキ、鉄風さん。




　全すべて、分からない。分からないことだらけで埋うまってしまいそうだ。

　思い返すと、鉄風さんも、人食いオンガクも、あの場に実在したのだろうか。

　本当に、僕は、人食いオンガクを倒したのだろうか。

　あれは本当に爆発事故で、それに巻き込まれて記憶が錯さく綜そうしてるだけなんじゃないか。




　全部、妄想なんじゃないか。

　そう思えるほど、何一つ、証明する手掛かりは持ち合わせていなかった。

　……でも、感覚は。

　プラグを突き立てたときに、頭にめり込んだ、異物混入の音。

　抉えぐられたときの、横腹の痛み。

　撃ち出した、弾丸の衝撃。

　その感覚は、生々しく、脳のう裏りに、心に焼き付いていた。

　だから、全て本当なら、もう一度。

　オンガクを繋つなぐきっかけをくれた、あの少女に。




　──鉄風さんに、会いたいと思った。
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　翌日。

　八時十八分。

　静せい謐ひつな朝。正門に入っていく生徒たち。

　ハルトは上う手まく眠れないまま起床し、学校に登校した。

　売店で、いつもどおりクリームパンを買って教室へ。

　起きたての小鳥みたいに情報交換するクラスメイトを横目に、席に着く。

　よく眠れなかった所せ為いか、今頃になって眠気が来た。

　今日は一日寝過ごそうと、ハルトは机に突っ伏す。

　それからしばらくして、担任の先生が教室に入ってきた。

「おーい、席に着けー、朝礼すっぞー」

　ガタガタと、それぞれの席にクラスメイトが戻っていく。

　席に戻るクラスメイトたちはコソコソと話しながら席に戻る。

「ねぇ、あれ誰？」

「女の子だ……」

　教壇にクラス名簿を置き、机の端に両手を置いて話し始める先生。

「えー、今日は、転校生を紹介します」

　おおおー！　とクラスが盛り上がった。

　転校生？　高校が始まって一ヶ月半くらい経たったこんな時期に？

　ハルトは眠たげな顔を上げて、教室の前を見た。

「あ……」

　ハルトの目に飛び込んできたのは、




「……うそ」

　心臓が、高鳴った。

　眠気も飛んだ。

　気づいたら、背筋を伸ばしていた。

　見覚えのある、深い紺色の髪の少女。

　凛りんとした表情と、その顔の輪りん郭かく。

　その少女は、




「鉄てつ風かぜナツキです、よろしくおねがいします」




　て、ててて、鉄、鉄風さんだ……。

　鉄風さんだ!!!

　うそ、なんで？　本当に？

　これ夢じゃないよね？　クラスメイト？　転校生？

　うぉー……。




　もう会えないと思っていた、もしかしたら幻想だったかもしれない少女が目の前に。

　自己紹介をして頭を下げたナツキが顔を上げ、そして、パチリと目が合った。

　ハルトに気づき、少しだけ微笑ほほえむナツキ。

　ハルトはビクッとして、

「……!?」

　思わず、目を逸そらした。

　先生は黒板に『鉄てつ風かぜナツキ』とチョークで書き終わり、生徒の方に向き直る。

「おーい静かにー。もろもろ事情があってだな、この時期からウチの学校に編入することになった、みんな仲良くしてやってくれ。分からないことも多いだろうから教えてやってな。みんなの自己紹介やらは、放課後のホームルームでやるから、紹介はとりあえずこのくらいで──」

　鉄風さん？　鉄風さん、なんで鉄風さん？　本当に？　なんで？　どうしてここに？　転校生？　嘘うそだ本当に？　鉄風さん鉄風さん鉄風さん。

「おい、衝しよう動どう」

　いきなり名前を呼ばれて、ハルトはビクッとした。

「いっ、はい！　元気ですッ！」

　クラスメイトがハルトを笑う。

「……あ、う」

　赤面するハルト。

「……お前が元気なのは分かった。鉄風の席お前の隣だから頼むな。制服もそうだが、教科書とかもまだ届いてないから、見せてやってくれ」

「は、はい……」

　ハルトの隣の空席を指差し、ナツキに着席を促す先生。

「じゃあ、席はあそこ。廊下側の一番後ろ。隣の、衝動にいろいろ聞いてくれていいから」

「分かりました」

　ナツキは、机の間を歩いてハルトの隣の席に座ると、ハルトの方を向いて軽く頭を下げながら、

「よろしくね、衝動くん」

「あ、うん、よ、よろしく……」

　そう言って、微笑ほほえんだ。
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「位置について！」

　ヘッドフォンをしたまま体操服を着ていたハルトは、百メートル走の真っすぐなトラックのスタート位置にいた。

　パンッ！

　体育の先生がピストルの引き金を引き、乾いたピストルの音が鳴ったあと、横に並んだ他ほかの五人の男子クラスメイトとハルトは一斉に走り出した。

　全力疾走したハルトの結果は、六人中、六位。

　走り終え、両りよう膝ひざに手をついて肩で息をしているハルト。体は丈夫な方ではないし、スポーツも興味ないので、ハルトは体育の授業が好きではなかった。

　しかし今日の授業には、ハルトは興味があった。

　耳に、また乾いたピストルの音が飛び込んできた。

　隣でやっている、クラスの女子の百メートル走だ。

　走っている人数は同じく六人。その先頭は。

　鉄てつ風かぜさんだ。

　ハルトのタイムより断然速く、一位で完走したナツキに、女子のクラスメイトが『鉄風さん速い！』『陸上部だったのー？』なんて言葉を投げかけている。

　照れ笑いしているナツキ。すでにクラスの女子とは打ち解けているようだ。

　ハルトは、ナツキのその笑顔を見ていた。

　どうして、鉄風さんはこの学校に？

　僕と出会ったから？　それとも偶然？

　人食いオンガクってなんなの？

　なぜ戦っているの？

　僕のオンガクは、一体どうなったの？

　なんて思っていたら、また、ナツキと目がパチリと合った。

「いっ……！」

　そのとき、ヘッドフォンを吹き飛ばして、バレットリグレットが外に飛び出した。

「えっ！？！？」

　バレットリグレットは地面に落ちたあと、ハルトの周りをぐるぐると走り回りだした。

「ちょっ……!?　こらっ！」

　クラスの男子たちがそれを見て、ハルトを馬鹿にして笑いだした。

　女子のグループが指差してクスクスと笑っている。

「あーもー！　なんでそんなにテンション上がってるんだよ！」

　どうにか両手でバレットリグレットを捕まえるハルト。

　直後、体育の先生の罵ば声せいがハルトに飛んできた。

「衝しよう動どう！　授業中にオンガク出すな、しまっとけ！」

「す、すいません……！」

　ハルトは耳の奥にバレットリグレットを押し込んだあと、ヘッドフォンを拾い上げた。

　ヘッドフォンを頭に掛けながら、ナツキの様子を窺うかがうと、ナツキがこっちを見ているのが見えた。

　ハルトは恥ずかしくなって顔が赤くなる。

　ちゃんと話もしてないままなのに、鉄てつ風かぜさんに、こんな姿見られて。

　もう、最悪。
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　黒板に書かれていく、長い計算式。

　ナツキが解を書き終わると、数学の先生が『うん、正解』と言った。

　ナツキは席に戻る。

　運動も出来て、頭も良い。僕とは大違いだ。

　ハルトと、隣同士くっ付けた机。

　自分のオンガクの恥ずかしいところを見られたのもあって、どう接したらいいのか、どう教科書のページを捲めくったらいいのか分からなくて『今日はこのページから、だから……』とだけ言葉にするのが精一杯だった。




　そして、昼休みを告げるチャイムが鳴った。

「衝しよう動どうくん」

　ハルトはびくっとしたあと、

「……はい」

「教科書、ありがとう」

「ど、どういたしまして」

　教科書を揃そろえて、ハルトの机に置くナツキ。

「昨日のこと、覚えてる……よね？」

　ゆっくり、ナツキの方を見るハルト。

「あ、うん……」

　ナツキは柔らかい笑顔をハルトに向けていた。

「ちょっと、お話ししない？」
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　屋上。

　真っ青な空と、水色の床。

　サクラン以外の人と、この場所に来るのは初めてだった。

　すたすたと歩いていくナツキの背中を、ハルトはドキドキしながら見ていた。

「あの、鉄てつ風かぜさん。話って……」

　ナツキは、水色の中央まで歩いていき、ふと立ち止まった。

「──ありがとう」

「え？」

　ナツキはくるっと、ハルトの方に振り返った。

「昨日、助けてくれて」

「そ、そんな……！　最初に助けてくれたのは君の方だよ。……鉄風さんが来てくれなかったら、サクランも……あ、もう一人の女の子も、だめだったかもしれない。僕の方こそ、ありがとう」

「ううん、また会えてよかった」

「ぼ、僕だって……びっくりだよ！　えっと、あの、怪け我がとかもう大丈夫なの？」

「うん。オンガクもほとんど回復したし。衝しよう動どうくんも……お腹なか、治ってるよね？」

　左の横腹を摩さするハルト。

「これって……オンガクを繋つないだからなの？」

「そうだよ、世間的には全然知られてないけどね」

「その……ピ、『ピークメーター』？　だっけ……。秘密……なの？」

「んー、秘密ではあるんだけど。秘密にする以前に、オンガクの本当の力を引き出せる人はほとんどいないから。だけど衝動くんは、オンガクの名前を知って、それを引き出した」

「僕が……？」

「どうやって『オーバーチュア』するかは、まだ詳しく分かってないんだけど……」

「あのっ、オ、オーバーチュアって？　ミクスチュアとは違うの？」

「オーバーチュアは正式には『オーバー・ミクスチュア』って言うの。オンガクを操れるだけじゃなく、人体の一部と融合して、自分の本当のオンガクを解放する」

「自分の、本当のオンガク……？」

「凄すごかったよ、衝動くんのオンガク！　頭と一体化するなんて、私、他ほかに見たことない！」

「そんな、なにも凄くなんかないよ……鉄風さんの方が凄かったよ」

「そんなことない！」

　ナツキの強い口調にはっとするハルト。




「──かっこ良かったよ。本当に」




　ハルトの目を真っすぐ覗のぞき込んでいるナツキ。

　ハルトは、耐えられず目を逸そらした。

「あ、あのさ……なんかその、やっぱりアレなのかな……国家権力的なあれで……同じクラスに……？」

「……！」

　驚いた表情をした後に、フフフっと静かに笑い出すナツキ。

「え！　ち、違うの？　でも、話が出来過ぎてないかな……？」

「う、うんうん！　そうだね。私もねそう思ったよ。でもね、本当に偶然なの」

「本当に？　全部？」

「本当に。……私も偶然は必然ってのを経験しちゃった感じ」

「はぁ……」

　偶然、という不可思議な言葉に気の抜けた返事を返してしまった。

　笑うのをやめてハルトを見るナツキ。

「そう、あの。衝しよう動どうくん、その……」

「？」

　ハルトの腕を引っ張るナツキ。ハルトは驚いて躓つまずいてしまい、二人のバランスが崩れる。




「わっ！」




　ドサッ！




　青い空を背景に、ナツキの顔が目の前にある。

　ハルトを押し倒して馬乗りになっているナツキ。高揚した顔を近づけて、

「見せて？」

　と、ハルトの頬ほおに手を伸ばした。

「え？　え？　み、見せるって……？　な、なにを……!?」

「衝動くんのオンガク、もう一回見せて？」

「え？　あ、ああ……！」

　キャパシティーオーバーのハルトは、もう何が起こっているのか、ナツキが何を言っているのかも分からない。

　理解できるのは、ナツキから目を逸そらすことができないことだけ。

「いい？」

「え？　う、うん」

　必死に頷うなずくハルト。

　ナツキは微笑ほほえみ、ハルトから降りると、隣にぺたんと座り直した。

　ハルトは自分がおかしくなったようで、なんだかモヤっとした。

「……」

　ハルトは上体を起こしあぐらをかいて、ヘッドフォンを首に掛けたあと、右耳からバレットリグレットをつまみ出す。

　一つ目の四本足のダンゴムシが、ニュルっと出てきた。

　ハルトのオンガクは、目をパチクリさせ、あくびするかのように口を開閉させた。

「『口』があるなんて、ほんと、珍しいオンガクだね」

「……変なオンガクだよ」

「変じゃないよ。この子の名前は？」

「バレットリグレット……って」

「バレットリグレットっていうんだね、かっこいい」

「ねぇ、オンガクの名前って一体なんなの？」

「オンガクの名前を、私たちは『コード』って呼んでる。自分の頭の中にある言葉の中から組み合わされて作られているんじゃないかって言われてる」

「『コード』……。鉄てつ風かぜさんのオンガクにもコードがあるの？」

「あるよ。私のオンガクは『ネッカーキューブ』」

　ナツキはそう言いながら、右手首を顔の前まで上げて、ハルトに見せた。

　ナツキはその手首に、一つ目が付いた、青白い大きめのブレスレットを身に付けていた。

　その目は、ハルトの方へとギョロリと視線を向けた。

　それがナツキのオンガク『ネッカーキューブ』の通常形態。

「ブレスレットみたいにしてるんだ」

「衝しよう動どうくんは、なんでオンガクを耳にしまってるの？　身に付けたらいいのに」

「それが……できないんだよ」

「できないって？」

「こいつ、全然言うこと聞かなくて変形もできないし、勝手に動くんだよ」

「だから授業中もヘッドフォンをして、耳の奥にしまってるの？」

「うん。みんな気味悪がるし、やっぱり気持ち悪いでしょ？」

「そんなことない！」

「え？」

　突然声のボリュームを少し上げたナツキが、ハルトの手を握にぎる。

「衝動くんのオンガクはかっこ良かったし、何より私を助けてくれた。気持ち悪くなんて絶対にない」

　手を握り合い、見つめ合う、無言の二人。

「衝動く…………ハルトくん」

「……な、なに？」




「……付き合って欲しいんだ」




「……え？　え!?　ええ!?」

「──私と一緒に、オンガクを倒して欲しいの」

「……あ？　え？　え？　……オ、オンガクを……倒す？」

「私の任務は、例えば君を襲ったような『人食いオンガク』……私達は『ムオン』って呼んでるんだけど、そのムオンを処理すること。この町の人々とオンガクを守ること、それが私の役目」

「……ム、ムオン……？」

「うん、だけど、仲間は決して多い訳じゃないし、ムオンもいつどこに現れるかも分からない。だから一人でも多く仲間がいれば、それだけ多くの人を助けることができるの。そして、ムオンに対抗できるのは、本当の力に目覚めたオンガク、『オーバーチュア』できるオンガクだけ。つまり、ハルトくんのオンガクじゃなきゃ、だめなの」

「そ、そんな、いきなり言われても……」

「うん、分かってる……。危険もあるし、私と関かかわることで、ハルトくんの日常も変わってしまう……。無理なこと言ってると思う。だから強要はしない」

「僕は……その」

「大事なのは、ハルトくんの気持ちだから」

「えっと……」

「昨日の今日だし、今すぐ返事は出さなくていいから、また今度……返事聞かせて？」

「う、うん……」

「よしっ！　それじゃあ、パンでも買いに行ってこようかな。フフッ、お腹なか空すいちゃった。ハルトくんは、何食べるの？」

　給水タンクの陰に置き去りになっている、パンの袋を見るナツキとハルト。

「ク、クリームパン」

「いいね！　クリームパン」

　立ち上がり、給水タンクの方へ歩き出す二人。

「ハルトくん」

　パンの袋を拾い上げたハルトをナツキが見る。

「なんだか、仲間になるために近づいたみたいだけど……もう一度会えたのは、本当に嬉うれしいの。オンガク持ってて良かったなって思ったの」

「……」

「仲間になってくれるかどうか、その返事に関係なく、仲良くしてね」

「え……」




「私は君のオンガク、好きだから」




　ナツキの笑顔を見てドキッとするハルト。

　顔が、熱い。なんで？

　去って行くナツキの背中を呆ぼう然ぜんとして見るハルト。




　生まれて初めて、人に、自分のオンガクを好きだと言われた。

　──好き、と。
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　放課後。

　自転車置き場の一角。原付とバイクの駐輪場。

　１５０ＣＣのバイクの荷台に学生鞄かばんをしまっているナツキ。

「鉄てつ風かぜさんっ……！」

　声がした方に振り返るナツキ。慌てて駆けてきたのか、息を切らしたハルトがいた。

「ハルトくん？」

「えっと……。その……今、帰り？」

　見れば分かるのに、何を聞いてるんだ。

「うん。なんか教室出たあと、もの凄すごい勢いで部活に勧誘されちゃって……やっと解放されてさ」

「そっか、あのっ……、えーっと、なんて言ったらいいかな……」

「……返事、聞かせてくれるの？」

「う、うん……」

「じゃあ、乗って？」

「え？」

「後ろに乗って？」

「え、でも」

　ナツキは、座席を開いて、ヘルメットを取り出しハルトに渡す。

「はい、これ被かぶって」

「あ、うん……」

　微笑ほほえむナツキ。

　バイクに二人乗りして、ハルトとナツキは学校を後にした。
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　何ど処こに向かうのか、ハルトには明かされないまま、学校がある市街地を離れてから十五分程、山と畑の景色が見える郊外を、二人を乗せたバイクは走っていた。

　ナツキの細い背中にしがみ付き、頬ほおを赤らめるハルト。

「鉄てつ風かぜさん！　聞こえる？」

「え？　何？」

　息を吸い、声を張るハルト。

「上う手まく言えないかもしれないんだけど！　ナツキさんみたいに、かっこ良くて、あんなオンガクにずっと憧あこがれてて。僕のオンガクなんか……口があって、気持ち悪くて、上手く動かすことができなくて、人に見せたらまた嫌われそうで……！」

　ナツキは聞こえているのかいないのか、反応が無い。

「でも！　昨日、オンガクと初めて繋つながって……！」

　しがみ付く腕に力が入る。

「……オンガクが僕を待ってたって感じたんだ！」




『オンガクは、ハルトを待ってるよ』




　サクランの言葉がダブり、ハッとするハルト。なんだか悔しくて目をキツく閉じる。

「怖くない？」

　体を通って聞こえるナツキの声に目を開ける。

「ムオンは、すごく強いよ？」

「……正直、またあんなのと……ムオンと戦うのは怖いし、鉄風さんみたいに戦えるかどうか分かんないけど、それでも。大切な人を、怪け我がさせるようなオンガクは嫌なんだ。だから、こんな僕でも、僕のオンガクでも、何かできることがあるなら……誰かの力になるなら……」

　ハルトは一呼吸置いてから、続ける。




「……僕は、戦いたい……！」




　顔を見ることはできないが、ナツキが微笑ほほえんだような気がした。

「掴つかまって！」

「え？」

　アクセルを回し、スピードを上げるナツキ。

「うわぁっ！　あ、危ないっ！」

　後ろで必死にしがみ付くハルト。

　その表情は、何かが吹っ切れたようだった。
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「ここ……が、作戦本部、なの？」

「そうだよ」

　目の前にあるのは、築年数四十年位は経たっていそうな、古い二階建ての一軒家だった。

　この家以外に、近くに民家は見当たらない。

　緑の丘と、山に囲まれた、まるで、田舎のおばあちゃん家ち、って感じだ。

　玄関前の庭の隅にある、青いトタン屋根だけの納屋にナツキはバイクを停とめ、玄関の方に歩いていく。ハルトはナツキの後に続いた。

　玄関の引き戸を開けるナツキ。

　引き戸の上に備えられた、アンティークなドアベルが揺れ、カランカランと風流な音を奏でた。

「ただいまー」

　ナツキは靴を脱ぎながら、家の奥に向かって帰りを告げる。

「ここ本当に作戦本部なの？　ナツキさんの実家じゃなくて？」

「違うってば、私ん家はここじゃないよ。さぁ、あがってあがってー」

「お、お邪魔します」

「みんなもう居るかな、おーい」

　右手側の部屋に入っていくナツキ。

　ハルトは靴を脱いで、玄関の段差を上がる。

　目の前には、奥の部屋に続く廊下と、二階へ上がるための階段がある。

　左手は襖ふすまが閉じられた部屋が一つ。

　年期が入った黒光りする木の廊下に上がり、ナツキが入っていった部屋の中をハルトは見た。

　そこは、十畳程の広い洋室の居間で、入ってすぐ手前には木製の食卓テーブルと五つの椅い子す。右手側は窓になっていて、先ほど歩いてきた庭が見える。左手の奥は、台所とお風ふ呂ろ場ばになっているようだ。

　部屋の隅にあるホワイトボードには、赤印が書かれた何かの資料やグラフ、たくさんの写真がマグネットで貼はり付けてある。

　その台所の方から、

「あ、おかえりなさいナツキさん！」

　背が低く声も幼い、見た目では男の子か女の子か見分けがつかない中性的な子が、ナツキを出迎えた。

「ただいま。まだ、アキラくんだけ？」

　その子はアキラと呼ばれた。おそらく男の子だろう。

「デジタ先輩は夕飯の買い出しで、リリィさんはまだ学校だと思います」

「そっか。じゃあ、先に挨あい拶さつ、しちゃおっか」

　廊下にいたハルトを手招きするナツキ。

「あ、衝しよう動どうハルトさんですね！　ナツキさんから話は伺うかがってます！　初めまして！」

「ど、どーも初めまして……」

「透すき明あかりアキラって言います、中等部の三年です」

「うちの学校の中等部？」

「そうです！　あの、ハルト先輩って呼んでも、いいですか？」

「えっ！　う、うん、全然、いいよ」

　高校でも、もちろん中学でも、先輩なんて一度も呼ばれたことがなくて、なんだか照れくさい。

「ハルト先輩っ！　ナツキさんからお話聞きました！　初戦で、しかも一人でムオンを倒しちゃうなんて……」

「いや、そんなこと全然……なんかもう必死だったから、なんていうか、運が良かったんだよ」

「運なんてきっかけですよ！　実際に行動したのはハルト先輩なんですから！　ナツキさんなんか、あの日帰ってきてから凄すごかったんですよ！　ハルト先輩のオンガクについて興奮しっぱなしで……！」

「ちょ、ちょっと！」

　少し気まずそうに頬ほおを赤らめハルトを見るナツキ。

「……『口』があるんだもの、……興味湧わかないわけないでしょ？」

「そう！　ハルト先輩のオンガク……『口』があるんですよね……？」

「うん。やっぱ、変だよね口なんて」

「そんなことないです。僕も凄く興味あるんですが、あの、見せてもらってもいいです？」

「え、あ、うん、いいよ」

　なんだか最近多いなこのパターン。

　右耳から、オンガクをつまみ出し、子猫の首根っこを掴つかむようにぶら下げる。

　アキラは、四本の足をワシワシと動かしてもがいているバレットリグレットを、興味深く眺ながめた。

「……本当に口がある。生き物みたいですね！　コードは何ていうんですか？」

「『バレットリグレット』。えっと……アキラくんも、オンガク持ってるの？」

「もちろん！　僕のはこれです！」

　アキラは、くるっと背面を見せて、背負っている水色のリュックサックを見せた。

「コードは『シロップドロップ』です」

　それが、アキラのオンガク。

　中央に目がある、リュックサック型のオンガクだ。

「大きくしとく方が、ムオンの動きとか検知しやすいので、普段はこんな感じに」

「ムオンの動き？」

　ハルトの問いに答えて、ナツキが説明をする。

「アキラくんは、私たちのチームのサポート担当。普通のオンガクよりも知覚範囲が広くて、索さく敵てき能力に優れてるから、ムオンの位置情報を詳細に把は握あく、即座に伝達してくれるの」

「戦いは、全然できないんですけど……代わりにサポートをばっちりさせてもらうので！よろしくおねがいします！」

「よ、よろしく……！」

　その時、玄関の引き戸が開き、ドアベルが鳴った。

　それと同時に、弾はじけるような女の子の声。

「たあ～だいま～！　ごめ～ん！　遅くなっちゃったぁ。なっちゃん、ハルくんはもう来てるの～？」

　ハ、ハルくん？　ぼ、僕のことか!?

　返事するナツキ。

「うん、もう来てるよ」

　なっちゃんは、ナツキさんか。

　バタバタと靴を脱いで、居間の方に現れたのは、ハルトの学校のブレザーを着た、しっとりとした黒髪の大きいツインテールの髪をした女の子だった。

「うぉ、ハルくんだ～！　あっすご～い！　本当に口がある～」

　ドタドタとハルトの前に来て、オンガクと同じ目線にしゃがむ女の子。

「先に挨あい拶さつしなよ、アキラくんとはもう挨拶したよ？」

「そぉでし、たぁ～」

　すくっと立ち上がる女の子。

「はじめまして！　一年二組、心臓ハアトリリィって言います。リリィでいいよ～ハルくん！」

　い、いきなり呼び捨てなんて無理！

「は、初めまして……衝しよう動どうハルトです。えっと、二組なんだ、知らなかった」

「入学して、まだ一ヶ月だもんね、すれ違っても分かんなかったかも。よろしくね～」

「うん、よろしく」

　辺りを見渡すリリィ。

「アキちゃん、デジは～？　二階？」

　返事するアキラ。

「デジタ先輩はたぶん、買い出しだと思うんですけど」

　誰だろう？

「あの、デジタって人は？」

　ナツキが答えて言った。

「もう一人のメンバー。私たちと同じ学校だよ」

「そうなんだ、みんな一緒なんだね」

　ブレザーを脱いで、居間の奥の壁に掛けているリリィ。

「ここから一番近い学校だからね～。まぁ、デジはほっといて！　お菓子食べながらハルくんとの交流を深めよう～！　積もる話もザクザクあると思いますし！　ハルくん座って座って～！」

　リリィに促され、居間の中央にあるテーブルセットに座らせられるハルト。

「あ、うん……」

「おっ菓子～！　おっ菓子～！」

　と言いながら台所の奥へと入っていくリリィ。

　ハルトはリリィの後ろ姿を確認したが、どこにもオンガクらしきものを身に付けていないので、この子も普段は隠してるのかな？　と思った。

　ナツキは台所に向かいながら、

「私、コーヒー淹いれるね。ハルトくんはコーヒー飲める？」

「あ、飲めない……」

「じゃあ紅茶にするね、あったかな……」

「確かここに……」

　と、台所の棚をガサゴソと調べるアキラ。

「ごめん……ないなら、コーヒーで大丈──」

「ハルくん！　見てみて～」

　ハルトは、リリィに呼ばれ反射的に振り返った。

「え？」

　リリィはスカートを捲まくり上あげ、袋状にしてそこにお菓子を入れていた。

　ハルトの目に映ったのは、白いパンツ。

「！？！？　え!?　うわぁあ！」

　ハルトは慌てて両手で目を覆おおった。

「ちょちょちょちょっと!?　何してるのリリィさん！？！？」

　ナツキが台所の方から、お茶の準備をしながらリリィに言った。

「リリィ、初めてのときにその見せ方はやめなってば！」

「あはは！　だっておもしろいんだもん！」

　リリィは、スカートに乗せていたお菓子をテーブルの上にバラバラと置いたあと、

「……ハルくん、照れなくていいから、見てみて」

「な……何を？」

「いいから、目開けて～」

「見る、よ……？」

　今一度、リリィを見るハルト。

「あ……」

　白いパンツが、ハルトを見ていた。

　今度は後ろ向きになって、スカートを捲まくり上あげているリリィ。

　そのパンツのお尻、左側にオンガクの『目』があった。

「ほ、ほんとだ……」

「これがウチのオンガク。コードは『ピットアパット』！　かわいいっしょ？」

「あの……なんでパ、パンツなの？」

「ん～？　肌触りが最高でさっ、もう病み付き～」

「そ、そうなの……？」

　アキラが横からリリィのスカートを下げて、パンツを……ピットアパットを隠した。

「もうっ……！　はしたないですよリリィ先輩！」

「だってパンツじゃないも～ん」

『目』がなければ、完全に白いパンツにしか見えなかった。

　本当に、こんな人たちが、あんな怪物と……ムオンと戦っているの？





　　　＊






　ハルトの左隣にナツキ。ハルトの正面にリリィ、その右隣にアキラが座った。

　ハルトの前には紅茶が、ナツキ達の前にはコーヒーが置かれている。

　お菓子の山は、テーブル横の段ボールに全部しまわれていた。

「じゃあハルトくん。仲間になるにあたって、まずは『知る』ことから始めよう」

「あ、うん」

「はいっ！　はいはい！　ウチもハルくんに教えてあげる～！　なんでも聞いて！」

「えっと、じゃあ……あの。ムオンって、人食いオンガクだとかって、鉄てつ風かぜさんが教えてくれたけど、あれはなんなの？」

「あ～あれも、オンガクだよ～」

「あ、あんなのがオンガクなの……？」

「たぶん、ね」

　ナツキさんが補足するように説明する。

「たぶん？」

「視覚部やプラグ状の触手を持ってたり、オンガクと性質は同じなんだけど。オンガクと違って、いつ、どうやって発生しているのかが分からないの。オンガクが突然変異したモノなのか、似ているけど別の存在なのか。今も研究されてる」

「分かっていることは？」

「習性と能力は分かってる。ムオンの特徴は、プラグが変化したものであろう摂せつ食しよく器官『アブソーバー』を持っていること」

「『アブソーバー』？」

「つまり『口』だね。それで人とオンガクを食べる」

「口……？　ってことは、僕のオンガクも……ムオン……」

「大丈夫、それはないよ」

「どうして？」

「なんで、ムオンに口があるのかは、いろいろ仮説があるけど、一番有力なのは、直接エネルギーを得るためってものなんだ～」

「直接？」

「その口で、人とオンガクを食べるためだよ。ハルトくんのオンガクがムオンだとしたら、ハルトくん自身がすでに食べられてるはずだから」

「……はは……」

　人とオンガクを食べる？

　笑えない話だ。笑うしかない話だ。

「オンガクが、どうやって存在を維持しているのか未いまだに謎なぞだけど、おそらく、発生した人間から感情や精神活動といったエネルギーを得ているんじゃないかっていわれてる。だからムオンは、発生した人からエネルギーを間接的に得ることができなくなり、直接エネルギーを得るために、自発的に行動するために変異したオンガクなんじゃないかって……」

「……い、いつから、ムオンはいるの？」

「初めて発見されたのは、オンガクが発見されたのと同じ１９６９年」

「そんな昔から……誰も知らないってことは、今までずっと隠されてきたの？」

「『人間の力ではどうにもならない存在が、その辺をうろついてて襲ってきます』なんて、言えないからね。もちろん、公には発表なんかできない。でもね、それ以前に、ムオンを見た人がほとんどいないの」

「どうして？」

「……生き残った人が、ほとんどいなかったから」

「そんな……！」

「基本的に、ムオンはそんなにアクティブに行動しないの。獲物を狩るとき以外は、ほとんど姿を現さない。とても狡こう猾かつで、確実に獲物を捕食する。何も痕あとを残さない。だから見つけたら、確実に倒す。そうすれば、犠ぎ牲せい者を少しでも減らすことができるから」

「そ～！　で、そのムオンに対抗できるのはオーバーチュアしたオンガクだけってこと」

「オーバーチュア……。リリィさんたちもできるの？」

「もちろん！　オーバーチュアは、オンガクの本当の能力。それに目覚めるのは、ごく一部の人だけなんだよ～」

「何が引き金になってオーバーチュアするのかは、あまりにケースが少なすぎて有力な説がないのが現状。だけど、生命の危機に瀕ひんした時に発生することが多いから、潜せん在ざい的な防衛反応の一種かもしれないって言われてる」

「誰でも、死にそうになったら、オーバーチュアできるってこと……？」

「……必ずしも、オンガクを持った人が生命の危機に直面すれば、オーバーチュアできるのかといえば、やっぱりそうじゃないみたい。むしろ、ほとんどオーバーチュアすることなんてない。現に、ムオンに襲われて多くの人が犠牲になってる……」

「……じゃあオンガクで、どうやってムオンを倒すの？」

「オンガクには弱点があるの。それはムオンも同じで『目』を破壊されたら、オンガクは活動停止、元には戻らない。人体の損そん傷しようも治らない」

「つまり……？」

「──死ぬってこと」

「……そこまでして、ムオンと戦ってるなんて。みんなは……一体、何者なの？」

「……『イオミック』は知ってる？」

「……うん、オンガクの研究とかやってる組織、だよね？」

「そう。私たちは、そのイオミックが管かん轄かつする、悪性オンガク対策組織『ピークメーター』の一員。オンガクを使った犯罪の防止と抑止。そしてムオンの処理、その対処を一任されている。平たくいえば、オンガク専門の特殊部隊、かな」

「そんな凄すごそうな組織に、僕なんかが……？」

「全っ然！　大丈夫だよ～！　むしろ、こういう形でしか仲間になる方法はなくてさ～。ただし！　条件が三つあります！」

「条件？」

「一つ目はね、オーバーチュアの発現。これは絶対条件。オンガク犯罪に対しても、ムオンに対しても、武力行使になることがほとんどだから。高い戦闘能力は必須ってこと～」

「僕の場合は？」

「初戦だったのに、ほとんど一人でムオンを倒したでしょ？　戦闘能力は文句なしだよ～。そして、二つ目の条件は、その発現を観測したアーチストの推すい薦せん」

「推薦？」

「ピークメーター上層部への推薦だね。この場合、なっちゃんが推薦者で、実力十分です、っていう保証人ってこと。これでほとんど、オッケイ！」

「三つ目、最後の条件は？」

　リリィが目線を送ると、ナツキは軽く息を吐いてから続けた。

「一番大事かも。三つ目は、アーチスト本人の意思、だよ。実力もある、誰かがその力を望んでいる。そうだとしても、オンガクを倒すかどうかは、本人が決めること、強制はできない。それに、誰かを助けるために自分たちの命を掛けて戦ってる訳だから、自分の意思で、本気で戦ってもらわないと、私たちも困る。仲間としてね」

「……」

　そしてナツキは一息ついて、ハルトに聞いた。

「ハルトくん」

「は、はい……」

「改めて聞くけど、本当に、ムオンと戦える？　命を掛けてまで、知らない誰かを救うことができる？」

「……あの……えっと、僕は……」




「──即答もできないんじゃ微妙だな」




　返答に迷っていると、突然、知らない男子の声が居間に飛び込んできた。

　居間と廊下の間に、金髪で、黒ぶち眼鏡を掛けた男子が立っていた。足下には買い物袋が左右に置かれている。

　眼鏡男子はハルトにあきれ顔で尋ねた。

「お前にさぁ、ムオンと戦う理由があんの？　昨日まで一般人だった奴やつがさぁ」

　アキラが立ち上がり、眼鏡男子に向かって怒るように言う。

「デジタ先輩！　またそういう言い方して！　ハルト先輩の戦いたいって意思を尊そん重ちようすべきじゃないですかっ」

「まぁ……オンガクぶつけ合えばすぐに分かるか……」

　デジタはハルトを睨にらんだ。

「俺は、剥はがれ離ばなしデジタ。お前は？」

「……衝しよう動どうハルト」

「衝動。お前のオーバーチュア、見せてみろよ」





　　　＊






　作戦本部の裏にある小さな庭。

　庭は、広大な芝しば生ふの丘と木の柵さくで仕切られている。

　廃線になった鉄道の錆さびた線路が雑草に覆おおわれ、傾いた送電線の柱が丘の向こうへと続いている。

　春の草と鮮やかなピンク色のレンゲソウが、丘の斜面に群生して咲いている。

　その真ん中で、バレットリグレットを抱かかえたハルトと、準備体操をしているデジタが対たい峙じしていた。

　木の柵の前に立って、ハルトとデジタを眺ながめていたアキラが、振り返って言った。

「デジタ先輩ったらもう、いきなり戦闘だなんて……大丈夫ですかね、ハルト先輩」

　縁側に座り、膝ひざの上に両りよう肘ひじを乗せたまま、リリィがアキラに返事した。

「大丈夫か分かんないけど。口で言っても、デジは納得しないし。それに、ハルくんのオンガクの戦闘、ウチもどんなものか見たいし、いいんじゃない？」

「でももし、デジタ先輩が納得しなかったら……？」

　アキラはナツキを見た。

　ナツキは、遠くに見えるハルトに視線を向けたあと、

「……大丈夫だよ。ハルトくんなら」

「……分かりました」

　アキラは背中に背負ったシロップドロップからプラグを引き出した。

「シロップドロップ、オーバーチュア」

　プラグを右耳に突き立てると、シロップドロップは円形に膨ぼう張ちようし、アキラを半透明の膜で出来た球体になって包み込んだ。

　包まれたアキラは、シロップドロップ内部で無重力のように浮いた。

　アキラがシロップドロップの膜越しに見た景色には、ハルトとデジタの名前、座標、バイタル情報などが映し出されている。

「それじゃあ、観測、始めます」




　屈伸の後、腕を伸ばして準備体操を終えるデジタ。

「……っし。じゃあ、始めんぞ」

「あの、ちょっと、待って！」

「なんだよ、まだ聞きたいことあんのか？　相手の顔を殴れば勝ち、俺は三回、お前は一回でも俺を殴れれば勝ちだ」

「そうじゃなくて……」

「あん？」

「戦い方なんか、分かんないよ……」

「は？　お前、ムオン倒したんだろ？　同じようにやれよ」

「あの時は、無我夢中だったから、どうやって戦ってたのか……」

「俺が知るかよ。自分のオンガクに聞け」

　デジタは左足の靴ひもを結ぶように座る。

　左足に履いたスニーカーのようなオンガクからプラグの先端が突き出ていた。

　静かに、渦うずを巻くように、レンゲソウが揺れ、デジタを中心に、虹色の波は紋もんが広がり始めた。

　デジタは、スニーカー型のオンガクの右みぎ縁ふちからプラグをつまみ出し、そのプラグを右耳に近づけ、唱えた。

「『アッシュブル』、オーバーチュア」

　デジタが右耳にプラグを突き刺すと同時に衝撃波が走り、レンゲソウの花が舞い散った。

　自分のオンガクの名を呼び、オーバーチュアするデジタ。

　スニーカー型だったアッシュブルは、黒い金属質のブーツのような形状を成し、まるで、重装甲の甲虫かぶとむしが左足にしがみついているように、爪つま先さきから膝ひざの上までデジタの左足を覆おおった。

　脚きやく部ぶ背面の装甲が左右に開き、剥むき出しのロケットエンジンのような機械質の器官が三つ、内部から突き出された。

　ロケットエンジンが、甲高い周波数を放ちながら唸うなり出し、やがて収束を始める。

　アッシュブルの表面、デジタの左足首が位置する部分を一周している黒い横長のスリットの中央に、サイケデリックな色をした、アッシュブルの目が鋭く光り、ハルトを見み据すえた。

　右足を一歩前に出し、デジタは姿勢を低くして構える。

「……いくぞ」

　ハルトは慌てて、バレットリグレットから出るプラグを引き出し右耳に繋つなぐ。

「待って！　負けたら……」

　デジタの左の拳こぶしが、まだ完全にオーバーチュアしていないハルトの右みぎ頬ほおに食い込んだ。

「！！！！！！！」

「『一回目』だ。手加減してやったから、起きれるだろ？」

　──速い、ナツキさんよりも、圧倒的に！




　ハルトは、水平に錐きり揉もみしながら、吹き飛び、隆りゆう起きした丘と衝しよう突とつ。着弾した砲弾のごとく土ぼこりが空中に上がった。

　左ひだり脚あしのロケットエンジンを唸うならせながら、指を両手でポキポキ鳴らしているデジタ。

　吹き飛んだハルトに向かってデジタは言い放った。

「『負け』なんて、ねぇんだよ！　意味分かるよなぁ!?」

　──負けなんてない？　負けたら……やめろ、ってことか。

　表面の草が抉えぐれた小山に埋うもれているハルト。

　口に入った土を吐き出しながら、サイケデリックな色をした目のハルトが立ち上がる。




　せっかく、自分のオンガクを見てくれる人と出会えたのに……。

　必要としてくれる人ができたのに、ここで諦あきらめる訳にはいかない。

　負け、なんてない。

　負けたら、終わり。

　負ける訳にはいかない……！




　ハルトは唱える。

「バレットリグレット……！　オーバーチュっ!?」

　唱え終わるよりも早く、バシっと、ハルトの顔面に張り付くバレットリグレット。

　ハルトの顔を覆おおい、ボコボコと白い塊かたまりはうねる。

　顔の正面に、一つ目と、後頭部まで裂さけた口が現れた。

「へぇ……、それがお前のオンガクか」

「そうだよ！　こんなオンガクだって、僕だって……！」

　デジタに向かって走り出すハルト。

「戦えるんだ!!!」

　ハルトは、デジタの顔面に向かって右手でパンチを繰り出す。

　デジタは軽く体を反って、そのパンチをかわす。

「……くそっ！」

　ハルトは左手で下の方からデジタの顔面を狙ねらうが、デジタの左手で弾はじかれる。

　そして、即座にデジタの左ひだり膝ひざがハルトの腹にめり込んだ。

「あがっ!!!」

　よろめくハルト。

　デジタはハルトの右腕と、胸ぐらを掴つかみ、背負い投げでハルトを地面に叩たたき付けた。

　衝撃で地面が隆りゆう起きし、土の塊かたまりがバラバラと跳ね飛ぶ。

「うっ！　……ゲホっゴホっ！」

「全っ然っ、つまんねぇなお前のオンガク！　本当にムオン倒したのかよ!?　……ったく、アホみたいに真っすぐ殴ってきやがって。お前だけの戦い方をしてみろよ！」

　四よつん這ばいで、咳せき込んでいるハルト。

「ゴホっ……、そんな……すぐできる訳ないだろ！」

「じゃあ、身を以もつて覚えるんだな！」

　立ち上がろうとするハルトの顎あごを蹴けり上げ、空中に浮かせる。

「！！！！！」

　デジタは、宙に浮いたハルトのみぞおちに拳こぶしを叩たたき込む。

　そのまま、送電線の鉄骨の柱にぶち当たり、めり込むハルト。

　ハルトが、デジタに目を向けると、そこには、




　拳。




「え」

「『二回目』だ」

　鉄柱ごとハルトの顔面をぶん殴るデジタ。

　折れた鉄骨が空を舞う。

　ハルトは水切りの石のように、隆起した地面と何度もぶつかりながら転がっていく。

　勢いが弱まり、地面に顔を擦こすりながら止まった。

　宙を舞った鉄柱が地面に突き刺さり、地上を揺らす。

　その鉄柱の上に飛び乗り、デジタはハルトを見下ろした。

「なぁ、その口は見かけ倒しか？」

　地面に倒れたまま、沈黙しているハルト。

「くっだらねぇ。なんで、そんなにオンガクを押さえ込んでんだよ？　なめてんのか？」

　ゆっくり、体を起こそうとするハルト。

「そんなこと、ない……全力で戦ってる！」

「嘘うそつけ。ムオンを倒したんだろう？　そんな低い『オン圧あつ』じゃないはずだ」

「オン……圧？」

「オンガクの強さの目安だよ。高けりゃいいってもんでもねーけど。低くたって、凄すごいオンガクはいるしな。だけどさぁ、お前のオンガクは低いどころじゃない、全然伝わってこねえんだよ」

　ふらふらと、立ち上がるハルト。

「あの時は、オンガクが……バレットリグレットが応こたえてくれたから、戦えたんだ。今はなんでか知らないけど、全然応えてくれない……」

「そりゃお前がオンガクに応えてないんだろう？」

「僕……が？」

「次で、『三回目』だ。本気で来いよ、じゃねぇと、その目……」

　ロケットを点火して一気にハルトとの間合いを詰めるデジタ。

「──マジで潰つぶすぞ」

　デジタの拳こぶしを、両腕でガードするハルト。




　ちくしょう……。

　どうしたらいいんだよ。どうしたらいい？

　なんで上う手まくオンガクが扱えないんだろう。

　負けたら、負けたら終わりって。

　もしかして、オンガク取られたりするのかな。

　僕からオンガクを取ったら、ほんとに何もなくなってしまう。

　折せつ角かくオンガクと繋つながったのに。

　名前を聴いたのに。

　僕を見てくれる人がいるのに。

　ナツキさんと一緒にいられなくなるのは、嫌だなぁ。

　嫌だな。

　負けたくない。

　かっこ悪いところ見せたくない。

　かっこよくなりたい。

　強くなりたい。

　バレットリグレットを使いこなしたい。

　もう、もう、何も言えずにいるのは、




「──嫌だ！」




　デジタの拳がハルトの顔面を捉とらえようとするその刹せつ那なのことだった。

「これで、三回──」

　その拳を、ハルトは左手でギリギリと掴つかみ、受け止めていた。

「なっ!?」

　デジタは直すぐさま左腕でハルトの顔面を狙ねらうが、その拳もハルトは右手で受け止めた。

　オンガクが、ハルトの頭部が、ガクガクと大きく震え始める。

　そしてバレットリグレットの口が開き、無数の閃せん光こうが、デジタの眼前で弾はじけた。

　同時に爆発、二人を煙幕が包み込む。

　煙幕の中から飛び出し、デジタは距離を取る。

　その体中に、デジタは数えきれないプラグの形状をした銃弾を受けていた。

「いいオン圧あつじゃねぇか!!!　やっと本気出したか!?」

　煙幕が晴れていく。

　そこには、開口し、佇たたずむハルトの姿。

　その口からは、ポンプアクション式ショットガン、スパス12の銃身が飛び出し、銃口から、発熱による陽炎かげろうと、硝しよう煙えんを上げていた。

　ハルトは体を仰のけ反ぞり、
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　天に向かって咆ほう哮こうした。

「これが……お前の……!!」

　ハルトはデジタに突進する。

　さっきまでとは速さも動きも変わっている。

　戸惑うデジタ。油断して懐ふところに入られる。

「……っな!?」

　至近距離から、デジタの顔面を狙ねらってショットガンを放つハルト。

　デジタはバック転して、閃光する散弾をギリギリでかわし、ロケットを点火してハルトから離れる。

　ハルトは弾丸をリロードしたあと、デジタの後を追う。




「おぉ……あれが『口』かぁ～！」

　立ち上がっていたリリィが、ハルトを眺ながめながら言った。

「さっきまでのオン圧と全然違います！　こんなに変わるなんて……これじゃまるで別のオンガクです」

　シロップドロップ内部で、アキラが驚きながら言う。

「う～む。これだけのオン圧を秘めてるなんて、ちょっと危険じゃない？」

「だから、ハルトくんには、もっとオンガクのことを知ってもらおうと思ったの。……あとは、ハルトくんの気持ちだけ」




　空中戦。

　ショットガンと格闘でデジタのペースを崩していくハルト。

　デジタはロケットの加速を使い右手でハルトの横顔を狙ねらうが、ハルトはその拳こぶしを掴つかみ、デジタの動きを止める。

　そしてデジタの顔を狙い散弾を放った。

　上体を背面に反らし、ハルトの顎あごへと蹴けりを食らわせるデジタ。

　ハルトのオンガクの顎は歪ゆがみ、銃身はへし折れ、口内から黄色い体液が噴き出す。

　手が緩ゆるみ、デジタの拳が解放される。

　デジタはハルトに背面を向け、ロケットエンジンを加速。

　オーバーシュートする形で、左ひだり脚あしをハルトの頭部に真上から蹴り込んだ。




　バギンッ!!!




　重たい金属音が響き、ハルトの体は空中から急降下し、地面と激突した。




　地上に叩たたき付けられ、地面に埋うもれるハルト。

　しばらくすると、オンガクがハルトの顔からズルリと剥はがれ落ちた。

　デジタはプラグを引き抜き、ハルトに歩み寄る。アッシュブルはオーバーチュアを解かれ、デジタのスニーカーに戻った。

　眼鏡を掛け直し、ハルトの横に立つデジタは、軽くハルトの頬ほおに拳を当てる。

「『三回目』だ」

　埋もれた地面から身を起こしデジタを見るハルト。

「……負けた……」

　デジタは溜ため息を吐つくと、しょうがないなという表情で続けた。

「自分のオンガクも制御できないなんてな。一緒に戦うこっちの身も考えてくれよ」

「…………え？」

「だから、『負け』なんてねぇって、言ったろ？」

「え……『ない』って、そういう……」

「ったく、すげぇオン圧あつ、びびったよ！　お前ホント、へたくそだな。いきなりあんなに上げる奴やつがいるかよっ！　ははっ！」

　ハルトは倒れたまま、ポカンとしていた。

「……お前の気持ちは伝わったよ。まっ、戦うきっかけも理由も、人それぞれだし。戦い方なんて、やっていきゃその内、分かっていくだろうしな」

「え？　えっと、じゃあ……」

「カレー、作るの手伝えよ」

「……カレー？」

「食ってくだろ？　ていうか、食ってけよ、人数分買ってきたんだから」

　倒れているハルトに手を差し伸べるデジタ。

　その手を掴つかみ、立ち上がるハルト。

「よろしくな、衝しよう動どう」

　お互いに、土で汚れた両手で握手を交わす。

「よ、よろしく……剥はがれ離ばなし」

　その光景を見て、ナツキ達は笑顔で顔を見合わせていた。

　そして、陽ひが沈むレンゲ畑を後に、作戦本部へと戻っていく。

「──衝動さ、後半、本気で殺そうとしてこなかった？」

「え？　え？　は、剥離がそう言ったじゃん」

「……お前怖いな、本気にすんなよ。雰ふん囲い気きだよ」

「……ふ、雰囲気てなんだよ！」

　笑い合う一同。




　ハルトは久しぶりに、なんだかとても温かな気持ちになっていた。



















　初めて、オンガクを繋つないでから一週間が経たった。

　四限目終了のチャイム、昼休み。

　速攻で売店に走る男子と、授業が終わった途と端たんにしゃべりまくる女子とで、教室はパチンコ店のようにうるさくなる。

　黒板には『日直　鉄てつ風かぜ』と書かれている。

　ナツキは、世界史の先生と共に、生徒が提出したノートの半分を持って、教室を出て行こうとしている。

　ハルトは机に肘ひじを突いて、ナツキを見ていた。

「へっえ～い!!!」

「っわぁ!!!」

　廊下側の開いた教室の窓からいきなり声を掛けてきたのは、リリィだった。

「っくりしたぁ……」

「へっへっへ、ハルくんは売店行かないのかい？」

「僕は朝買ったから」

「ほぅ、おぬし賢いな」

「リリィさん、は？」

「移動教室の帰りだから、途中で買ってきた。一人で食べるの？」

「人待ち。中等部の友達」

「アキちゃんと？」

「ううん、幼なじみの子」

「へぇっ～。なっちゃんと食べるんだと思った。席、隣でしょ？」

「ナツキさんはいつも女子のグループに誘われて食べてるから、誘えないよ」

「あ～誘いたいんだぁ～？」

「え？　あ、うわぁ……。い、今、僕、誘えないって言った……？」

「『ナツキさんはいつも女子のグループに誘われて食べてるから、誘えないよ』って言った～」

「わぁ……。リリィさん、ナツキさんに言わないでよ？」

「どして～？　ご飯くらい一緒に食べたいって言えばいいのに？」

「教室で、僕なんかがナツキさんに話し掛けたら、ナツキさんまでなんか言われるかもしれないし。分かるでしょ？」

「全然わかんない」

「え!?　なんで？」

「ワカンナイアルヨ～！」

「それって、ナイの？　アルの？」

「へ？」

「いや……なんでもない。リリィさん、聞いたことないの？　僕の噂うわさ……」

「なにそれ、なにそれ！　はっ、まさか……」

　窓から身を乗り出して、ハルトの耳元で小声で囁ささやくリリィ。

「……ムオン倒したこと、噂になってんの？」

「え？」

　大声に戻るリリィ。

「やっばいじゃ～ん！　やっばいよそれ～！　極秘情報漏ろう洩えいだよ～！　やっばいよ～！」

　クラスメイトがハルトとリリィの方を見る。

「ちょ……リリィさん！　声デカい！」

「おっと失礼……。いやしかし、ハルくんモテモテじゃ～ん。そりゃ周りからはやし立てられてしまいますな～！」

「いや……全然違うってば……」




「違うの？　なんだ～、よかったよ～……組織から消されちゃうところだよハルく～ん」

「えっ!?　それ本気？　……いや、そうじゃなくて。あの、本当に知らないの？」

「ん～、しつこいなぁ、知らないよ。なんなのさ？」

　さっきリリィが大声を出したのをきっかけに、教室の何人かがハルトとリリィの方を見て、ヒソヒソと話している。

　それに気づくリリィ。

「はっは～ん……、そ～ゆ～ことね」

「だから……僕と話すと、リリィさんもなんか言われるかもしれないから、もう……」

「ハルくん、そんなんじゃ一生童貞だよ!?」

「は、はぁっ!?　な、何言って……！」

　顔が赤くなるハルトを悪戯いたずらに冷やかすリリィ。

「にょほほっ！　……ん？　どなた？」

　リリィは、横を向いて廊下の方を見ている。

「……どうしたの？」

　お弁当を抱かかえたサクランが、リリィを目の前にして立ち止まっていた。

「あ、あの……衝しよう動どうくん、居ますか？」

「あん？　どなた？　アナタ中等部アルネー？　高等部に何用アルネ～」

「何変な片言使ってんだよ！」

　窓から廊下を覗のぞくハルト。

「あ、遅いよサクラン」

「ご、ごめん、授業が長引いて……」

「こんな可愛かわいい幼なじみとは！　意外とやりますな～」

「あぁ！　うるさいっ！」

　教室を出るハルト。

「行こ、サクラン！」

「ちょ、ちょっと！　ハルト待ってよ！」

　慌ててリリィにお辞儀をし、ハルトの後を追うサクラン。

「また、放課後本部でね～！」

　そしてその後ろ姿に、これでもかというくらいに手を振るリリィだった。

　小走りでハルトに追いつき、隣を歩くサクラン。

「……まさか、他ほかの人と話してるなんて、しかも、女の子……」

「向こうから話し掛けてきたんだよ。それより早く屋上行って食べよう」

　足早に階段に向かって歩き出すハルト。

　ハルトの後ろ姿を見つめるサクランは、不安な顔をしていた。




　六月。

　学校の頂上。空は今日も快晴。

　梅つ雨ゆはこれからなのに、日差しは少し強くなって、夏の気配を感じる。

　ハルトは、いつものクリームパンを片手に給水タンクの台座のコンクリートに腰掛けてサクランと昼ご飯を食べ始めた。

　サクランはお弁当箱の蓋ふたを開け、ハルトに中身を見せた。

「じゃーん、今回はカレーに挑戦してみました」

「うわ、なにそれ、パイナップル入ってるじゃん」

「え、スパイスの香ばしさにパインのほのかな爽さわやかさと食感がベストマッチだよ？」

「なに言ってんの？　料理にフルーツとか入ってるとか……おかしい」

「なんだよなんだよ、ちょっと食べてみてー、美お味いしいから！　ピザにハチミツ掛けるやつも美味しいじゃんか」

「は!?　それ事故だろ、そんなの食ったことないよ」

「いーから、ほら！　『アーン』してあげるから！　はいっ『アーン』！」

　スプーンに掬すくったカレーに包まれたご飯とパイナップルを、ハルトの顔に差し向けてくるサクラン。

「うっ……」

「『うっ』ってなんだよ！」

「やだ、食べたくない……」

「小麦粉焼いたやつにカスタード入ってるもん食べてるくせに！　ピザにハチミツと大して変わらんじゃん」

「ピザはピザでパンはパンだろ、甘くなくていいものをなんでわざわざ甘くするんだよ」

「ちぇー。それが美お味いしいのに……」

　サクランは、渋しぶ々しぶと、ハルトに向けていたカレーを自分でパクッと口に放ほうり込んだ。

　あー美味しい美味しい、とパクパクとカレーを食べていく。




　パイナップルの香りが、風に乗って飛んでくる。

　雲が流れていく、緩ゆるやかに。

　地球は回る、時速一〇〇〇〇〇キロで。

　そんな、当たり前で日常的なことを感じるようになったのは、僕が、異常で非日常的な経験をしたからだろうか。

　鉄てつ風かぜナツキ。

　初めて遭そう遇ぐうしたのが、一週間前。

　僕はその少女に、憧あこがれを抱いていた。

　素敵にオンガクを操る姿に。

　僕もあんな風にオンガクを操れるようになりたいと思った。

　そしていつか、誰かのために戦えるような、窮きゆう地ちを救えるような、大切なものを守れるような、そんな人になりたいと思うようになっていた。

　そして、ムオン。

　人を食う、怪物。得体の知れない、異い形ぎよう。

　初めて遭遇したのが、同じく一週間前。

　あれから、ムオンは出現していない。

　ナツキさんは毎日、本部でオンガクの練習をしている。

　いつからオンガクと戦っているのだろう。いつ、ナツキさんのオンガクは生まれたのだろう。

　なぜ、ムオンと戦っているんだろう。

　何を思って。過去に何かがあって。

　謎なぞめいたその少女が、ずっと気になっていた。

　僕は、ナツキさんのことを、何も知らない。




「──最近、仲良いよね」

「え？」

　ぼんやりしている内に、サクランはカレーを食べ終え、スプーンに乗せた最後のパイナップルを口の中に放ほうり込んだ。

「ひゃっきにょ、ヒェンパイもひょうだへど……ハルト、隣の席の人と最近、放課後よく一緒にバイクに乗ってどっか行ってるじゃん。何してるの？」

「な、なんで？」

「別に？　なんか楽しそうにしてるから、何してるのかなぁと思って」

「サクランには関係ないだろ」

「ぬー!?　なんだよその言い草は。またパイナップル入れるぞこのやろう」

「じゃあもう一緒にご飯食べない」

「……。ふーんだ、ゴチソウさまでしたっ」

　さっさとお弁当箱を包んで、サクランは立ち上がった。

「なんで怒ってるんだよ？」

「怒ってないよ」

「怒ってるじゃん」

「怒ってないってば！　じゃーね！」

　サクランは屋上の入り口の方へ踵きびすを返し去っていく。

　入り口に入った瞬間サクランは何かとぶつかった。

「むぐっ!?」

「あっ、ごめんなさい！」

　ぶつかったのは、ナツキの胸元だった。

「あ……！」

　思わずたじろぐサクラン。

「ん……？　あっ」

「す、すいません……失礼しましゅっ！」

　ぶつかった恥ずかしさなのか、語尾を噛かんだ所せ為いなのか、サクランは顔を赤くして、ナツキから逃げるように階段を下りていった。

「んー？」

　頭をかしげるナツキ。

　ハルトが入り口に近づいてくる。

「え、あ、あれ？　なんでナツキさんいるの？　サクラン……女の子いなかった？」

「さっきぶつかって、すぐ行っちゃった。さっきの子、サクランちゃん、って言うの？」

「あ、う、うん。近所に住んでて、小学校の時から学校同じで……」

「そうなんだ、幼なじみなんだね、羨うらやましい」

「そうかな？」

「そうだよ。ちゃんと挨あい拶さつしたかったな」

「どうせまたどっかで会うよ。ていうか、なんでここに？」

「あ、えっと……、屋上にいるかなって思って。先生のプリント運ぶのを手伝いしてて遅くなっちゃって。今からご飯だから、一緒にどうかなぁって……」

　ナツキの手には、二つのパンの袋が握にぎられている。

　二つのパン袋はクリームパン（トロピカル味）というものだ。

　袋には大きく、ナダデココ入り！　と書かれている。

「!?」

「あ、お昼、もう食べちゃった……？」

「え、いや！」

　ナツキさんがせっかく買ってきてくれたんだ……。

「まだ、だよ……！」

「よかった！　新発売って書いてあったから買ってきたの。これハルトくんの分、よかったら、どうぞ」

「あ、ありがとう……！　あの、お金……」

「いいよこのくらい」

「だめだよ、あとで教室で渡すから……！　わざわざ屋上に来なくてもよかったのに」

「教室うるさいし。それに、少し苦手なんだ、グループでご飯食べるのって。屋上は人来ないし、ハルトくんと食べる方が落ち着く」

　ナツキさんは、不意にドキッとすることを言う。

　なぜ僕がドキッとしてまうのか、それは僕が女の子と話すこと自体不慣れだからだろう。

「でもあんまり時間ないね、早めに食べちゃおう」

「そ、そうだね……」

　改めて、パンを確認する。

　ナタデココ入り？　あり得ない。

　これこそ、異い形ぎようの化身。非日常との遭そう遇ぐう。

　笑えない話だ。笑うしかない。

「あはは……」

「どうしたの？」

「いや……。あ。ごめん！　い、嫌って意味じゃなくて、ね……。あの、いや……珍しいパン、だね」

　袋を開けるナツキとハルト。

「きっと美お味いしいよ？　いただきまーす」

「い、いただき、ます……」

　異い形ぎようなパンを、一口食べるナツキ。

　そのナツキの髪を、風が撫なでてゆく。




　この穏やかそうに見える顔の少女が、あんなふうに戦うなんて。

　その訳を、僕は知りたかった。

　知りたくなってしまった。

　なぜ？




「けっこうイケるね！」

「そ、そうだね……！」

　ハルトは食べていないのに返事をしてしまい、慌てて息を止めて、パンを一気に口に入れた。

　そして噛かまずに飲み込む……！

　モゴモゴ……。

　飲み込めない!!!

　結局、パンの中のナタデココのよく分からない食感と格闘した。




　女の子ってなんで、こういう変なのが好きなんだろう。

　なぜ？

　分からない。

　分からないことだらけだ。
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　鬱うつ蒼そうとした森の中。

　荒い、呼吸の音が聞こえる。

　バレットリグレットとオーバーチュアしたハルトは、口からＭ93Ｒハンドガンの銃身を突き出し、辺りを警戒して佇たたずんでいた。

　緑の葉を付けた高い樹木が、上空の青へと直立に伸びている。

　その木々の間を過よぎる、一瞬の影。

　オーバーチュアした体操服姿のナツキが、樹木を伝って、トリッキーにハルトへと近づいていく。

　ハルトはナツキの気配に気づき、上空の木を狙ねらってハンドガンを乱射した。

　放たれた無数の弾丸を、木々に隠れ、左右に避よけながら進むナツキ。

　ハルトはさらに撃ち続ける、が、

「弾切れ……!?」

「ハルトくん！　ちゃんと自分のオンガクの特性を理解して！」

　ナツキはハルトの眼前に着地し、拳こぶしをハルトに向ける。

　身を翻ひるがえし、拳を避けるハルト。

　その一瞬でナツキは姿を眩くらまし、ハルトはナツキを見失った。

「どこに行った……!?」

　ハルトは辺りを見回し、ナツキを探す。

　ナツキは木から静かに飛び降り、ハルトの背面から、拳を構えハルトの頭部を狙う。

　殴おう打だの寸前で振り向くハルト。

　交差する互いの腕。

　二つの拳は、それぞれの顔面を捉とらえていた。

「やるじゃん、ハルトくん」

「……でも、引き分けだ」




　作戦本部の近くにある森の中。

　この山一つがイオミックの私有地らしい。

　今日は、視界不良空間を想定しての戦闘訓練を行っていた。

　次は、リリィとナツキの訓練が始まり、ハルトとデジタは森が開けた場所にある廃工場の屋根に座り、リリィとナツキが戦っている森の方を眺ながめている。

　デジタは、ペットボトルのスポーツドリンクを一口飲んだあと、ハルトに言った。

「衝しよう動どう、だいぶ動けるようになってきたな」

「そう、かな……」

「つっても、肝心の射撃が下手すぎる」

「接近戦が基本だろ？　近づけば当てられる」

「いや、お前のオンガクの取とり柄えなんだからもっと使いこなせよ。それに、近距離戦の俺やナツキにとって、お前の射撃はかなり心強いからな、早く戦力になってもらいたい。いつ実戦になるか分からねーしな」

「実戦……」

「なんだよ、びびってんのか？」

「ううん、早く戦いたい。練習の成果を見せたいし」

「調子づきやがって！　でもな衝動、ムオンの処理はチーム戦が基本。個人で戦おうとするのは、かなり無む茶ちやだ。もし一人の時にムオンと遭そう遇ぐうしたら、できる限りチームを待て。それだけ有利に戦える」

「でも、ナツキさん。僕を助けてくれたとき、一人で戦ってたけど」

「無鉄砲なあいつの悪い癖くせだよ……。やめろつってんのに、いつも一人で倒そうとしやがる。実戦経験は、あいつが一番多いんだけどな」

「……ナツキさんは、そんなにムオンと戦ってるの？」

「このチームが作られる前からすでにムオンと戦ってたらしい。何体倒したとかは聞いたことないけど、あいつは相当の手練てだれだよ」

「何か、過去にあったのかな？」

「さぁな。あいつ、出会う前のこととか、昔のことは全然話したがらないから、俺らも深くは知らんけど、なんかあったんだろう。それ相応のな」

　まだ僕は、ナツキさんのことを何も知らないままだ。

「気になるなら、聞いてみりゃいいんじゃね？」

「デジタは、気にならない？」

「俺は別に。詮せん索さくはしないよ。みんなそれぞれ、何かしらの事情は抱かかえてんだろ。オーバーチュアなんて、よっぽどな状況にならないと起こる現象じゃねーんだから。お前だって、死にかけたろ？」

「デジタも……そういう経験したの？」

「……今でも、なんで俺がここにいるんだろうって、なんで生きてられてんだろうって、思うことはあるぜ」

「……」

　森の中から、ナツキとリリィのオンガクがぶつかる衝しよう突とつ音と、地面の揺れが響いてくる。

「ははっ、女の本気は、怖ぇな」

　デジタはペットボトルの中身を一気に飲み干したあと、立ち上がって言った。

「衝しよう動どう、先に戻んぞ。俺ら夕飯当番だろ」

「あ、そうだった」

　デジタは、廃工場の屋根を飛び降りる。

　ハルトもデジタに続いて屋根を降り、作戦本部へと歩き出した。




　みんなそれぞれ、何かを抱えて、ムオンと戦っている。

　確かに僕も死にかけたけど、ムオンを倒す明確な目的が、僕にはないような気がする。

　僕は、オーバーチュアができるようになっただけで、まだ何も。

　まだ何も、始まってはいない。

　ナツキさんのことを、なんで知りたいのか。

　この先、僕はどうなりたいのか。

　まだ、分からない。

　僕は、何を、言いたいんだろう。
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　陽ひも落ちた夕ゆう闇やみ。

　訓練を終えたナツキとリリィが、作戦本部に帰宅し、縁側から靴を脱いで上がってきた。

「リリィとなっちゃん、帰宅しました～」

「ただいまー」

　野菜が入ったサラダボウルを両手で持ったエプロン姿のアキラが、台所から居間の方に顔を出した。

「リリィ先輩、ナツキ先輩、おかえりなさい！」

　部屋の匂においを嗅かぐリリィ。

「ん、この匂い……」

　リリィはドタドタと台所の方へ走って行き、

「おいデジっ！　またカレーかよ～！」

　台所には、カレーを味見しているエプロン姿のデジタが居た。

「うるせぇよ。作ってやってんだから、黙っとけ」

「だってデジのカレー辛からいんだもん！　辛いのいやだ！」

「カレーは辛いもんだろうが。お前、料理当番やらねーくせに文句言うんじゃねぇよ」

　リリィは、サラダをテーブルの上に置いているアキラに向かって話す。

「ぶ～、アキちゃんも甘口カレー食べたいよね～？」

「僕は、デジタ先輩のカレー大好きなので」

「ぶ～ぶ～！　じゃあハルくんは!?　あれ、ハルくんは？」

　リリィはハルトを探すが、見当たらない。

「ハルト先輩は、一足先にお風ふ呂ろ入ってますよ」

「なぬっ！　なっちゃん、一緒に入ろう！」

「あはは、ハルトくんが上がったらね」

　お風呂場の方に行って、洗面台がある着替え場所の引き戸を開けるリリィ。

　ちょうどお風呂上がりで、バスタオルで体を拭ふいているハルトと遭そう遇ぐうした。

「ハルく～ん！」

「ちょ！　ちょっと！　わぁ！」

「カレーは甘党!?」

「え!?　え!?　何!?　なんで今!?」

　リリィを引っ張って、浴室への侵入を防ぐアキラ。

「リリィ先輩！　だめですよ！」

　ガヤガヤやっている様子を眺ながめているナツキ。

　そのとき、廊下の奥から電話のベルが鳴った。

「おい、電話鳴ってんぞ。上層部からだ」

「私が出るよ」

　ナツキは、廊下の方に小走りで向かっていった。




　ジリリリリリリリリリリリンッ……。

　暗い廊下。

　鳴っている黒電話。

　ジリリリリリリリリリリリンッ……。

　玄関口の照明が、暗い廊下を薄うつすらと照らしていた。

　ジリリリッ……。

　受話器を取り、電話に出るナツキ。

「はい。第27区ピークメーター小隊作戦本部です」

『……？』

　受話器の向こうから、微かすかに声が聞こえる。

「あ……、ハイタカ少佐」

『……、……？』

「はい、元気です。少佐も、元気そうですね」

『………………………………。…………、………………………………………』

「しばらく、滞在されるのですか？」

『……、……………………。…………、…………。……………………………………。…………………………、………………？』

「特に変化は見受けられません。まだ、オンガクの性能を見いだせていない状態ですが、ただ……」

『…………？』

「潜せん在ざい的に、計り知れない能力を秘めているのは間違いないです」

『………………。…………、……………………。…………』

「まだ、確定するには現象が少な過ぎます」

『…………………………。……………………………………………………』

「了解です」

『…………、…………』

「はい？」

『…………、…………。………………？』

「……はい」

　ブツッ……ツー、ツー、ツー、ツー、ツー。

　ナツキは受話器を置いたあと、そのまま黒電話を見つめている。

　しばらくすると、居間の方から、リリィがナツキを呼ぶ声が聞こえた。

「なっちゃ～ん！　ハルくん上がったから、お風ふ呂ろ入ろ～？」

「あ、はーい！」
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　ハルトが住む団地の入り口。

　ナツキとハルトが乗ったバイクが止まる。

　バイクの後部座席から降りてヘルメットを脱ぐハルト。

　ナツキもヘルメットを脱ぎ、ハンドルに自分のヘルメットを掛け、ハルトのヘルメットを受け取った。

「いつもありがとう」

「ううん、気にしないで。私の家もこっち側だし」

　そう言いながら、ナツキはパタンと、シートを閉じた。

「それじゃ、またね」

「うん、また」

　再びヘルメットを被かぶると、バイクに跨またがるナツキ。

「あの、ナツキさん！」

「なに？」

「あの、えっと……。明日、なんか用事ある？」

「明日……？　うーん」

「あ、よ、用事があるなら……大丈夫だけど……」

「どうしたの？」

「いや、気にしないで！　全然、気にしないで」

「気になるよ」

「え、あの。えっと……ナツキさんと、ご飯食べたいなと思って。学校だと、サクランと約束してるし、周りになんて言われるか分かんないし。良かったら明日休みだから、どうかなって思ったんだけど……、予定があるなら……」

「ないよ！　大丈夫、行こうよ！」

「え？　え、でも……予定があるんじゃ？」

「違うの、一人でオンガクの練習しようかなとか思ってただけだから。いつも、予定がないときはそうだから。たまには、息抜きしないとね」

「い、いいの……？」

「うん、行こう？」

「あ、ありがとう！　あのっ、じゃあ、なんか食べたいものとかある？　行きたいところとか……」

「あ、ずっと、食べてみたいなと思ってるものがあるんだけど……笑われちゃいそう」

「なに？」

「笑わない……？」

「笑わないよ」

「あのね……」
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　翌日、駅前の広場。

　午後一時。ナツキさんとの約束の時間。

　サクランとバンビ以外の女の子となんて、学校以外で話すことなんてまずないし、ましてや一緒に遊ぶなんて。

　どうしよう、何話したらいいんだろう。

　聞きたいこと、色々あるけど、いきなり聞くのも変だし。

　意味もなく、キャップを被かぶり直してみたりして、ソワソワを落ち着かせようとしていたその時、

「ハルトくんっ、おはよう！」

　ナツキの声がして、振り返るハルト。

「あ、ナツキさん……おは……!!!」

　ナツキさんは、

　私服だった！

　学校の外だし、休みの日なんだから、当たり前なんだけど……制服と体操服姿が定着してて、私服は、凄すごく新鮮だった。

　シンプルなスニーカーにデニムのショートパンツ、Ｔシャツの上にキャミソールの重ね着。背中には小さめのリュックサック。丸い髪留どめで、頭の右上の髪を小さく結んでいて、いつもとは雰ふん囲い気きも違った。

「早いね、待った？」

「あ、え？　えっと、ぜ、全然待ってないよ、さっき着いたところ！」

　三十分前から待機してソワソワしてたのは、内ない緒しよだ。

「ナツキさん、髪留どめ……あっ。それ、ネッカーキューブ？」

　髪留めをよく見ると、いつもはブレスレット型にしているナツキさんのオンガク、ネッカーキューブだった。

「あは、分かった？　ブレスレットじゃなくて、収縮させて髪留めにしてみたんだけど……どう、かな？」

「い、いいね!!!　に、似合ってる！」

「……へへ……ありがとう」

「お、お腹なかは、もう減ってる？」

「うん、朝ご飯早かったから」

「よ、よし、じゃあ、行こうか！」

　ナツキとハルトは駅の広場から、今日の目的地に向かって歩き出した。
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「まさか、食べたことないものが……ハンバーガーとは思わなかったよ」

「見掛けてから、ずっと気になってたんだよ」

　駅から五分も掛からずに到着したのは、最近、流は行やっているハンバーガーショップ。

　ナンバーバーガー。通称、ナンバガ。

　ハンバーガーのサイズをナンバーで選べるのが特色であり、それが店名の由来。

　サイズは、一番小さい１から、最大の10まである。

　自動ドアが開き、店内に入るナツキとハルト。

　来客を告げる電子ベルが、ピロリン～ピラロン～と鳴ったあと、「ナンバーバーガーへようこそー！」と店員の明るい声が注文カウンターの方から飛んできた。

「おおー！」

　ナツキは、珍しそうにキョロキョロと店内を見回した。

「香ばしい匂においがする……」

「時間掛かるけど、ナンバガは直じか火びでパティを焼いてるからね」

「パティ？」

「ハンバーガーに挟はさむお肉のことだよ。パンの部分はバンズって言うんだよ」

「へー！　詳しいんだね。よく来るの？」

「学校帰りとか、時々寄ってる。カウンターに並んで注文しちゃおう」

「うん」

　カウンターに並ぶハルトとナツキ。

「ご注文をお伺うかがいしまーす」

　ナツキはカウンターの上に置いてあるメニューを凝ぎよう視しした。

「色々種類あるんだ……。ハルトくん、どれがおすすめなの？」

「えっと、チーズが嫌いじゃないならチーズバーガーがおすすめだよ」

「じゃあチーズバーガー一つください！」

「あと、サイズなんだけど。１～10まであって、普通のサイズが３、４くらいだから、二人で食べるなら６で丁度いいかなと……」

「じゃあ10にする！」

「んっ!?」

「初めて食べるなら感動が欲しいでしょ？」

　ハルトも、サクランとサイズ６を食べたことがあるくらいで、最大の10なんて食べたことないし、食べてる人を見たこともない。

　不安。

「だ、大丈夫かな……。男子四人でもお腹なかいっぱいとか……聞いたんだけど……」

「大丈夫、私けっこうご飯食べれるよ？」

「そ、そうなの……？」

　ご飯じゃなくて、ハンバーガーなんだけどな、と冷静にハルトは考えたが、かなり不安だった。

「えっとー、じゃあ、チーズバーガーのナンバー10、一つください……」

　店員がカウンター奥のキッチンに向かって叫んだ。

「オーダー！　チーズナンバー10プリーズ！」

「チーズナンバー10オーケー！」

「ご一緒にポテトはいかがですかー？」

「え、えっと……いらないです」




　会計を済ませて、番号札をもらってテーブル席に着くナツキとハルト。

　頼んで、直じかに見るのを楽しんでもらえるようにと、ナンバガにはサイズ見本なんてものを置いていない。

　サイズ10……、不安。

「楽しみだね！　どのくらいかな？　このテーブルに乗るかな!?」

　ハルトの不安をよそに、ワクワクしっぱなしのナツキ。

「はは……さすがに、それはないと思うけど……」

　そう思いたい。

「お待たせしましたぁー!!!」

　店員が抱かかえて運んできたのは、直径40センチ、高さ20センチは優にある、カリッと香ばしく焼かれた小麦色のバンズ二枚に挟はさまれた、大量のフレッシュなレタスと、肉汁が迸ほとばしっている分厚い炭火焼のパティ。そして、とろけてはみ出しているチェダーチーズ。

　ドカンとテーブルに置かれたのは、ホールケーキならぬ、ホールハンバーガー。まさに、超ちよう弩ど級きゆう。

　人の食べ物じゃないな、とハルトは思った。

　絶句しているハルトをお構いなしに、巨大バーガーを見つめて、ナツキはキラキラしていた。

「凄すごいね……ハンバーガーって凄いね！　ハルトくん……！」

「そ、そうだね、これは……凄いね」

　店内の他ほかのお客さんがハルトたちの方をチラチラ見ている。これはかなり恥ずかしい。

　もはや、手で持ってかぶりつくなんてできるサイズではないため、ご丁寧にナイフとフォークと紙エプロンまで用意してくれている。

「エプロンだ！　子供の時、こういうのレストランとかで着けてみたかったんだよね」

　と、ナツキは積極的にエプロンを装着し、両手でナイフとフォークを装備した。

「よし、食べよう！　いただきまーす！」

「い、いただき、ます……」

　こうして、前ぜん代だい未み聞もんのハンバーガー駆く逐ちく作戦の火ひ蓋ぶたが切られた。
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　ハンバーガーショップを後にして、駅近くの河川敷を歩いている、ナツキとハルト。

　ハンバーガー駆逐作戦は、予想外な結末を迎えた。

　ナツキが、思いのほかパクパクと楽しそうにハンバーガーを解体しては「美お味いしい！」と咀そ嚼しやくする度に言い放ち、三十分程度で、見事完食を成し遂げた。

　ハルトも頑張って食べていたが、後半はナツキの方が倍近く食べていた。

　ハルトも知らなかったのだが、ナンバー10の完食者には、スタンプカードが進しん呈ていされ、五個貯たまると、ナンバー10が一つ無料になるという無む間げん地獄が味わえるらしい。

　地獄行き片道切符に、記念すべき最初の「[image: ]10」と書かれたスタンプを押してもらい「また来なきゃね！」なんてナツキは言って、しっかり初ハンバーガーの感動を得たようだ。

　河川敷は遊歩道になっており、ランニングや、犬と散歩している人々がたくさんいる。

　川には、人工の小さな島があり、橋でそれぞれが繋つながっていて、反対岸と行き来できるようになっている。

　島を渡って、反対岸に渡る橋から、水面にボートがたくさん浮いているのが見えた。

「ボートだ……」

「ナツキさん、乗ったことある？」

「ない！」

「じゃあ、乗ってみようよ。めったに川なんて来ないし、どうする？」

「……乗ってみたい！」




　橋を渡り、ナツキとハルトは川面かわもに降りる土手に設けられた貸しボートの受付所へと向かった。

　川面に浮いたボートと土手の間には、ボートを繋つなぐ木製の足場がある。

　歩くと、地面とは違う、木の響く音が聞こえる。

　受付を済ませたあと、係の人に案内され、ハルトとナツキはボートまで移動した。

　先にハルトが乗り、ナツキに手を差し出す。

「……つ、掴つかまって」

「ありがとう……」

　ハルトの手を掴み、おっかなびっくり、ボートに乗るナツキ。

　ナツキがボートの床に足を乗せると、反動でボートが左右に揺れた。

「わ、わぁ！」

「僕が漕こぐから、ナツキさんはそっち側に座って」

「う、うん……！」

　係の人が、ボートと足場を繋ぐロープを外し、いざ、船出。

「よっ……！」

　ハルトが、慣れた手つきで、ボートのオールを漕ぐと、スーっとボートは前進した。

「凄すごいっ進んでる……ハルトくん上う手まいね！」

「けっこう前だけど、一回乗ったことあったから。漕ぎ方、思ったより覚えてるみたい」

「一回だけなのに、凄いよ。ぐんぐん進んでる！」

「あはは……」

　笑ってはみたけど……もう腕つりそう。やばい。

「どこまで行っていいの？」

「川の真ん中まで、行ってみる？」

「うん！」

「よし……」

　オーライ、明日、筋肉痛決定だ。

　ボートから手を出し、川面かわもに手を伸ばすナツキ。

　ナツキの指が、水面を切り、新しい波を作り、キラキラと水みず飛沫しぶきが跳ねる。

「……ナツキさんの家族って、厳しかったの？」

「どうして？」

「ハンバーガーショップとか、行こうと思えば行けるのに、親に禁止されてたの？」

「……うん。厳しくって。買い食いとかも禁止だったんだ。その代わり、って訳じゃないけど、今、一人暮らししてる」

「えっ!?　一人暮らしなの？　……すごいね、羨うらやましい」

「そんなことないよ、ご飯とか一人で作るの大変だし、ご飯食べてても、一人じゃつまんないし。やっぱり、家族って、大切だよ」

「そうかなぁ？　ご飯作ったり洗濯したり大変かもしんないけど、僕ん家ちの親うるさいし、もっとうるさい妹もいるから……。一人暮らしって自由な感じでめっちゃ憧あこがれるよ、いいなぁ」

「賑にぎやかでいいと思う。私は、その方が羨ましい」

「親と、仲良くないの？　だから一人暮らしさせられた、とか……？」

「あはは、そんなことないよ。一人暮らし決めたのは、生活もそうだけど、戦いで帰るのが遅くなったり、帰れなかったり。いつまでも迷惑掛けてちゃいけないなと思って」

　川の真ん中まで来て、オールを漕こぐ手を止めるハルト。

「ふー、到着」

「お疲れさま！　周りが全部、水だ。岸が遠く見える……」

　川の中心から見える景色を、眺ながめているナツキ。

「ナツキさんて、偉いね……。僕も、このままじゃダメだな」

「ハルトくんも一人暮らし、したいの？」

「あの、もちろんしてみたいけど、一人で生活なんてきっと僕にはまだできないし、それよりも僕は、ムオンと戦うことを、頑張らなきゃなと思って」

「ハルトくんは頑張ってるよ、毎日練習して、戦い方も覚えてきてる」

「いつか、ナツキさんみたいに、なりたくてさ……」

「……私みたいに？」

「うん……。ナツキさんが僕を助けてくれたとき、戦ってる姿を見て、その瞬間だけ怖いのとか全部忘れて……かっこいいと思ったんだ。僕は、オンガク繋つなぐことさえしたことなくて、操るのも、人よりヘタクソだから。もっと、頑張ろうと思う。す、少しでも、ナツキさんの力になれるようになって、戦いたい」

「……オンガクを好きだってことが、一番大事だと私は思う。だから、ハルトくんには、私みたいに、戦って欲しくないかな」

「？　それって、どうい……あっ！」

　そのとき、強い風が吹いてハルトが被かぶっていたキャップが飛ばされた。

　ナツキは咄とつ嗟さに、ボートの縁ふちを掴つかみ膝ひざをついて、ハルトの帽子を右手で掴み取った。

　その直後、ボートが傾き、




　ドボン──！




　ハルトの視界からナツキが、

　──消えた。

「ええええええ!?　ナツキさん!?」





　　　＊






　西日に傾いた、夕暮れの町。

　カラスが群れをなして飛んでいく。

　人ひと気けの少ない道を選んで、ハルトは、ナツキを後ろに乗せて、自転車を漕こいでいた。

　ナツキは、濡ぬれた髪と、シャツと、靴と……要するに全身、ずぶ濡れになっていた。

「ごめんね、ハルトくん……」

「いいよ、ここからなら、本部もそんなに遠くないし」

　今でこそ普通にしゃべっているが、自転車に乗るまで、顔を赤くして俯うつむいたまま、ナツキはほとんどしゃべらなかった。

　川に落ちたショックと恥ずかしさで、ずぶ濡れのまま電車に乗るのも、お店で着替えを買うのも断固と拒否して、歩いて帰る、なんて言い出したので、自転車で駅まで来ていたハルトは、ナツキを自転車に乗せて、着替えが置いてある作戦本部へと向かうことにした。

「ナツキさん、寒くない？」

「大丈夫、ハルトくんのシャツ着てるから。ごめんね、本当に」

「いいってば、ナツキさんが怪け我がとかしなくてよかった」

「初めて……こんな恥ずかしい思いしたよ……。それから、私……」

「どうしたの？」

「自転車の二人乗りも……初めてで、バランス取るのが難しい」

「あ。えっと……。僕の、お腹なかのあたりに腕を回すと、乗りやすいと思うけど」

「でも、ハルトくんの背中、濡れちゃわない？」

「いいよ、気にしないから」

「……じゃあ、失礼します」

　ナツキは、ハルトの背中に体を寄せて、両手をハルトの腰に回した。

「温かいね、ハルトくんの背中」

「じ、自転車漕こいでるからだと思う……」

「ハルトくん」

「ん？」

「今日、一緒に遊んでくれて、ありがとう」

「ど、どうしたの？　急に」

「私ね、いつも戦ってばかりで、オンガク以外に何をやればいいのかよく分かんなくて」

「ナツキさんは普段、何をしてるの？」

「いつも本部で特訓ばっかりやってるから。自分の家だと、学校の宿題やって、お風ふ呂ろに入って寝ちゃうくらいしか、やってないかも。だから今日は、凄すごく楽しかった」

「……僕も、楽しかったよ。高校に入ってから、一番楽しかった。……ずっと、一人だったから」

「どうして、みんなハルトくんを馬鹿にするようなこと言うのかな……」

「それは、僕のオンガクが……バレットリグレットが……サクランを傷つけたからだよ」

「傷つけた……？」

「うん」

「傷つけたって、どんな風に？」

「昔ね、突然暴れて、飛びかかって。サクランは大したことないって、今も気にしてないって言ってくれてるけど……」

「そっか……」

「それが中学の時で、噂うわさになって、話が飛躍して、クラスメイトの指を食い千ち切ぎったとか、猫を食わせてたとか……。なんかそんな感じにハブられちゃって。でも結局、僕がサクランを怪け我がさせちゃったのがそもそもの原因だから、やっぱり、僕が悪いんだよ」

「だとしても、ハルトくんのこと知らないくせに、笑って除のけ者ものにするなんて、私はそういうの、大嫌い」

「ナツキさんが、怒ることじゃないから、いいってば。僕が、我慢しておけば、誰も傷つかないし、いいんだよ」

「でも、ハルトくんは、本当にそれでいいの？」

「え？　……うん……たぶん。誰かが傷つくよりは」

「でも、ハルトくん、バレットリグレットはそれを望んでいないかもしれないよ？」

「バレットリグレットが……？」

「だって、君のオンガクは……特──」

　ポツリと、水滴が、ハルトの頬ほおに落ちてきた。

「あっ」

　空を見上げると、いつの間にか分厚い黒い雲が、上空を覆おおっていた。

「……まずい！　雨降ってきた！　ちょっと雨宿りできるとこ見つけないと……」

「う、うん！」

　自転車を飛ばすハルト。

　次第に空から落ちる、水滴の量が増し、乾いたコンクリートを濡ぬらし、空気を湿らせていく。




　あっという間に、土砂降りになった雨。

　辺りはすっかり暗くなり、公園のオレンジの街灯が、雨に打たれて水面のようになった地面に反射している。

　側面の四方に一つずつ穴の空いた、ドーム状の遊具の隣に置いてあるハルトの自転車。




　その遊具の中。

　雨の当たらない隅の方で、体育座りしているナツキ。

　天井にも一つ穴が空いており、オレンジの街灯の光と、雨が降り注いでいた。

　ナツキは、側面の穴から外の様子を窺うかがっているハルトに向かって話し掛けた。

「梅つ雨ゆ入りかな……」

「だとしたら、今日はもう止やまないかも……。歩いて行く？」

　ハルトも雨に打たれ、けっこう濡れてしまっている。

「そしたら風邪引いちゃうかも……。ちょっと様子みてから帰るかどうか決めよう。止まなくても、少し弱まるかもしれないし」

「そうだね」

　そう言うと、ハルトはナツキの左側に腰を下ろした。

「ハルトくん」

「なに？」

「……もうちょっと、くっ付いていい？　ちょっと寒いや」

「え、え？　あ、うん！　……い、いいよ！」

　肩が触ふれ合いそうな距離まで、ナツキはハルトに近づいた。

　ハルトは、緊張してナツキの方を見られない。

　ナツキがつぶやいた。

「なんか、冒険みたいな日だね」

「……ぼ、冒険？」

「知らないところに行って、知らないことをやって、滅めつ多たに起きないようなことが起きて。子供の頃みたい。こんな所に入るのも、懐かしい」

　小さい子供がドームの中で遊んで忘れて行ったのだろう、足下にあった小さなミニカーをナツキは手に取った。

　その弾みで、ナツキの肩がハルトの右肩に触ふれた。

　全く気にしないで、ナツキはミニカーを地面に走らせている。

　ハルトの方へと走らせるにつれて、ナツキがさらに近づく。

「ハルトくん」

「な、なに……？」

　ハルトの爪つま先さきにぶつかるミニカー。

　その弾みで、ナツキの左肩が、ハルトの右腕にドンっと当たる。

「!?」

　硬直するハルト。

　ナツキは、ハルトを見上げ、こちらにグッと近づいてきた。

　顔が熱い、きっと赤い。恥ずかしい。

「ど、どうしたの？」

「なにか……」

　その時、




「──ねぇ」




　ドームの天井の穴から無機質に覗のぞく、巨大な『目』が、二人を見ていた。

「……え？」

「ハルトくん!!!　逃げ──」

　次の瞬間には、無数の触手によってドームは粉砕された。

　決壊したドームがあった場所に漂う粉ふん塵じんが次第に晴れていく。

　そこには、一つ目の異い形ぎようが佇たたずんでいた。

　直立した二本の足、黒い巨きよ躯くの左右から伸びる長い腕。その体の中央には見開かれた巨大な目。

　背中から伸びた太い触手。その先端はハサミのようになっており、虫が顎あごで咀そ嚼しやくするようにシャキシャキと動いている。

　ハサミの異形、ムオン。

　ハルトにとっては、二度目の遭そう遇ぐう。

　ナツキとハルトは咄とつ嗟さにオーバーチュアして、ドームが破壊される寸前に脱出し、ムオンと距離を取っていた。

「ムオン……!!!　なんでこんなところに!?」

「ハルトくん、ここなら本部まで近い。アキラくんも場所を特定してるはずだから、すぐにデジタくんたちも来てくれる。それまで、私が引きつけるから──」

「大丈夫、僕だって戦える……！　そのために訓練したんだ……！」

「ダメだよ！　ハルトく──!?」

　ムオンは、背面のハサミを左右に大きく広げ、ナツキとハルトに向かって放つ。

　ハサミを正面にして左右に分かれて回避するナツキとハルト。

　ハルトはムオンの左側に回り込むように走り出した。

「こっちだ!!!」

「ハルトくん！　無む茶ちやしないでっ!!!」

　直後、ムオンはナツキに向かってハサミを横から叩たたき付け、ナツキを吹き飛ばした。

「きゃあッッッ!!!」

「ナツキさん!!!」




　日頃の成果を見せないと……！

　ナツキさんに良いところ見せるんだ。

　僕だって、戦える……！




「うぉおおぉおおぉおおおお！！！！！！」

　ハルトはオンガクの口からＭ93Ｒハンドガンのバレルを出し、ムオンを狙ねらい連射する。

　が、一発がチュインッ！　とムオンの腕を擦かすっただけだった。

　ムオンの目玉が、ハルトを捉とらえる。

「!?　クソッ……！　落ち着いて……リロード、早く！」

　静止していたムオンが一気に動き、ハルトとの距離を一瞬で詰めた。

「え……」

　ハルトの眼前にあるムオンの巨大な『目』。

　そして、




　耳鳴り。




「あ……ッ！　がッああ……ッ!!!」

　至近距離で耳鳴りを食らい、ハルトは、凍り付いたように動けなくなった。

　弾はじき飛ばされたナツキが、立ち上がり、ハルトを見る。

「ハ、ハルトくん!!!」

　そして、ムオンのハサミが、ナイフを突き刺すようにハルトを目がけて突進してくる。

　刺さる……！　そう思って目を瞑つぶり身構えるハルト。

　しかし、ハサミはハルトに刺さらなかった。

　開かれた二枚の刃がハルト眼前で、止まっていた。




　──ハサミとハルトの間に入ったナツキの胸を、代わりに貫つらぬいて。




「ナツキ、さん……？」

　開いたハサミの片方が、ナツキの胸に突き刺さり、そして、もう片方の刃が、

「あっ……」




　パキンッ！




「！！！！！！！！！！！！」

　ハサミは閉じ、ナツキの胸部と肋ろつ骨こつを断ち切った。

　切断されると同時に、黄色い体液がどばっと溢あふれ出した。

「くッあああああああ！」

　甲高い周波数の音と共に、ネッカーキューブ表面の模様が強く光を帯び始めた。

「あぁああぁあああああぁああ！！！！！」

　ナツキはネッカーキューブを構え、渾こん身しんの力でムオンの眼部に拳こぶしを叩たたき込んだ。




　ドガッッッ！！！！！！




「ねぇえええええぇぇええええぇえええぇえぇええ！！！！！！！」

　ナツキの拳は、ムオンの眼部の表面を砕くだき、内部を抉えぐった。

　ナツキの体からハサミを引き抜き、ムオンは離れた。

「うぅ……!!!」

　切断された胸を左手で押さえたまま、その場に倒れ込むナツキ。

　ムオンがひるみ、耳鳴りの金かな縛しばりからハルトは解かれた。

「ナ、ナツキさん!!!」

　倒れたナツキの下にハルトは駆け寄る。

　ムオンは二人から距離を取り、ひびの入った目玉の表面から体液をボトボトと垂れ流していた。

　血走った目で、ハルトを見つめるムオン。ハルトは、オンガクのその目で睨にらみ返す。

　ムオンはしばらくハルトを見つめたあと、黒い靄もやと化して、雨音の中に消えていった。

「に、逃げ……た？」

　雨がノイズのように辺りを満たし、それ以外は静せい寂じやくだった。

　ハルトがプラグを引き抜くと、バレットリグレットは元の形状に戻り、ハルトの右耳へと入っていった。

「ハル……ト、くん。ご、ごめんね」

「な、何言ってるんだよ！　……ぼ、僕が戦えなかったから、こんな……！」

　誰かが水溜たまりを走る音。近づいてくる。

「なっちゃん！　ハルくん!!!」

　びしょぬれになってハルトの方に駆けてくるリリィ。

「リリィさ……！」

　倒れているナツキの横にしゃがみ込むリリィ。

「ハルくんは大丈夫!?」

「僕は、大丈夫……でも、ナツキさんが！」

「なっちゃん!!!　ムオンは？」

「ううん。ごめんね……しくっちゃった」

「リリィさん!!!　ごめん……僕が──」

「衝しよう動どう!!!」

　リリィに遅れ、デジタが駆けてくる。

「デ……」

　デジタはハルトを見るなり、




　バキッ！




　ハルトを殴った。

「うぐッッッ……！」

　ハルトは、デジタに右みぎ頬ほおを思い切り殴られ、三メートルくらいの距離を吹き飛ばされた。

「衝動、てめぇ！」

　リリィは、ナツキを抱きかかえながらデジタに叫んだ。

「ちょっ……デジ！　なにしてんの！」

「るせぇ。ムオンは!?」

　リリィを見るデジタ。リリィは首を横に振った。

「くそが……！」

　口から血を吐き出して、力無く、地面を見つめたままへたり込んでいるハルトを見下ろして、デジタは怒鳴りつけた。

「まだ半人前の癖くせに出しゃばりやがって。挙あげ句く足引っ張ってナツキを危険な目に遭わせやがって！」

「……めん」

「あぁ!?」

「ごめん……」

　ハルトの胸元を掴つかみ、立ち上がらせるデジタ。

「てめぇ、ごめんで済むと……！」

「な、なっちゃん！」

「？」

　デジタの肩に、黄色い体液まみれの手が置かれた。ナツキだった。

「デジタくん……。ハルトくんの……所せ為いじゃないから、そこまでにして……」

「……」

　デジタはハルトから手を離し、ナツキの方を向いて言った。

「……衝しよう動どうのせいで、お前はそうなったんだろうが」

「だから……、ハルトくんが悪い訳じゃ──」

「間違ったら、お前ら二人とも死んでたんだぞ！　……分かってんのかよ」

「それは……」

「僕がっ！　悪いんだよッ!!!」

　ハルトが叫び、視線が集まる。

「僕が、弱かったから……何もできなかったから……。全部、僕が悪い。だから……」

「ハルくん……」

　ハルトは、拳こぶしを握にぎりしめ、

「やっぱり、もう……みんなと戦えない。こんなんじゃ、戦う資格なんて……ない……！」

「ちょっと、ハルトく……うッ！」

　膝ひざから崩れたナツキを、デジタが両手で支える。

「ナツキさ──」

「衝動。お前はここまでだ」

　ハルトは立ち尽くしていた。

「じゃあな。……リリィ、手伝え」

「う、うん。あ、ハルくん……！」

　リリィはナツキを支えながらも、ハルトの方を最後まで気にしていた。

　二人に支えられながら、ナツキはハルトを見たが、ハルトは俯うつむいたまま、目を合わせようとはしなかった。




　──その後、しばらくの間。雨の中、ハルトは一人佇たたずんでいた。




　かっこ悪すぎて。

　惨みじめで。

　愚おろかで。

　情けなくって。

　自分のオンガクを好きでいてくれる人でさえ、僕は、傷つけることしかできなくて。

　助けられなくて。




　なんのために戦うのか、その理由さえも分からなくて。

　中途半端で。




　僕なんか、こんな僕なんか。

　──大嫌いだ。



















　翌日、月曜の朝。

　ナツキは、学校を休んだ。

　数学の授業中。先生が黒板に因数分解の式を書いている。

　空白の、ナツキの席を横目で見た後、ハルトは机に突っ伏してうずくまった。

　真っ暗な視界の外で、クスクス、ヒソヒソ、と周りが笑っているのが聞こえる。

「きゃぁっ！　なに!?」

　女子生徒の悲鳴が耳に飛び込んで来て、ガバッと顔を上げるハルト。

　悲鳴を上げたのは、ハルトの前の席に座っている女子生徒で、ハルトのオンガクが耳から勝手に出てきて、女子生徒の背中にくっ付いていた。

　ハルトは慌ててオンガクを引き剥はがした。

「うわっ！　ご、ごめんっ！」

　顔を真っ赤にしながら、オンガクを右耳の奥に詰め込み、外れていたヘッドフォンを掛け直した。

　クラスメイトがハルトを笑う。

　ハルトの『異常』を笑っている。

　気持ち悪い、変なの、なにあれ、おかしくない？

　みんな、そう思って、僕を見ているんだ。

「こらー、衝しよう動どう！　授業中にオンガクを出すなぁ」

　先生は式を書く手を止めてハルトを注意した。

「す、すいません……」

　前の席の女子生徒は、キレ気味にハルトを見た後、机と椅い子すをハルトの席から離した。

　右耳を右手で押さえたまま、肘ひじをついて俯うつむくハルト。

　クラスメイトは、クスクス、ヒソヒソ。

「鉄てつ風かぜさん、衝動の隣が嫌で登校拒否とか……？」

　あいつもこいつも、クスクス、ヒソヒソ。

「私、絶対に隣になりたくない……気持ち悪いし、怖いし」

「あいつ、何考えてるか分かんねーよな……」

　クスクス、ヒソヒソ。クスクス、ヒソヒソ。

　こんな奴やつらでも、ムオンに襲われていたら、ナツキさんは命がけで助けるんだろう。

　僕にはやっぱり……。




　昼休み。

　授業が終わり、屋上に向かおうと思ったハルトは、はっと思い出した。

「あ、クリームパン……」

　いつも登校したときに、売店で買って教室に入るのに、ナツキのことが気がかりで、いつもの習慣さえ忘れてしまっていた。

　はぁ……と、溜ため息を吐ついて、売店に向かい教室を出て行くハルト。

　ハルトのクラスは一年八組。売店は一年一組の方へと続く廊下の少し先の、下げ駄た箱ばこの横にある。

　いつもは、そのまま屋上に向かうので、昼休みに売店の方に行くことはほとんどない。




　一年二組の前に差し掛かるハルト。

　二組、リリィがいるクラスだ。

　昨日のあんなことの後だ。出来れば会いたくない。

　足早にクラスの前を駆け抜けて、一気に一年一組がある廊下の角を曲がり、売店の前まで来た。

　そこでハルトが目にしたのは、ひしめき合う男子の塊かたまり。

　こんな、人の山を掻かき分けて、クリームパンを買うことなんて、考えたくもなかった。




　屋上の扉を開けるハルト。

　今日の天気は、良くない。

　分厚い雲に包まれた大気。仄ほの暗ぐらい曇どん天てん。

　こんな何にも気持ち良くない日に。

　しかもクリームパンも持たず来てしまった。

　何しに来たんだ。別に何かをしに来たわけでもない。

　逃げて来たんだろう。

　教室から。

　視線から。

　クラスメイト達の無む邪じや気きな悪意から。

　こんなのその場しのぎだってこともわかってるけども。

　助かりたいんだ。助けて欲しいんだ。

　助けて欲しい？　なんて自分勝手なんだ。

　ナツキさんを怪け我がさせてしまった。

　僕なんかが、誰かに力になれる訳なかった。

　身の程知らずもいいところだ。

　守りたかった人を、守れなくて。守られて。

　僕は、何もできやしない。

　無念、失望、悲愴。

　もう、彼らには会わない。会う資格もない。合わせる顔も、ない。

　命を掛けるようなことに、中途半端な気持ちで関かかわること自体、間違ってた。

　なんで、僕は。

　なんで僕は、仲間になろうって思ったんだろう。

　理由なんて、ない。訳なんてない。

　何もなかったんだ、始めから。

　僕のオンガクも、僕自身も、空っぽだ。

　自分がない。どこにもいない。




　給水タンクの方を、無意識に見るハルト。

　給水タンクの陰で、人のシルエットが揺れた。

「あ」

　ナツキさん、じゃない。今日は休みだ。

　サクランかとも思ったが、シルエットの揺れ方が違う。

　二本の髪の束、ツインテールが揺れていた。

「よっす」

　給水タンクの裏から姿を現したのは、リリィだった。

「リリィさん……？」

　給水タンクから飛び降り、リリィはハルトに歩み寄る。

　そして、リリィはハルトの手を握にぎり、

「ほいっ」

　ハルトの手のひらに、パンを置いた。

「……何、これ」

　ハルトはパンを凝ぎよう視しする。

　ただのパンじゃない。雰ふん囲い気きが奇妙だ。この奇妙さ。

　少し前にも似た感覚を味わった気がする。リリィは新しいおもちゃを友達に自慢する子供のように、微笑ほほえんでいた。

「ポテサラりんごパン、だよ？」

「いっ……」

　何か、すっぱい感じがした。まだ食べてないのに。

　ナタデココパンとか、カレーパインとかの、あのパターンだ。なぜ混ぜる必要がある。

　というか、パンよりも奇妙なのはこの場の空気だ。

　てっきり昨日の出来事について聞かれるかと思ったのだけど。

「いや～、ついにゲットしてさ～！　激レアパン！　ハルくんに見習って、朝行ったら余裕で買えちゃいました」

　いつもどおりのリリィさんだ。

　何も聞いてこない。まるで何事も無かったかのような。

　そんな都合の良い錯さつ覚かくさえ覚えてしまう。

「そんなに食べたかったパンなら返すよ」

「い～よ～。ハルくん今日ご飯ないんでしょ？」

「大丈夫。これは……」

　これは、は少し小さめに言った。

「ウチからのキモチだからさ。受け取ってよ」

　何のキモチだ？　やっぱりよく分からない。メンバーの中で一番よく分からない、未いまだに全く掴つかめないのが彼女だ。

「ありがとう……でも、食欲ないんだ」

　感情無く言いながら、このけったいなパンをやんわり突き返すハルト。

「ハルくんにあげたいの。言うでしょ？　汝なんじの敵を愛せよ、ってさ」

　ゴクリッ。

　すっぱい何かを飲み込んだ。ハルトの全身の筋肉が硬直する。

　リリィの表情は笑顔。いつもと変わらぬそれだった。それが逆に戦せん慄りつした。

　ハルトの全すべての毛穴からすっぱい汁が噴き出す。

　多分……いや、絶対に。めっちゃキレてる。これはよく分かった。彼女は明確に言ったじゃないか。

　──敵、と。

　待ち伏せ。奇襲。

　ナツキさんを傷つけて、逃げた僕を。ずっと待ち伏せして、食らわす為ためだ。

　僕に、甘くない、一撃を。

「……いただきます」

　ポテサラりんごパンの袋を破る。死刑台の階段を上る死刑囚はこんな気分なのだろう。

　本体を外気に露出させたポテサラりんごパン。

　甘い、いやすっぱい。だけじゃない、香ばしい。一ひと嗅かぎで雄弁にも語り過ぎる芳ほう香こうが飛散する。

　ゆっくりと、口元へと近づけた。

　鼻び腔こうからの呼吸を停止、匂においの粒子の流入を阻止。これで嗅きゆう覚かくの機能は麻ま痺ひできる。

　そして、目を閉じ、視覚情報を遮しや断だん。

　問題無い、心音を、穏やかにして、

　ぱく。

「……ん」

　悪く……ない。むしろ、美う味まい。何がどう作用して美味いと認識しているのかは分からないけど。

「意外とイケルっしょ？　凶悪な存在感とは裏腹にさ～」

　ハルトの咥くわえているパンを、リリィは千ち切ぎり取り、自分も齧かじった。

「絶妙なラインをいってるよね。針の穴を通すようにさ。多分ちょっとでもバランスがズレたらアウトだよね～」

「フィ、フィフィィハン……」

　もぐもぐしてるハルト。嗅きゆう覚かくも味覚も解放し、飲み込んだ。

「ん～？」

「リ、リリィさん……。あれから、ナツキさんは……？」

「ずっと寝てる」

「そっか……」

　しゅん、と表情が曇くもるハルト。

「大丈夫だよ～。オーバーチュアしてたから傷はもう治って、生まれたまんまの姿」

「う、生まれたまんま……？」

「きっと精神的な所を消耗してんだよ。一日寝れば全快だ」

　少しだけ、安心した。そして安心したついでに、余計なことを聞いてしまった。

「リリィさんはさ、何で戦ってるの？」

「うん？」

　リリィの表情は変わらなかった。

「あっ、いや、僕は何だか揺れててさ……ムオンと戦う意味っていうか……。だから、みんなは、何を思って戦ってんのかなって」

　表情は変わりこそしなかったし、いつもどおりのリリィに見えた。

「そんなの。探したら、その時点で理由じゃなくない？」

「え？」

「ハルくんの事は嫌いじゃないよ。だから言うけど、戦うのなんて、理由を求めるもんじゃないし。理由が必要だっていうなら、戦う必要自体、ハルくんにはないんだよ～」

「そう……だよね」

「縁を切るってわけじゃないよ？　これからも普通に話したり、遊ぼうよ。いつでも、本部に来ていいからさ～」

　何だか、それは嫌だ。

　ムオンとも戦わずに、普通に遊ぶ？

　何だかそれは違う気がした。

「急に、何言い出すんだよ……」

「初めて会ったとき、ハルくんと、そのオンガクの能力に期待した。だから仲間になれたらいいなって……仲間が増えるのは、嬉うれしいし。だけど、最初に言ったとおり。やっぱりハルくんは動機が微妙で曖あい昧まい。限りなくゼロ。致ち命めい的てきに」

「……」

「オンガクの強さってのはね、持ってるオン圧あつの大きさや、固有の能力なんてもんじゃなくて、オンガクとどこまで一体になれるか、どれだけ自分のオンガクを知っているかだとウチは思う」

　何も、言葉が出なかった。

「勘違いしないでね？　別に責めてる訳じゃない。声掛けたのもこっちだし、決めるのはハルくん。だけどこの数日、ハルくんと絡んで思ったのは、ムオンと戦うのは、オススメできないって事、かな」

　リリィさんは優しい。それも痛いくらいに。

「リリィさん、ナツキさんに伝えて欲しいんだけど……」

「ヤだよ」

「え」

「ヤ～だよ。何か伝えたいことがあるなら。それはウチにじゃなくて、なっちゃんに伝えなきゃいけないんじゃないかな。自分の口から、直接」

「だけど……何て言えば……」

　ハルトが呟つぶやく。

　それを聞き、リリィは、くっと笑いを堪こらえた。

「な、何……？」

「いや、ね？　なっちゃんも寝ながら同じこと言ってたから。関係ない寝言かもしんないけど……。きっとね、ハルくん。それは極めて、本能的で、純粋で、単純で、純情なことなんだと思う。それを、ハルくん自身が拒絶して、葛かつ藤とうして、迷走しちゃっててさ。だからハルくんは悪くない。もちろんなっちゃんも。それが『普通』なんじゃない？」

「これが、普通？」

「今回は絶妙なラインを少しズレちゃっただけ」

「……」

「なっちゃんなら作戦本部にいるから。夕方には目を覚ましてるんじゃない？」

　リリィは屋上の扉の方へ方向転換した。

「バイバイ、ハルくん」

　表情の見えないその背中に、

「あの……ッ、リリィさん！」

　リリィは、長い髪を揺らし振り返ってハルトを見た。

「……ありがとう、ポテサラりんごパン。美お味いしかった」

　リリィはクスリと笑ったあと、もう振り返らず、扉の向こうへと姿を消した。
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　放課後。

　ハルトは作戦本部へと向かうため、昇降口に向かって廊下を早歩きしていた。

「あ、ハルト」

　前からサクランが歩いてくる。

「サクラン、ごめんっまた明日！」

　返事を交わし、サクランとすれ違うハルト。

「あ、あのさ、ハルト！」

　呼び止められ振り向く。早く本部に行きたいのに。

「……急いでるとこごめん。今日……お昼、どうしたの？」

「え、昼？　売店行って、でも何も買わず屋上行ったよ」

「あ……そうなんだ」

　何か、いつもより歯切れが悪い会話。

「そういえば、サクラン今日、屋上来なかったね」

「あ、うん……」

　やっぱり何か会話がぎこちない。いつも特にハイテンポな会話をしてる訳じゃないけど。

　今日は、どこかテンポがおかしい。

「サクラン、どうかした？」

「ううん、別に何もだよ！　でも……もし、アレだったらさ。ハルトからお昼ご飯、誘ってくれても良かったんだけどな……って」

「うん？　うん、分かった」

　意味が少し分からなかった。どっちからご飯に誘っても、大差ないと思うけど。

「て、てか何も買ってないとか珍しいね……。お昼食べてないんだ？」

「いや、食べたよ。ポテサラりんごパン」

「？　珍しいの買ったんだね」

「もらったから食べたんだけどね」

「え？　……だ、誰に？」

「リリィさん。サクランも一回会ったよね。教室の前で」

「……そ、そうなんだ」

　語尾はほとんど消えかけてた。やっぱり何か変だ。

「……どうしたの？　具合悪い？」

「う、ううん！　全然……？」

「そっか。じゃあ、用事あるからさ」

　去ろうと背を向けるハルト。

　サクランはその背中を止めようとしたのか、一瞬手を上げ、すぐに下ろした。

「ハ、ハルト……！」

「もう、何？」

　ハルトはめんどくさそうに振り向いた。

「……ゆ、遊園地行かない？」

「遊園地……？　どこにあるの？」

「ち、近くに見つけたんだよ」

「それって……」

「遊園地の廃はい墟きよ！　見つけちゃったんだよ！　凄すごくない!?　ねぇ行こうよ！」

「サクラン……おまえ、また襲われたらどうすんだよ！」

「襲われたら？　……って誰に？」

「あ……、違う、あの、事故に遭っただろう!?　まだ怪け我がするぞ」

「大丈夫だよ、ハルトが一緒に居たら。ねっ、行こう！　新しい景色を見たら、気分も爽そう快かいだよ」

「だから別に落ち込んでないって……。もう……サクランは何がしたいんだよ？　なんでそんなに廃墟に行きたがるの？　一人で行くの怖いの？」

「……バカ！」

「は？」

「もぉっ！　ハルトこそどうしたいの!?」

「はぁ!?」

「オンガクを、ちゃんと見て欲しいんじゃないの？」

「なんで、急にその話……」

「だって、我慢してるじゃん」

「……全っ然、我慢してない」

「してるじゃん」

「してない！」

「してるじゃんかっ！　オンガクを耳の奥に押し込んでさぁ、ヘッドフォンして閉じ込めてる！」

「……」

「ねえ、どうしてそんなにオンガクを拒こばんでるの？」

「え……」

　偶然出た言葉だったが、ハルトはサクランの言葉に戸惑った。

「拒むって……どういう、ことだよ……？」

「だから……。なんでそんなに、オンガクを隠そうとするの？」

「……あ、え？　それは……、だって」

「誰かに噛かみ付くかもしれない？」

「……う、うん」

「でも、あの時以来、誰かに噛み付いた？」

　ハルトは、首を横に振った。

「ねぇ、たった一度の失敗にいつまで塞ふさぎ込んでるつもりなの？」

「だって……怖いんだよ、またサクランを怪け我がさせるんじゃないかって」

「……私は最初から気にしてないし、ハルトのオンガクが……す、好きだよ？」

「だから、それが問題じゃないんだって……！」

「じゃあ……！　じゃあ、私が側そばにいなければ良いってこと？」

「な、何言って……！」

「私が側にいる所せ為いで、ハルトがオンガクを出せないなら──」

「そうじゃないって!!!」

「……なら、どうして？」

「わ、分かんないよ……。てゆうかさぁっ！　なんでそんなに僕にオンガクを出させようとするんだよ!?　僕の勝手だろ!?」

「……そっか……」

「どうせ、サクランには分かんないし、それに……」

「『関係ない』？」

「……う、うん」

「…………ふーん！　そう！　じゃあもう勝手にすればいいじゃん、ずっとウジウジ、ウジ虫しとけばいいよ！　一人で遊園地満まん喫きつしてくるもん！」

「危ないから行くなって！」

「『関係ない』んでしょ!?　……全然、私と話してくれなくなったし。知らないところでなんか……楽しそうにしてるし。別に、私とご飯食べなくたって……」

「食べたくないとか、言ってないじゃん」

「と、隣の席の女の子とか、し、心臓ハアト先輩とか！　誰とでも食べればいいじゃん！　い、いつまでも私と食べなくていいんだよ！　……きっとね、その方が……いいよ」

「なんだよ、それ」

「ごめん……私もよく、分かんないや。ハルトの好きにして……。じゃあね」

　サクランは、背を向けて走っていった。

「ちょ……サクラン！」

　ハルトの声を聞かず、サクランの姿は廊下の向こうへと消えた。

「なんなんだよ……」

　よく分からなかったが、不機嫌な時もたまにはあったし、どうせそのうち元どおりになるだろうって、そう思った。

　それよりも、今はナツキさんに話さなきゃいけないことがあるって、そう、思ってた。
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　夕方。

　町の方から離れた山の中。

　山の外周を回るように作られた道路。

　道路の両脇は、鬱うつ蒼そうとした森が続き、ガードレールで隔へだてられている。

　自転車を立ち漕こぎしながら、サクランが坂道の向こうから姿を現した。

「なんだよ、ハルトのやつ……！　心配してっ、あげてんのにっ！」

　ハルトへの鬱憤を、一ひと漕こぎ一漕ぎペダルを踏む力に換えながら、サクランは坂道を上がっていく。

　坂道を上りきり、平へい坦たんな道路になったところで「ふぅ……」と溜ため息を吐つく。

　サドルに座って両脇の森の中を窺うかがいながら、再び道路を進み始めた。

「思ったよりも……遠いな」

　道路と森の間に設けられた、一台の車を停とめられそうな砂利のスペース。

　サクランはそこに自転車を止め、サドルに跨またがったまま、自転車の前の籠かごに入れていたバッグから地図を取り出した。

「この辺だと思うんだけどなぁ……」

　うーん……、と唸うなっていた、そのとき。




「あ」




　耳鳴り。

　森の中に何かがいるような、こっちの様子を見られているような気配。

　視線を感じ、森の中を見つめるサクラン。

　そこには。

「……観覧車だ」

　サクランは地図をバッグにしまったあと、自転車を降り、森と道路を隔へだてているガードレールの方に走り寄った。

　森の木々に遮られているが、観覧車らしき建造物が遠くの方に見えた。

「あった、あった！」

　耳鳴りは、止やんでいた。耳鳴りがしたことも、もう忘れていた。

　サクランはガードレールから、森の中を見る。

「お？」

　下の方へと緩ゆるやかな斜面が続き、草に覆おおわれているが、よく見ると細い土の道が観覧車がある方角へと伸びていた。

「ここから行けそうじゃん」

　自転車の方に戻り、籠かごからバッグを取ると、再び森の方へ。

　サクランはガードレールを跨またぎ、軽くジャンプして斜面の方へと降りた。

「よっ！　……と」

　そのとき、サクランの上着の横ポケットからはみ出ていたケータイのストラップがガードレールの縁ふちに引っかかり、ケータイがポケットからスルリと抜け落ちた。

　サクランはそれには気づいていない。

「ハルトも、来ればよかったのに……。一人じゃ、つまんないじゃん。バカちん……」

　サクランは、草を掻かき分けながら道の奥へと消えていった。




　進めば進むほど、森の木々は暗さを増し、草は地面を覆い、道は地面と同化し、サクランの侵攻を妨げた。

　道路の方から見えた観覧車も、今は見えない。

　気を抜くと見失ってしまいそうな、道の痕こん跡せきを辿たどっていく。

「うえっ!?　ぺっ！」

　サクランの顔に張り付くクモの巣。

　サクランは両手で顔の周りにまとわりついたクモの巣を振りほどこうともがいた。

　そのとき、足を踏み外し体が傾く。

「わっ！」

　一歩先から、斜面の角度が急に鋭角に変わり、サクランは崖がけのようになった地面を滑り落ちた。

「うわぁ！　わっ！　わわわわあわあぁあああぁああああ!!!」

　斜面に茂った草の中を突き進み。薄暗い森の中から、明るい開けた空間へとサクランは飛び出した。
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　作戦本部のリビングには、パソコンモニターの前に座りキーボードを打つアキラの姿があった。パソコンの隣には見たことがない異質な機械が置かれている。

　アキラはキーボードの入力をやめ、背中に背負っていたシロップドロップを机の上に置くと、シロップドロップからプラグを引き出し、異質な機械と接続した。

　リビングにはアキラだけで、ナツキの姿は無かった。

「んー？　どれだっけな……」

　シロップドロップに繋つながれたプラグを左手でグリグリと弄いじるアキラ。

「アキラくん！」

「あ、ハルト先輩！」

「あの、鉄てつ風かぜさんは……！」

「あ、ナツキ先輩は上で寝てます。デジタ先輩とリリィ先輩は買い出しです。……もう、来てくれないのかと思ってました」

「いや、えっと……それ、何やってるの？」

　シロップドロップに繋がれた機械をハルトは指差した。

「これは『インターフェース』ってやつで、パソコンとオンガクを繋いでオンガクの中身をデータ化できる機械なんですけど……それよりあのっ、丁度よかったです！」

「な、なに……？」

「昨日の戦闘のことなんですけど……」

　昨日の失敗を責められる。

　そう思い、ハルトは身構えた。

「戦ったムオンと、その戦闘の一部始終、詳しく教えてくれませんか？」

「え？」

「検証したいんです！　次の戦闘に活いかせるように。前回の戦闘とも比較がしたくて」

「あ……そうなんだ。う、うん……分かった」

　ハルトはナツキの様子が気になったが、すぐに会いに行けるような勇気もなく。

　アキラに、昨日の戦闘の全すべてを話すことにした。




「なるほどですね」

「それで、ナツキさんが庇かばってくれて……あんなことに」

「ハサミ状の触手ですか。……うん、おもしろいですね」

「おもしろい？」

　それはハルトにとって意外な反応だった。

「はい。前回の……ハルト先輩が始めて遭そう遇ぐうしたムオン・コード『双蜥ソーセキ』に続き、かなり変異したムオンですね」

「変異……って？」

「今までは、能力といっても『耳鳴り』と、移動の際に構成物質を粒子化して姿を消す『霧む散さん』だけだったのですが。あきらかに固有能力を備え、多様性を得てます。『双蜥』はおそらくは二体のムオンが融合したタイプ。今回遭遇した『剪刀セントー』は、ハサミ状に変化し独立した触手を持っていた。これは僕の予想なんですが──」

「うん……あ、ちなみにごめん話の途中で……。あの、怪け我がしたナツキさんの具合は？」

「あ、すいません！　盛り上がっちゃって……。えっと。『剪刀』の刃が左胸部を貫かん通つう、胸きよう骨こつ体たいを一部粉砕、第三肋ろつ骨こつから第八肋骨が断裂、第九肋骨粉砕骨折。左肺の下か葉ようを損そん傷しよう……って感じですけど、大丈夫ですよ」

「……それで本当に大丈夫なの？」

「オンガクの体液を共有してますから『目』を潰つぶされない限りは、完治できます。時間は相応に掛かっちゃいますし、直後はオン圧あつも安定しないのですぐ戦闘とかは無理ですけど……。でも、ナツキさんがケガして帰ってくるなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じですから。慣れっこです。まだ降りてきてないから寝てると思います」

「……」

「どうしたんですか？」




　いつだったかデジタが言っていた。

『オーバーチュアなんて、よっぽどな状況にならないと起こる現象じゃねーんだから』

　アキラにもあるのだろう。

　戦う理由が。




「あのさ……。アキラくんは、なんでムオンと戦ってるの？」

「え？」

「こ、答えにくかったら別にいいんだけど……」

「そんなの！　オンガクをもっと知りたいからに決まってますよー！」

「えっ、知りたい、から？」

　アキラの答えは予想外のものだった。

「そ、それだけ……？」

「それ以外に理由があるんですか!?」

　驚きよう愕がくの表情を向けるアキラ。驚愕したのはこっちだ。

「だって、命を懸かけるってことだよ……？」

「そうですよ？　自分がやりたいこと以外の何に命を懸けられるんですか!?」

　即答……だけど、軽い気持ちじゃないんだ。

「本当に好きなんだね、オンガク」

「はい！　僕はオンガクの事をもっと知りたいんです。というかオンガクの全すべてを知りたいんです。オンガクと人を襲う、ムオンも含めて」

　熱い。言葉が熱を帯びているとさえ感じた。

　よく考えたらアキラと二人っきりで話すのは初めてで、今まで真面目で礼儀正しい後輩という印象しかなかった。

　言葉を交わせば、その分だけ知らない一面が見えてくる。アキラの事が知れて良かった。




「僕は戦えないですけど、コイツで良かったって思っています」

　アキラは机の上に置かれたリュックサック型になっているシロップドロップを撫なでた。

「この探索能力があったから、ここにいる。先輩達やハルトさんにも出会えました」

　想おもいは強さ。

　知りたいという想いが……この探索能力を生んだのだろうか？




　じゃあ、僕のオンガクは一体、どんな想いから生まれたのだろうか。

　この『口』は、なんのために？




　何かがハルトの中で引っかかった。

　何かオンガクの重大な秘密に触ふれたような。

　でも、どうせ僕には、理由なんて、何一つ。

　ない。

　だから、ナツキさんに、はっきり言わないといけない。

　僕の『口』から直接。
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　いつの間に気を失っていたんだろう。

「ここは……？」

　柔らかい真っ赤なビニールが、徐じよ々じよに伸びながらサクランの体を受け止めていた。

　そうだ。落ちたんだっけ。少し気を失ってたみたいだ。

　夢を見ていた気がするけど、内容は全すべて忘れてしまった。

　沈み込んでいる自分の体を起こそうとするサクラン。

　経けい年ねん劣れつ化かしていたビニールは、その伸しん縮しゆくの限界を超えて裂さけ、一メートル程の高さからサクランは土の地面へと落ちた。

「あ痛ぇっ!?」

　サクランが落ちたのは赤いビニールの屋根で出来た、おそらくは雨あま避よけの物置だろう場所だった。

「びっくりしたぁ……」

　いててて……と、サクランは服に付いた葉っぱと土を両手で払いながら立ち上がった。

　目の前には、コンクリート製の小さな建物がある。

　何かの施設の裏手側なのだろう、室外機や壁に這はわせられたパイプがいくつもあった。

　その建物越しに、サクランは空を見上げた。

「あ……」

　空を覆おおうように、巨大な観覧車がサクランの目の前にそびえ立っていた。

「遊園地……」

　サクランは、しばらく観覧車を見つめた後、建物に備えられた、開きっ放しの裏口のドアから建物の中へと入っていった。




『おみやげ』と書かれた看板が掛かった建物。

　入り口正面の大きなガラス窓は全て割れている。その中から出てくるサクラン。

　先ほどの、巨大な観覧車がサクランを見下ろしていた。

　観覧車の籠かごは、幾つかが地面へと落ち、地面と激突し潰つぶれ、金属のパーツとガラスが四方に弾はじけ飛んでいる。

　波模様が描かれた舗ほ装そう道どうは、表面の塗装が剥はがれ、灰色のコンクリートが剥むき出しになっている。

　遠くの方に見えるのは、オレンジ色に錆さび付いたジェットコースターの骨組み。

　すぐ近くのメリーゴーラウンドは、雨と風に打たれてひび割れ、首の折れた馬が宙を駆けたまま止まっている。

　メリーゴーラウンドの反対側に見えるバイキング船は、地面に落下し傾き、まるで箱船のようだった。

　ここは、誰もいないワンダーランド。

　忘れることも忘れ去られた、観測されない時間軸の世界。

　旅人のような気分になりながら、サクランはワンダーランドの奥へと入り込んでいった。




　観覧車の反対側へ回ると、そこには野外ステージがあった。

　ステージ側に近づくにつれて低くなっていく観客席。

　サクランはその脇にある階段を下り、ステージの方へと歩いていった。

「あ、ウサギ」

　ステージの中央に、ウサギの着ぐるみの頭が、断頭された罪人の首のように、観客席を向いて置かれていた。

　どこかで見たような。

　ステージに上がる階段を上がり、サクランはウサギに近づく。

　両手でウサギの頭を持ったまま被かぶり、視認用に開けられた、黒い網あみが張られた口の部分から、周りの景色を見た。

　ふと、数メートル先、観客席の中央の通路に「何か」を見つけた。

　対たい峙じする、ウサギと何か。

　サクランはゆっくりとウサギの頭を外し、自分の目で「何か」を見る。

　それは、一つ目の、人のような二本足で立っている、頭と体が一緒になった、腕のない黒い塊かたまり。

　ゆらゆらと左右に揺れながら、サクランを向いていた。

「……なに？」

　黒い塊は、体を裂さいて口を開き、啼ないた。




「ねぇえええええええええええええええええええええええええええええええええ」
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　同時刻、作戦本部にて。

　ピッッッッコ─────ン！！！！！！

　机に置かれたシロップドロップから、けたたましい電子音が響く。

　ギュピッ。

　機械でも肉でもない、そのちょうど中間の物体が擦こすれる様な音と共にリュックから血走った目玉が開き、アンテナが天井を突き刺しそうな勢いで生えて来た。ビンビンだ。

「周辺にムオンの反応です！」

　アキラが声をあげる。

　ムオン。ハサミを持ったムオン。

　ハルトを睨にらみつけたあと『霧む散さん』した。

　逃がしてしまったあのムオン……『剪刀セントー』のことがハルトの脳のう裏りをよぎる。

　そして、最初に出会った不定形のトカゲ。

　二体で一匹のムオン。『双蜥ソーセキ』。

　あの時はサクランと廃はい墟きよの探検に出かけた時だった。

　サクラン、廃墟。嫌な感じがした。

「……どこにムオンは現れたの!?」

「ちょっと待ってくださいね。『シロップドロップ』オーバーチュア」

　シロップドロップは、インターフェースからプラグを引き抜いたあと、アキラに飛びつき、膜のように広がりながらアキラをすっぽりと包み込んだ。

　半透明化し完全な球体に変態。アキラが浮いているのが見える。

　人間大のシャボン玉。その中にアキラがいる。

　これが彼のオーバーチュア。索さく敵てきに特化したオペレートタイプのオンガク。

　アキラがその透明の球体の内側に触ふれた瞬間、様々な文字や数式、グラフや図形が浮かび上がる。

「どこだどこだ……！」

　球体表面に表示されているキーボードの様な部分を慣れた手つきで叩たたく。

　先ほどまでの文字、グラフなどの表示が消え、ある映像に切り替わる。

「ここです！」

　町から少し離れた山の映像。そこにいくつかの光点が点滅している。

「まずい……『群体』です！」

「群体？」

「小さなムオンが大量に集まっている、言わば『巣』の状態です。早く先輩達に知らせないと……！」

「……観覧車？　ここって……まさか！」

　ハルトは光点群を凝ぎよう視しする。

「ここから直線上に北北東へ５・23km地点です。確かここは……」

「遊園地の廃墟……!!!」

　悪い予感が的中。

　ハルトの足下が浮いた気がした。

　実際には浮いたわけじゃない。走り出しただけだ。

　ただ、走り出そうと思う前に、体が先に勝手に動いたのだ。

　ハルトは作戦本部を飛び出していった。

「あっ！　ハルト先輩！　危険ですよ！」

　オーバーチュアを解いてハルトを追いかけようと玄関まで向かうが、アキラの声はハルトへは届かなかった。

「あぁ……！　マ、マズイ……。戦力が十分じゃないのに……！」

　突如、アキラの頭上から声。

「そのマップ、私の携帯にも転送して」

　頭上ではなく、正確には階段からであった。

　その階段の途中に立っていたのは、ジャージ姿のナツキ。

「ナツキ先輩……もう体は大丈夫なんですか？」

「傷は塞ふさがってるし、オン圧あつも安定してる。十分戦える……！」

「デジタ先輩だったら絶対止めると思いますが……分かりました！　すぐに送ります！」




「ハルトくん……」




　ナツキはハルトの置き忘れて言った鞄かばんを見ながら、そう、呟つぶやいた。
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　夕ゆう闇やみ。

　空には、分厚い暗雲。

　街灯がポツリポツリと立っている山道で、ハルトは自転車を走らせていた。

　気がつけば走り出していて、今ここにいる。

　作戦本部を飛び出した時の記憶が曖あい昧まいだった。

　アキラが何かを言っていた気がする。

　結局、ナツキさんに何も伝えられないまま……。

　辺りを見回すが、街灯が照らし出している場所以外は、何も見えない。

「くそ……ッ！　遊園地って、この辺りのはずだよな……!?」

　目的地は馴な染じみの無い町はずれの山奥。正確な位置は分からない。

　冷静に考えれば、アキラと一緒に来るのが正解だった。

「……あ！」

　街灯が、スポットライトのように脇道に停とめられた一台の自転車を照らし出しているのを見つけ、ハルトは急ブレーキを掛けた。

　自転車から降り、籠かごから懐中電灯を取り出したあと、見つけた自転車に近づいた。

　サクランの自転車だ。

　ハルトはその周辺を懐中電灯で照らした。

「あ……」

　ガードレールの上に、ストラップの紐ひもの部分で引っかかった、サクランのケータイを見つけた。電源はすでに切れている。

　それを手に取ると、ガードレールの奥の暗くら闇やみを懐中電灯で照らした。

　暗闇に浮かび上がったのは、斜面を降りられそうな脇道。

「サクラン……」

　サクランのケータイを上着のポケットにしまい、ガードレールを乗り越えた。

　暗闇の中を、懐中電灯の光と共に駆け出す。
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「ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね」

　濁った連続音を発しながら、サクランを追いかけている一つ目の黒い固まり、ムオン。

　サクランは必死になって、ワンダーランドを逃にげ惑まどっていた。

　なにあれ？

　なにあれ!?

　動物でも人でもない。

　おばけ？　幽ゆう霊れい？　妖よう怪かい？　怪物？　モンスター？　怪獣？　エイリアン？　突然変異の生物？

　なんなの!?

　なんで……こんなことになっちゃったんだろう。

「ねぇええええ」

　二匹のムオンが物もの陰かげから飛び出し、サクランの行く手を阻はばんだ。

「ぅわぁあっ！」

　その場にへたり込んでしまったサクランを取り囲む、三匹のムオン。

「あ、あ……」

　サクランは、目の前の恐怖で身動きが上う手まくできず、後ずさることしかできない。

　ムオンは、ジリジリとサクランに近づく。

「ね」

　サクランの目の前にいる一番近いムオンが、口を開き、サクランに飛びかかった。

　サクランは両手を顔の前で交差させ身を守った。

「きゃぁああああぁあ!!!」

　そのとき。

　サクランが、指の隙すき間まから見たのは、歪いびつな輪りん郭かくをした、人影。

　その人影は、サクランに飛び掛かったムオンに、シュートのごとくキックを食らわせ、吹き飛ばした。

　ムオンの体は宙を舞い、サクランの目の前に、ぐちゃぐちゃになった蛍光イエローまみれの塊かたまりになって落ちてきた。

　その上に着地するデジタ。

「うっ……うわぁああ！」

　サクランはどうにか立ち上がり、近くにあった扉の方に逃げ出した。

「え？　ちょっ……おい！　逃げんなよ！」

　デジタは、慌てて呼び止めるが、サクランの耳には届かない。

「ね、ねねね、ね？」

　残りの二匹のムオンは、威い嚇かくしながらデジタから離れていく。

　ジェットコースターの骨組みから飛び降り、着地するナツキとアキラ。

　ナツキが一瞬見たのは、扉の向こうに消えるサクランの横顔。

「え、あの子……」

「あ？　知ってんのか？　ナツキ」

　二匹目のムオンが、デジタに近づき、背面に飛びかかった。

　束つかの間ま。

　ムオンは、輪切りになって、体液をまき散らしながらバラバラになった。

　もろに、体液を浴びるデジタ。

「……おぃ。こら」

　デジタから少し離れたところで、片かた膝ひざをついているリリィ。

「いやー、危なかったねー！」

　空中分解したムオンの背後にいたのはリリィ。

　いつもどおりの邪じや気き無き笑顔で。

　リリィのスカートの中、尾骨の辺りから、ピンクと白の縞しま模も様ようの、サソリの尻尾しつぽのような、鋼はがねの鞭むちのような、長い尻尾が生えていた。

　それが、心臓ハアトリリィのオンガク『ピットアパット』のオーバーチュア形態。

「てめぇ、バラバラにする必要なかっただろうが！」

　残っていた一匹のムオンが叫んだ。

「ねぇぇええぇえぇええええぇぇえぇぇぇぇぇぇぇええ！！！！！！！」

　どこからともなく、さらに三匹の小型ムオンが現れた。

「ねねねね」

「ねっ」

「ねーねー」

　デジタとリリィの前に立ちふ塞ふさがる四匹のムオン。

「……ったく。ナツキ、アキラ。お前らでさっきの女を追っかけろ。ここは俺とくそリリィでやる」

「くそって言うなっ！」

「りょ、了解です！」

「……分かった。二人とも、気をつけてね」

「おう」

「なっちゃんもね～！」

　サクランが逃げ込んだ、従業員出入り口へと入っていくナツキとアキラ。

　背中合わせに立つデジタとリリィ。

「さぁて、雑ざ魚こはさっさと……」

「ちょっと待って、デジ。なんか……変だ」

「何が？」

　目の前にいるムオンが小こ刻きざみに震えている。

　その内の二匹が隣にいたムオンに噛かみ付き、飲み込んだ。

「どうなってやがる……」

　残ったムオンは、融合し、膨ぼう張ちよう。

　体は黒い靄もやのようなものに包まれ、ゆらゆらと揺らぎ、長い尻尾しつぽと、爬は虫ちゆう類るいのような四本の脚きやく部ぶが側面から飛び出した。

　そして、歪いびつに並んだ二つの目玉がデジタとリリィを睨にらみつけた。

　その姿は、ナツキが戦ったムオン『双蜥ソーセキ』、そのものだった。

「ねぇええぇええええぇえええぇぇええぇええ」

「なっちゃんが戦ったやつと同じ……？」

「こいつら……幼体じゃなかったのか!?」

　二匹の『双蜥』は背面から黒い触手を、デジタとリリィに放つ。

　二手に分かれて避よけるデジタとリリィ。触手が地面を砕くだく。

「なんにせよ、やるしかねぇ。行くぞリリィ！」

「デジ！　どっちが先に片付けるか、勝負しよっ！」

「はぁ!?　お前、勝負とか言ってる場合──」

「ウチが勝ったら、カレー、超甘口にしてね」

「……俺が勝ったら？」

「明日の料理当番、ウチがやる」

「……ったく。それ全然、フェアじゃねぇな！」

　デジタは苦笑いを浮かべ、リリィと共に二匹の『双蜥』に向き直った──。





　　　＊






　両壁に扉が続く、真っ暗で真っすぐな廊下。

　別の廊下と直角に交わった奥の物もの陰かげに、サクランは両足を抱かかえて隠れていた。

　必死に、震える体と、嗚お咽えつになりそうな呼吸を抑え込んでいる。

「誰か……」

　サクランはぎゅっと、両足を抱え、顔を膝ひざに埋うずめた。

「ハルト……！」

　ゆっくりとした足音。

「!!!」

　誰かが？

　何かが？

　どこからか、近づいてくる。

　口を押さえて、サクランは息を殺した。

　体が恐怖で震える。

　ゆっくり近づく、足音。

　もっと物陰の奥へと隠れようとサクランは後ずさる。

　そのとき、地面に落ちていたガラスを手で割ってしまう。

　パキッ。

「……痛っ！」

　ガラスが割れ、音が鳴った。

　同時に止まる足音。

　サクランの右手の平から流れる赤い血。

　足音が、再び近づき始めた。

　先程までより速く、サクランの居場所がバレたのか、一気に近づいてくる。

　できる限り、存在を消すように、小さくうずくまるサクラン。

　もうだめだ……。

　足音が、止まり。聞き覚えのある、少年の声がした。

「──サクラン」

「……え？」

「サクラン」

　サクランを二度呼ぶ声。それはハルトの声だった。

「ハルト!?　助けにきてくれたの!?」

　ヨタヨタと立ち上がるサクラン。

「ハル……」

　廊下の方へ身を乗り出そうとするサクランの背後から、白く細い腕が伸びていた。

　その白い手はサクランの喉のど元もとに伸び、口元を覆おおい引き寄せた。

「ふぐっ!?」

　同時に、サクランの目の前を、

　シャキンッ！

　巨大なハサミのような二枚の黒い刃が折り重なった。

　そのハサミの向こうには、

　黒い、異い形ぎよう。

「サクランサクランサクランンンンンンンンンンンンンンンンン」

　ハルトの声でサクランを呼んでいた。

　ムオン。目玉の表面にヒビが入っている『剪刀セントー』。

　そして、背後から聞こえる少女の声。

「落ち着いて」

「……!?」

　サクランを引き寄せたのは、ナツキだった。サクランの口から手を離すナツキ。

「あ……」

「サクランさん、だよね？」

「は、はい。どうして……？」

「助けにきたの」

「ハ、ハルトの声が……」

「そう錯さつ覚かくしているだけ。こいつらは、そうやって引き寄せて、人を襲う」

　サクランに背を向け『剪刀』の前に立ちはだかるナツキ。

「目の具合はどう？」

『剪刀』に向かって話し掛け、ネッカーキューブのプラグを耳に繋つないだ。

　甲高い振動音と共に空間が揺れ、虹色の粒子が宙を舞う。

　ナツキの右腕と一体化し巨腕と化すネッカーキューブ。

　サクランの方に振り返り、ナツキは言う。

「下がってて」

「あっ!!!」

　ナツキの首を挟はさむように、ハサミが閉じるのを見て、サクランは叫んだ。

　次の瞬間、ハサミが閉じるよりも早く、ナツキはしゃがみ刃を避よけ、ムオンの体にオンガクの拳こぶしを叩たたき込んだ。

「[image: ]ぇええぇぇええええぇえぇえぇええぇええ！！！！！！！！」

　奇声を発し、涙のように黄色い体液を目の縁ふちからぶちまけながら後ずさったムオンは、廊下の壁を突き破って逃走した。

　サクランの後方の廊下の角を曲がって、アキラが合流する。

「ナツキ先輩！」

「アキラくん、この子を……サクランさんをお願い。私は、さっきのムオンを追う」

「一人じゃ危険です！　僕も一緒に……」

「サクランさんを連れて戦う訳にはいかないよ、一緒にここから脱出して」

「……わ、分かりました。でも無む茶ちやはしないでください！　……サクランさん、僕と一緒に逃げましょう」

　サクランの手を取るアキラ。サクランはその手を握にぎったあと、ナツキの方を見て、

「あの……ナツキ、さん」

「なに？」

「ハルトも、戦ってるんですか……？　あんな、怪物と……」

「……」

「あなたが……！　あなたが、巻き込んだんですか……!?」

　ナツキは俯うつむいたまま、言葉に詰まった。

「どうして、ハルトを……！」

「それは……彼が…………」

　それは言い訳だったかもしれない。

　何よりハルトの友人を、ハルトを大切に思う人間を、騙だますことができなかった。

　傷付けたくなかった。

　自身の感情を優先してしまった。

　サクランはナツキへと歩み寄る。力強い足取りだ。

　その時、サクランの手を掴つかみアキラが引く。

「サ、サクランさん、今は早く逃げないと！」

　アキラに強引に手を引かれて、ナツキから離れていくサクラン。

　一人残るナツキを、サクランは走りながら振り返って見た。

　その眼まな差ざしに籠こもった感情は──。





　　　＊






　地上。

　地下の入り口から、アキラに手を引かれて走って出てきたサクランは、バシャッと水たまりに足を突っ込んだ。

「なに……これ？」

　それは、辺り一面に広がる黄色い液体の水たまり。

　突然、目の前に巨大な何かが降ってきて、水たまりが飛散し、黄色い俄にわか雨あめが降った。

　空から降ってきたものは、体中を切り裂さかれ、解かい剖ぼうされかけのトカゲのようになった『双蜥ソーセキ』だった。

　片目を潰つぶされた『双蜥』は、釣り上げられた魚のように口をパクパクさせたまま、這はいずり、目の前のサクランの方へとにじり寄る。

「ね……ねぇ……」

「ひっ……！」

　後ずさるサクラン。

　次の瞬間、『双蜥』の残っていたもう一つの目玉に剣のような金属質が垂直に突き立てられた。

「ね……あぁ……ぁ」

　目玉から体液を溢あふれ出させ、『双蜥』は活動を停止した。

　サクランは、その金属質を見上げる。

『双蜥』の死し骸がいの上に立つ、尻尾しつぽの生えた人影。

「あ……サクランちゃん……」

　リリィは、目玉から尻尾を引き抜き、サクランを笑顔で見下ろた。

「え？　……あっ、は、心臓ハアト……先輩？」

　その体には、切断された黒い触手が何本も突き刺さっていた。

　リリィはふらっと倒れ、死骸の上から滑り落ちた。

「あっ！」

　アキラはリリィの元に駆け寄り抱き起こす。

「大丈夫ですかリリィ先輩!?」

「ダイ……ジョブ、デジを援えん護ごしに行かなきゃ……」

「そんな体じゃ無理ですよ!!!」

　リリィは、アキラの制止を聞かず、デジタが戦っている方へと走り出した。

「リリィ先輩!!!　……サクランさんは近くに身を隠して！」

「は、はいっ……！」

　アキラはリリィの後を追って走り出し、サクランは、一番近くにあったアトラクションのコーヒーカップの中に隠れた。




　ジェットコースターの骨組みにしがみついている、もう一匹の『双蜥』。

　鉄骨の骨組みの間を、無数の触手をかわしながらデジタを高速で追いかける。

「あぁ!!!　ウッゼぇ!!!」

　隙すきを窺うかがっていたデジタだが、いつしか触手を躱かわすのが精いっぱいになっていた。

　スピードと立体のヒット＆アウェイで軽く翻ほん弄ろうするつもりだったが……。

　防戦一方。

「隙……隙さえできればテメェなんか……！」




　玉ぎよく砕さい覚悟で、突撃を掛けるしかないか……。




　デジタは骨組みの上へと昇り、『双蜥ソーセキ』の真上、遥はるか上空に向けてジャンプし、空中からその姿を捉とらえた。

　骨組みの最上部で動きを止め、デジタを狙ねらって触手を放つ『双蜥』。

「行くぜ……！」

　覚悟を決めたように目を見開き、触手に向かって急降下する。

　左ひだり脚あしのロケットが一瞬、大きく点火した。

　その刹せつ那な、デジタのスピードは三倍以上にも及ぶ。

「……ッッ!!!」

　しかし、それだけデジタの体に掛かる負荷も大きい。

　この状態で攻撃が直撃すればダメージは何十倍にも膨れ上がる。

　しかしそれは、こちらの攻撃にも、向こうの攻撃にも当てはまる。

　触手がデジタを襲う。

　右肩、左腕、横腹、右腿を貫つらぬかれても、加速を止めないデジタ。

「おおおおおおおおぉおぉおおおおおお！！！！！」

　ふ、と意識が軽くなる。安心したのか、油断したのか。

　違う。死。死が見えた。

　眼前、鼻の先に触手の先端が来ていた。

　これは躱せない、と本能が意識した。体が生きることを諦あきらめていた。

　デジタの意志とは無関係に。

　触手の先端が、デジタの眼鏡の左レンズを砕くだき、貫かん通つうし、

　デジタの左目を、

　逸それ、左耳を抉えぐった。

　デジタが避よけたのではなく、触手が逸れた。

「ねッ」

　それはムオンの悲鳴だった。

『双蜥ソーセキ』の脚きやく部ぶを一本、リリィの尻尾しつぽが切断したからだ。

「デジっ！！！！！」

　少し離れた骨組みの最上部から叫ぶリリィ。

　巨大ムオンは明らかにバランスを崩している。

「ねぇえええぇえぇえぇえええぇえぇえぇえぇぇえぇえ！！！！！」

　野太い巨大ムオンの悲鳴。

　やるしかない。

『双蜥』の目玉に数十倍の重力が掛かった左ひだり膝ひざ蹴げりを入れ、もう一つの目玉に左ひだり肘ひじのエルボーを連撃。

「うおおおおおおおおおおおお！！！！！」




　ゴゴォンッ!!!




　目玉を砕くだき、『双蜥』がしがみついていた足場の骨組みをへし折り、そのまま地面まで巨体を叩たたき付け、舞い上がった噴ふん煙えんにデジタの姿が消えた。

　へし折られたジェットコースターの骨組みがバキッバキッと分解を始め、倒とう壊かいしていく。

　横向きになって倒れていく鉄製の骨組み。

　その下には、サクランが隠れたコーヒーカップのアトラクションがあった。

「え、え……？　ウソ、こっち!?」

　コーヒーカップの中から飛び出し、サクランは必死に逃げ出した。

　その直後、一本の骨組みがサクランが隠れていたコーヒーカップを貫つらぬく。

　バラバラと降り注ぐ鉄骨の破片と、みるみるうちにサクランの頭上に迫る骨組み。

　もう、逃げ切れない。

　その時。

　誰かがサクランに飛び掛かった。

「あ!?」

　凄すさまじい音を立てて、落下した骨組みが地面にめり込み、地じ響ひびきが轟とどろいた。

　衝しよう突とつで巻き上がった風が、噴煙を吹き飛ばし、地面から這はい出るボロボロになったデジタの姿を露あらわにした。デジタの足下で『双蜥』は目玉を砕かれ、すでに事切れている。

　デジタは倒壊した骨組みを横目で見て。

「……遅ぇんだよ」

　ジェットコースターの上で、アキラに抱きかかえられているリリィ。

「やるじゃん……」




　落下した骨組みの隙すき間まに倒れているサクラン。




　そして、庇かばうように、ハルトがサクランを抱きかかえていた。




「サクラン！　怪け我がしてない!?　大丈夫!?」

「ハル……、ハルト……!?」

　ハルトに抱きついて泣きじゃくるサクラン。

「サクラン……ごめん。一緒に行けばもっと早く助けられたのに……」

　ハルトとサクランの方へヨロヨロと歩いてくるデジタ。

「ったく……。オーバーチュアもしないで……死にに来たのかよ」

　ボロボロのデジタを見やるハルト。

「……死にかけはどっちだよ」

「はっ！　ふざけやがって。戦う理由、気づけたのか？」

「それは……分からない」

「……はぁ？」

「それでも……。僕は戦わなきゃ……！　誰かを傷つけたままなんて、嫌だ！」

「……だったら、理由以上の、その気持ちが本物かどうか……証明してみせろよ。お前が、自分の気持ちを本当に信じられるなら……応こたえてくれるはずだからな……！」

「……ありがとう……」

「まだ認めた訳じゃねぇよ馬鹿野郎。お前しかもう、戦えるやつがいねぇ……ナツキは地下で戦ってる。今度こそ、守ってみせろ！」

「……分かった！」

　地下の入り口に歩き出すハルト。

　サクランは、ハルトの腕を掴つかんだ。

「ハルト……なにするの？」

「サクランは、みんなと一緒に居て」

「だめだよ！　殺されちゃうよ!!!」

「でも、行かないと……」

「なんで、なんでハルトがこんなことしなきゃいけないの!?」

「もう……我慢も、後悔もしたくない。きっと──」

　ヘッドフォンを外し、首に掛けるハルト。

　右耳から、バレットリグレットが這はい出し、ハルトの頭をよじ上り天辺てつぺんに居座り、サクランを見つめた。




　サクランは、バレットリグレットを見つめ返す。




「こいつも、そう思ってると思うんだ……！」




「……ハルト」

「だから……絶対、戻ってくるから」

　サクランの手を放し、地下の入り口に駆けていくハルト。

「ハルトー!!!」





　　　＊






　ナツキが『剪刀セントー』の後を追って辿たどり着いたのは、巨大な地下空間。

　おそらく、機材搬はん入にゆうのための倉庫だったのだろう。

　四角い鉄筋コンクリート製の支柱が、天井を支えている。

　ナツキはその空間の中央を歩き、警戒しながら、ムオンを探していた。

　微かすかに、カタカタカタ……と、虫が這はいずり回るような物音が聞こえる。

　ナツキの背後、支柱の間を過よぎる黒い影。

「……！」

　振り返るナツキ。すでに気配はない。

　すぐに、ナツキの右側を影が過った。

「……」

　静せい寂じやく。

　ナツキは、ネッカーキューブを構えた。

　その静寂の中ではっきりと聞こえたのは、すぐ足下で、水滴が落ちた音。

　それは、黄色い液体の雫しずく。

「!!!」

　真上を見上げるナツキ。

　それと同時に、何本もの黒いプラグの触手が、ナツキが立っていた頭上から降り注いだ。

　ナツキは咄とつ嗟さに飛び跳ね触手をかわす。

　触手が地面に突き刺さりコンクリートを砕くだき、噴ふん煙えんを上げる。

　前転をしたあと、地面を滑りながら停止するナツキ。舞い上がる粉ふん塵じんの上空の天井を見上げた。

　そこには、ナツキの方を見開いた目で凝ぎよう視しして、吐き出された小腸のようないくつもの触手を背面から垂らし、天井にしがみついている『剪刀』がいた。

「ねぇねぇねぇ」

『剪刀セントー』は触手をズルズルと背中にしまい込み、

「ねぇええぇええええぇぇええええ！！！！！！！！！！」

　天井から、ナツキに飛びかかった。

　ナツキはネッカーキューブを楯たてのように構えた。

　直後、ぶつかり合うナツキと『剪刀』。

　ナツキは『剪刀』の爪つめをネッカーキューブで受け止めたまま、組み敷かれている。

　ナツキの眼前にある『剪刀』の巨大な目。

　ナツキは左ひだり拳こぶしでその目を連続で殴りつけた。

　バキンッ！　と、目の表面にヒビが入った瞬間、『剪刀』は腕でナツキを放ほうり投げた。

　空中で一回転し、地面に着地するナツキ。

　直すぐさま右腕を構えようとするが、

「あ、あれ……？」

　ネッカーキューブと一体化している右腕が動かず、だらんと地に垂れている。

「なんで……？　オン圧あつが……！」

　その隙すきを見逃さず、『剪刀』の触手がナツキに向かって放たれた。

「!!!」

　ナツキは咄とつ嗟さに左手でガードするが、間に合わない。

　ズグッ。

「ああああああああッッッ……！」

　触手は、手の平を貫かん通つうし、ナツキの左胸に突き刺さった。

　引き抜かれると同時に、ナツキの胸から黄色い体液がシャワーのように噴き出し、ナツキは左手で胸の傷を押さえながら、そのまま、後ろ向きに崩れるように倒れた。




　ドサッ……。




「ナツキさん!!!」

　倒れ込んだのは、固く冷たい地面ではなく、温かいハルトの腕の中だった。ハルトの頭の上に、バレットリグレットが乗っている。

「ハルト……くん？」

「ナツキさん、ごめん……！」

「……来て、くれたんだ」

「……ずっと、考えてたんだ。僕にとって戦う理由ってなんだろうって、でも、やっぱり理由なんてどうでもよかったんだ」

　バレットリグレットから突き出すプラグ。

「助けてもらったあの日、あの時から、僕がどうするかなんて決まってたのに……。ただ、怖がってただけなんだ……！」

　ハルトは、プラグを掴つかみ、右耳に突き刺した。

　膜状に広がり、ハルトの頭を包み一体化するバレットリグレット。

「ハルトくん……」

　ナツキは、オーバーチュアしたハルトの顔に、左手を伸ばした。

「今度こそ、今度こそ守ってみせ──」




　ドスッ……！




　しかし、その手は、ハルトには届かなかった。

　ナツキの目の前から、ハルトが消えた。

　ナツキの網膜に映ったのは、黒い二枚の刃がハルトの側頭部と腹部を貫つらぬき、吹き飛ばす瞬間だった。

　壁に串くし刺ざしにされた後、引き抜かれる刃。吹き出す体液。光を無くした目。

　ハルトの体は、そのまま地面に落ち、壊れた人形のように壁にもたれ掛かった姿勢で、動かなくなった。

「──ハルトくん！！！！」




　遠のいて行く意識の中で声が聞こえる。




「ハルトくん……目を……目を覚ましてっ……！」




　最初から、決まっていたんだ。

　言いたい事なんて一つだし、その気持ちに、『理由』なんて、なかったんだ。




「ハルトくん……！　ハルトくん……！」




　黄色い体液まみれのハルトを抱きかかえているナツキ。

『剪刀セントー』はハサミを閉じ、刃の切っ先をナツキに向けた。




　そして、放たれる刃。




　──バギンッッッ！！！！！！！




　思わず目を瞑つぶり、ハルトの体を強く抱きしめた。

　しかし、想像するような衝撃は無く、残響が散った後の静せい寂じやくを、ナツキは知覚した。




「……？」




　ナツキの顔の横。伸ばされた腕。

　その腕が、ハルトの手の平が、ナツキのすぐ背面で刃を受け止めていた。

　ハルトは目を開き、ナツキを見つめていた。

「ハルト……くん……！」




「──逆光が、焼き付いたんだ」




「……え？」




　立ち上がるハルト。







「──僕は、君が好きだ」




　ハルトの両目が蛍光ピンクと黄緑色の円模様へと変わっていく。

　ナツキは、ハルトを見つめていた。

「僕に戦う理由なんてなくて、この感情だけが今までずっと疼うずいてた」

　虹色の波は紋もんが、ハルトを中心に渦うずを巻き、空間に浮かび始めた。




　デジタを助けた時。いや、もっと前からだ。

　作戦本部を飛び出した時、意思ではなく、脊せき髄ずい反はん射しやのように動いた。

　アキラくんから戦う理由を聞いた時から。

　デジタが怒った時から。

　リリィから変なパンを食べさせられた時から。

　もっとだ。

　ナツキさんを傷付けた時。

　いや、もっと、もっと。

　彼らと出会った時。

　もっと、もっと、もっと。

　サクランと廃虚を探検した時。

　いや、もっと前──




「僕は君を、守りたい」




　オンガクを、バレットリグレットを繋つないだ時。

　──もっと──！




「君と一緒に──」




　開口。




「──君と一緒にいたい！」




　そして、




「ギィイイイィィイイィイイィイアアァアアアアアァアアァアアアアアアアァアアアアアアァアアアアァアアアアァアアァアアァ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」




　絶境を越えた先の、絶叫。

　彷ほう徨こうを掻かき消す、咆ほう哮こう。




　天を仰あおぎ貫つらぬくかのように、少年の衝しよう動どうが形を得たように、開かれたオンガクの口から、熱い蒸気と共にそそり立った、鈍にび色いろに光る重機械のランドマーク。

　それは、




　六砲身ガトリング回転式20mmキャノン砲。

　通称、Ｍ61バルカン。




　バレットリグレットの表面から、血管が千ち切ぎれて吹き出した血液のように黄色い体液が噴き出している。

　しかしそれを気にもしないまま、ガゴンと、銃身を持ち上げスピンアップを始め。

　斉射。

「ヴァアアアアアアアアア───────────────────────────────────！！！！！！！！！！」

　巨大な蜂はちの羽音のような射撃音が響き、毎秒七十発を超えるプラグ型の弾丸で『剪刀セントー』を撃つ。

　着弾。

　その凄すさまじい反動を抑えられず、仰あおぐように反り返るハルト。

『剪刀』の周囲に、広がる弾幕。

　舞い上がった弾幕の横から、煙の帯を引いて飛び出す『剪刀』、体の左側面がハルトの射撃によって抉えぐられ、左腕は吹き飛ばされていた。

「ねぇええぇえええぇええぇええぇぇええええええ！！！！！！！！！！！！！！」

『剪刀』はハルトに向かって突撃してくる。

　再び狙ねらいを付けるハルト。

　間隔を空けて、バースト射撃を繰り出し、迎え撃つ。

『剪刀』はジクザクに駆け斉射をかいくぐり、柱に身を隠しながらハルトに近づく。

「……速いッ！」

『剪刀』の動きに翻ほん弄ろうされ射撃が当たらず、柱を粉砕していく。

　連続射撃でオーバーヒートし、発熱で赤みを帯び始める銃身。

　遅くなる射撃速度。

　それを見計らい、『剪刀』は空中から地面へ降り、一直線にハルトに襲い掛かった。

「!!!」

　ハルトは、バルカン砲を口の奥にゴブッっと飲み込む。

　しかし同時に、『剪刀』の右腕の爪つめが、ハルトの体をガードした両腕ごと貫つらぬいた。




　ドゴォッッッ!!!




　叩たたき付けられたハルトの体がコンクリートの地面を砕くだき、地面に沈む。

『剪刀』はさらに力を込め、爪を突き刺したまま、バキバキとハルトの両腕の骨を砕いていく。

「あああああッッッ!!!」

「ハルトくん!!!」

　動かないネッカーキューブをどうにか持ち上げ、ハルトの方に駆け寄るナツキ。

『剪刀』は、近づくナツキに向かって背面から触手を放つ。

　触手をぎりぎりで避よけるのが精一杯のナツキは、ハルトの方へ近づけない。

「ナツキさん!!!　下がってて!!!」

『剪刀セントー』はハルトを押さえ込んだまま、巨大な目を、静かに閉じた。

「え……？」

　ボコボコと閉じられた瞼まぶたの中が蠢うごめき、そして瞼が見開かれた。

「！？！？」

　その瞼の中に『目』はなく、鮫さめのような歯が何層にも連なった『口』と化していた。

　その口で食らい付こうとする『剪刀』。

　ハルトは押さえ込まれている『剪刀』の右腕にオンガクの口で噛かみ付き、『剪刀』の腹部を蹴けり込んだ。

「[image: ]ッ……!!!」

『剪刀』は蹴り飛ばされ、ハルトに噛み付かれていた右腕は引き千ち切ぎれた。

　天井を支える支柱を砕くだき、逆側の壁まで吹き飛ばされる『剪刀』。

　壁と衝しよう突とつし噴ふん煙えんが上がる。

　ハルトは立ち上がったあと、体に突き刺さっていた『剪刀』の右腕を引き抜く。

「くそッ……！」

　ハルトはよろめき、地面に片かた膝ひざをついた。

　ナツキはネッカーキューブを引きずりながらハルトの方に駆け寄り、左腕で体を支えた。

「大丈夫!?」

「まだだ……！」

　噴煙の中から、ズンッと一歩を踏み出し、両腕を失った『剪刀』が姿を現した。

「ねぇねぇねぇ!!」

　ハルトとナツキをギロリと見み据すえ、ハサミを二人に向かって構えた。

「あいつ……！」

　ハサミの二枚の刃を交互に交差させながら捻ひねり、巨大な螺ら旋せん状じようの槍やりを作り出していく。




　ハルトは『剪刀』を見据え、開口した。

　口内から吐き出し、出現させたのは、




　Ｍ５００リボルバー。その銃身。




「ナツキさん、一緒に……」

　側頭部と後頭部をを引き裂さいて、弾倉のシリンダーと、グリップと引き金が突き出された。

「……うん」

　ナツキは、ネッカーキューブでハルトのグリップを握にぎった。

　重たい撃鉄が、後頭部の後ろへと、徐じよ々じよにスライドしていく。

『剪刀セントー』は、ギリギリと槍やりを捻ひねり収束していく。

　撃鉄がガチリと鳴り、捻りが止まった。




　ハルトとナツキは同時に叫んだ！




「いッ……!!!」

「ッけええええええええええええええええ！！！！！！」




　ムオンはギリギリと限界まで捻り収束した槍を放ち、

　ハルトは渾こん身しんの弾丸を撃ち出した。

　音速を超えた槍が、一直線に槍がハルトへと伸びていく。

　バレットリグレットから放たれた一発の弾丸は、ハルトとナツキの眼前まで迫った黒い槍の先端と──




　衝しよう突とつ。




　そして、槍の先端を砕くだき、内部を貫つらぬき、




　バキッ……!!




『剪刀』の眼部を撃ち抜き、目玉の中心に空いた銃じゆう痕こん。

　ガラスが割れるように、目玉がひび割れ、体液が噴き出し破裂した。

　その瞬間、目を中心に渦うずを巻き、一点に収束していく『剪刀』の体。

　そして、




　閃せん光こうと爆発が、起こった。





　　　＊






　地上。

　デジタは鈍にぶい地じ響ひびきに気づいた。

「なんだ……？」

　それが次第に強い振動へと変わっていく。

　メリーゴーラウンドが陥かん没ぼつを始め、そこを中心に地面にヒビが入り、四方に広がっていく。次第に、メリーゴーラウンド周辺が地面に飲まれ始めた。

「なんかヤバいよデジっ!?」

「あいつら、下で何しやがったんだ!?」

　デジタはアキラを、リリィはサクランを掴つかんでその場を離れると、あっという間に今いた場所も崩れ落ちていった。

　ジェットコースターも、バイキングも、コーヒーカップも、ゴーカートも、お化け屋敷も、ミラーハウスも、全すべてが、噴ふん煙えんと共に地中へと崩れ去っていく。

　デジタたちは崖がけの上の道路まで退たい避ひしていた。

「どうなってんだよ……」

「ギリギリ、セーフだったね」

　リリィに抱きかかえられ、サクランはその光景を見つめていた。

「ハルト……！」




　地じ響ひびきと陥没が治まった後には、遊園地は跡形もなく崩壊し、巨大なクレーターに飲まれた、瓦が礫れきの山になっていた。

　アトラクションだったものたちが、噴煙の中に見え隠れしている。

　その、クレーターの中央。ジェットコースターの車両を退どかして、ハルトが姿を見せた。




「だ、大丈夫……？　ナツキさん」

「……大丈夫。埋うもれるかと思った……」

「デジタたちは、無事かな……」

「私たちが無事だったんだから、きっと大丈夫だよ」

　ナツキに手を差し出すハルト。

　ナツキはその手を掴み、立ち上がり、ハルトを見て微笑ほほえんだ。

　瓦礫の中立ち上がる二人。




　いつも、楽しい訳じゃない。

　近づけば、傷つけるときもあるかもしれない。

　言葉では、伝わらないかもしれない。

　感情が、溢あふれ出すかもしれない。

　それでもいい。

　それでもいいんだ。

　──もう、後悔はしない。




　遠くから、デジタ達が駆け寄ってくる声が聞こえる。

　とりあえず、今はいろいろ考えるよりも、

　みんなでカレーが食べたいって、ハルトはそう、思った。



















　土曜日。

　午前中に授業が終わり、お昼過ぎからみんなで作戦本部に集まっていた。

　アキラはパソコンモニターに向かい、遊園地での戦闘のデータを入力し、分析をしていた。インターフェースにシロップドロップと、ハルトのバレットリグレットが繋つながれている。ハルトはアキラの横に座り『剪刀セントー』との戦いの一部始終を説明し終えた。

「ふむふむ……。『バルカン砲』の出現と、ナツキ先輩のネッカーキューブとの合体……と呼びましょうか。また興味深い現象ですね。……頭は大丈夫です？」

「……？」

　ハルトは怪け訝げんな顔をしてアキラを見た。

「え!?　『剪刀』の触手でバレットリグレットごと頭を貫つらぬかれたんじゃ……？」

「あ……。う、うん大丈夫みたい。その瞬間は、覚えてないんだけど、気づいたら……」




　ナツキさんに『好き』って言ってたんだ。




「……ハルト先輩？」

「あ、いや……。き、気づいたら、ムオンを倒してた。初めて戦ったときにみたいに！」

「なるほど……頭部損そん傷しようによる記憶障害？　オン圧あつの上昇が影響？　いや、それとも頭部と一体化するハルト先輩のオーバーチュアが……」

　アキラはブツブツ言いながら、思考に没ぼつ頭とうし始めてしまった。

　台所から、ご飯が盛られたお皿を運ぶエプロン姿のサクランが出てきた。

「ハルトー、ご飯できるから、心臓ハアト先輩と鉄てつ風かぜ先輩呼んで来てー」

「はーい」

　ハルトは縁側の方に行き、庭からちょっと離れたところでオーバーチュアしているナツキとリリィを呼んだ。

「おーい、ご飯できたよー！」

　その声に対して、リリィが応こたえる。

「ほ～い！」

　オーバーチュアを解いて、汗だくのリリィが庭から縁側へと駆け上がってきた。

「アっツいっ！　もう夏だねこれは！」

　サクランは、用意していたタオルとコップに入った麦茶をリリィに手渡した。

「心臓せんぱいッ！　お疲れさまです！」

「あ～、ありがとう、サっちゃ～ん」

　ハルトはその様子を見て、難しい顔で呟つぶやく。

「……サクラン、なんでそんなマネージャーみたいなことやってんだよ？」

「だって、マネージャーだもん」

「部活じゃないのに、マネージャーって……」

「い～じゃんい～じゃん！　気が利くマネージャーがいると助かっちゃうよ～」

　遅れて庭に歩いてきて、ナツキは縁側に座った。

「鉄てつ風かぜ先輩もお疲れさまです、どうぞ」

　サクランはしゃがんで、ナツキにもタオルと麦茶を手渡した。

「ありがとう、サクランちゃん」

「いえ……このくらい全然っ！」

　サクランはまた台所の方へと歩いていった。

　サクランの接し方が、リリィさんよりナツキさんへの方がぎこちなく感じたが、きっと気のせいだろう。

「……ナツキさん、ネッカーキューブ大丈夫そう？」

　先日の戦闘中かなり無理な戦い方をしたナツキとリリィは、お互いにウォーミングアップをして、オンガクの動作を確認していた。

「大丈夫。ちょっと無む茶ちやだったかな。しばらくは大人しくしとくよ。次の戦闘に備えとかないとね」

「次からは……、僕もちゃんと戦えるから、あの……」

「うん、頼りにしてる。だから安心して休むよ、ハルトくん」

「……ありがとう」

　リリィが居間から声を掛けてくる。

「お、遊園地の廃はい墟きよ、ニュースでやってるよ～」

　ナツキと一緒に居間の方へと行くハルト。

　テレビのニュースには「廃墟ガス爆発事故と関連？」という見出しで、ヘリからの空撮で遊園地の廃墟が映っていた。




　──あの日、僕はムオンと戦って『叫んだ』。




　遊園地での戦闘後、すぐに『イオミック』が事後処理を行い、翌日早朝のニュースで、表向きには地じ盤ばん沈ちん下かによる陥かん没ぼつ事故として発表された。

　あの戦闘で、抑え込んでいた自分の気持ちとも、やっと向き合えた気がする。

　そんな気でいたから、バレットリグレットにも何か変化が起きるんじゃないかと思ったんだけど、そんなことは、全然。バレットリグレットは相変わらず勝手に動き回るし、僕の言うことなんてほとんど聞いてくれない。だから今までどおり、僕はヘッドフォンをして耳の奥に突っ込んでる。

　でもあの戦闘で、デジタは僕のことを認めてくれたみたいで、僕は正式にピークメーターの一員になった。なにかしらの手続きがあるみたいだけど、親には内ない緒しよにしておいてもらうことに。

　だけど、サクランには、僕がムオンと戦っていることがバレてしまった。

　ムオンに襲われた直後は、泣きじゃくって話もままならなかったけど、落ち着いたら、なんでずっと黙ってたのか、と僕に怒り始めて……。仕方なく僕が戦うことになった経けい緯いを話したら「マネージャーやりたい！」と、訳の分からないことを言い出した。

　そのタイミングでリリィさんが「いいね～」なんて言ったもんだから、結果として作戦本部のマネージャーとしてサクランがメンバーに加えられる流れに。元々はサクランを巻き込みたくなかったから内緒にしていたし、危ないから僕は反対したけど「一人で廃はい墟きよには行かない、ハルトと一緒に居たい」と懇こん願がんしてきたので、僕は根負け。




　女の子は、やっぱりよく分からないと思った。

　でも……分からないといえば、ナツキさん。

　僕が「好きだ」と言ったあと、彼女がどう思ったのか、どう思っているのか、まだ聞けずにいた。




「パイナップルだぁああああ！！！！！」

　みんなでテーブルを囲んで座り、目の前で盛りつけられたカレーを見て、リリィがテンションを上げて叫んだ。

　デジタはテーブルに置いた鍋なべからご飯にカレーをかけながら言った。

「お前が先に一匹倒したからな……約束の甘口。炸さく裂さくのアレンジでな」

「心臓ハアト先輩、食べてくださいっ！」

「食べていい!?　いいのですか!?　いただきま～!!!」

　一番乗りで、リリィはカレーをモリモリ食べ始めた。

「おいしい!!!　サクランちゃん天才!!!」

　隣に座っていたアキラの顔にカレーが飛ぶ。

「リリィ先輩……！　落ち着いてください……」

　ナツキはハルトの隣に座り手を合わせた。

「いただきます」

　ハルトは一人、カレーを見つめて沈黙していた。

　パイナップル……？　カレーに？　だからおかしいって。

　笑えない話だ。笑うしかない。

　掬すくい上げたご飯とカレーの上に乗っている扇おうぎ形のパイナップル。

　なんでフルーツをスパイスまみれにする必要がある？　なぜそこまでして味覚に反逆しようとする？　甘口にするにしたって、他ほかに方法があったはず──。




「──私は、ハルトくんが好き」




　ハルトの隣で、ナツキが言った。

　突然の発表。

　そして、沈黙。

　ハルトは、パイナップルで思考が遅れていた。

　サクランは、ちらっと、ハルトの表情を窺うかがった。ハルトは固まっている。

　リリィは、口の中のご飯をもぐもぐと咀そ嚼しやくし続けている。

　ゆっくり、ナツキの方を見るハルト。

　ナツキは、少し赤らんだ顔をして、ハルトを見ていた。

「ハルトくんが好き」

　ナツキの言葉を理解し、赤面するハルト。

「え……？　ナツ──」

「サクランちゃんのことも好き。リリィも、アキラくんも、デジタくんも」

「……ん？」

「やっと……ハルトくんとも仲間になれて、こうやってみんなでご飯が食べれて、私は凄すごく嬉うれしい」

　デジタがエプロンを外しながら言った。

「お前……前にも、透すき明あかりがチームに入ったときも言ってたな」

「だって、仲間だもん！　嬉しくって。ね、ハルトくん！」

「…………あ、え、が、頑張ります！」

　リリィがモゴモゴしながらなにかしゃべった。

「もめんめ～あひひはいっひゃっへ～」

「リリィ先輩ちゃんと飲み込んでからしゃべってください……」

　リリィは、ごくんと飲み込んだあと、

「……ごめんごめん、なんか先に食べちゃってあれなんだけど、みんなで『頂きます』しよう！　はい～じゃあ手を合わせてくださいっ！」

　みんなで、手を合わせて、

「いただきまーす！」

　と合わせて言ったあと、ナツキたちはカレーを食べ始めた。

　ナツキがカレーを食べているのを見るハルト。ナツキはその視線に気づき、

「ハルトくんも食べなよ、美お味いしいよ？」

「…………あ、そうだね、い、いただきます……」

「ハルトっ！」

　呆ぼう然ぜんとした思考のまま、カレーに手を付けようとすると、目の前にスプーンに掬すくわれたカレーとパイナップルが差し出された。

　サクランは、向かいのテーブルから身を乗り出して、ムスッとして少し泣きそうな顔でハルトにカレーを突きつけていた。

「んっ！」

「……な、なに？」

「『アーン』！」

「……え？」

「『アーン』!!!」

「……わ、わかったよ……」

　ハルトは覚悟を決めて目を瞑つぶり、差し出されたカレーをぱくっと食べた。

　もぐもぐ、もぐもぐ。




「……あ、美味しい」




　世の中、分からないことだらけだ。

　そんな風に、ハルトは思った。





　　　＊






　夕暮れ。

　山の上に建った放送塔の天辺てつぺんに立ち、遊園地の廃はい墟きよ跡地を見下ろしている二つの人影。




　少し背の小さい人影が、若い男の声でしゃべった。

「思ってたより、やれるみたいだな。アイツら」

　その隣の、長い髪をした人影が高い声で返事をした。

「全滅、ねぇ……」

「……計画を繰り上げよう」

「いいね、回りくどいのは性しようにあわないしぃ。はぁ……、やっと会えるのかぁ。楽しみ」

「気を抜くなよ」

「大丈夫だよ。ちょろっと舐なめ回して、イチコロだよ」

「衝しよう動どうハルト……か。『アンプリファー』を使いこなせるか否いなか、確かめさせてもらおう」








ＥＮＤ








　　　あとがき









　初めまして。触しよく媒ばいファントムガールと申します。

『キラーチューンオーバーチュア』、お手に取って頂きありがとうございます。




　この作品の制作がスタートしたのは、２０１３年の５月。数年前から温めていた本作をライトノベルという形で世に出し、多くの人に読んで頂ける機会を頂けて大変ありがたく思っております。

　アイデアを思いついた数年前の僕は、まだ具体的な創作活動や作品制作が思うようにできない頃で、言葉にできない『衝動』ばかりが行き場をなくし藻も掻がいていた時期でした。

『心の中のモヤモヤを目に見える形にしたい』という思いが『目に見えないもの＝音楽が具現化している世界』というアイデアの発端になったんだと思います。

　そのアイデアに、他者が持つものへの羨せん望ぼう、自分への劣れつ等とう感かんといったコンプレックスの類い。周りのもの受け止めるだけでなく、自ら発信していくことの不安。そういった困難を超えた先にある『絶叫』に辿たどり着くまでの物語を、主人公・衝しよう動どうハルトを通じて描きました。




　世界観を構築し始めた当初の設定は、全すべてのオンガクがバレットリグレットのように生物的な特徴を持ったマスコットのような存在で、人間と一体化するのではなく、オンガク自体が戦闘形態へと変化して戦うものでした。

　しかし、オンガク同士の戦いだけでなく、オンガクを持つキャラクター自身の意思や戦闘のリスクも描きたかったので『人体の一部と一体化して戦う』という今の設定となりました。

　最初の方のプロットでは、ハルトではなく、ナツキを主人公に考えていた時期もあり、ネッカーキューブは『「スピーカー」という器官を内蔵している』という特異性を持たせて『人語を話せる』という設定もありました。

　戦闘シーンに関しては、世界観の根底にはあくまで『音楽が物体になっている』というコンセプトがあるので『直接的な方法＝肉弾戦』で戦闘を描きたいと思っていました。

　ナツキは『拳こぶし』、デジタは『蹴けり』、リリィは『尾』、そしてムオンは『口』といった具合です。

　調べると『「肉弾」は肉体によって（銃弾のように）敵陣に切り込む攻撃を意味する』という意味もあることから、ハルトの戦闘方法は『銃弾』となっています。




　ちなみに、ムオンの『耳鳴り』ですが、本編中に『ムオンに狙ねらわれている人間は耳鳴りが聞こえて、無意識のうちに聞こえていたことも忘れてしまう』という描写があります。

　これは『音を奪う』というニュアンスを含めた演出なのですが、現実生活で耳鳴りが聞こえたときに「あ……今、ムオンに狙われてる……！」という感じに（笑）、小説の外側でも世界観を体感できるような、そんな要素として描いてみました。




　真面目なあとがきが続いたので、プロフィールで言えなかった好きなものを挙あげていきたいと思います。

　大きい魚が好きです。ピラルクーが好きです。『硬こう骨こつ魚ぎよ』っていう響きがかっこ良くてたまりません。サメが怖いので海水浴は苦手です。

　水族館でアジとかイワシが泳いでいると刺身が食べたくなります。海かい鮮せん丼どんとか、焼き魚も、ヤマメの塩焼きと、今は鯉こいを食べたいです。潮干狩りに行きたいです。

　コモドドラゴンとか、巨大な上に無む性せい生せい殖しよくできるし毒持ってるとか、チートだと思います。イグアナかタランチュラかハリネズミを飼うか、迷っていました。一番好きなのは犬です。でっかい犬に抱きついてじゃれ合いたいです。

　チーズが好きです、ゴルゴンゾーラが一番好きです。パスタも生ハムもピザも、イタリア料理が好きです。トマトソース作りと、おにぎりを握にぎるのが得意です。




　こんな僕ですが……、作家として、さらにおもしろいものを書けるように精進しながら活動していきたいと思いますので、是非今後ともお付き合いして頂ければ幸いです。

　最後になりましたが、本作完成に至るまでにお世話になった人たちに、ここで感謝の念を捧げたいと思います。




　本作の執筆の機会を与えてくださり、何度もエールをくれた担当の横よこ山やまさん。

　素敵なイラストとキャラクターデザインをして下さったヤスダスズヒトさん。

　何度もアイデアの相談にのってくれて、執筆を支えてくれたシヴァタアキラと芹せり澤ざわさん。

　そして何より、この物語を読んでくれたあなたに、心から御礼申し上げます。








触しよく媒ばいファントムガール











　著者

　触媒ファントムガール（しょくばいふぁんとむがーる）

　　うどんが好きです。最近、蕎麦打ち道場に行って、蕎麦を食べました。炭酸ジュースと海鮮が特に好きです。秋にはハリネズミを育ててみようかなと思ってます。卓球ラケットも買いました。よろしくお願いします。




　イラスト

　ヤスダスズヒト（やすだ・すずひと）

　　三重県出身。代表作「夜桜四重奏～ヨザクラカルテット～」「デュラララ！！（挿絵）」「ガンダムビルドファイターズ（キャラクターデザイン協力）」など。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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